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要　旨
　本研究は、都市景観の色彩改善の問題について、　「韓国・釜山広域市」
を事例として設定し、調査と実験を行い、色彩に関する総合的な問題改善
に寄与しようとするものである。
　最初に、釜山広域市の都市景観で色彩問題の実際的な内容にっいて総体
的な構造を把握し、問題に対する解決案の提示を試みた。具体的には、釜
山広域市の都市景観の色彩に関する現状と実際的な問題点を把握するため、
都市景観行政の担当者および、地域住民を対象者として設問調査を行った。
現在の都市景観の色彩における現状と問題点を総合的関係とその構造に分
類したところ、①認識に関する項目、②色彩使用に関する項目、③組織構
成に関する項目、④住民に関する項目に分類できることを明らかにした。
　そこで、これらの問題を解決し、地域の特徴を活かした調和のある釜山
広域市の都市景観の色彩を形成するためには、都市景観の色彩関連法制を
整備し、①条例の設定による色彩管理、②ガイドラインの設定による色彩
管理をするなど、実質的な制度整備が必要であることを明らかにした。さ
らに、釜山広域市の住民の視点からの色彩評価実験を行い、釜山広域市に
ふさわしい配色および色彩範囲における色彩基準を明らかにした。釜山広
域市にふさわしい色彩の構成手法には、適当なばらっきがある色相で、高・
中明度、低彩度など彩度を挿えた色彩構成を考慮した手法が効果的である
ことを提案した。
　今後「釜山広域市の都市景観の色彩」に関する実際な制度を運営してい
く際に、その色彩計画に応用し、都市景観の質が向上することを望みたい。
釜山広域市の住民を対象とし、地域住民の意見を反映した都市景観の色彩
における構成手法の可能性を広げるものとして検討の意義がある。・
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Summary
　　This　paper　proposes　the　needs　and　importance　on　solving　the　problem　regarding
landscape　colors．　The　objective　of　research　is　to　examine　the　problem　of　landscape
colors　in　Busan　city，　Korea．　This　research　started　with　a　hypothesis　about　why　there
was　no　actioll　fbr　upgrading　tlle　quality　of　landscape　coIors　and　tried　to　give　a
contribution　on　solving　the　Randscape　colors　prob】em．
　　In　order　to　understand　the　real　condition　and　problem　in　Busan　city’s　Iandscape
oolors，　we　conducted　the　examination　by　giving　several　questions　and　experiments
to　Busan　city’s　residents　and　the　government．　Then　we　analyzed　the　result　of　those
polling　and　experiments　and　extracted　the　results　conslsting　of　epistemic　factor，
colors　usage　factor，　colors　composition　factor，　residents　factor．　In　order　to　solve
these　problems　and　fbrmulate　the　Busan　city，s　Iandscape　colors　that　gives　the　area’s
featUres　according　to　the　conducted　poHing，　this　paper　resulted　in　solutions　for
impr。ving　the　legal　system　regarding　landscape　colors，①the　colors　management
which　try　t。　configure　the　colors　under　spec茄c　regulation，②guidelines　for　co且ors
management．　Additionally，　in　order　to　examine　the　colors　baseline　for　Busan　city’s
landscape，　we　conducted　an　experiment　fbr　evaluating　landscape　colors　frorn
residents’point　of　view．　The　result　shows　that　colors　composition　that　are
appropriate　fbr　Busan　city　is　Hue　with　certain　variety，止e　colors　composition　with
high　and　medium　level　of　value　and　low　chroma．
　　This　result　w川be　usefUl　fbr　making　a　regulation　on　what　kind　of　colors
composition　that　are　apPropriate　fbr　Busan　city，　as　well　as　other　areas　colors
planning．　By　applying　th　is　result　the　quality　of　city’s　landscape　wi11　hopefully　be
lncreaslng．　The　residents’opinion　resulted　from　the　research　shows　that　it　may
contribute　significantly　to　better　landscape　colors　cornposition，　therefbre　such　study
is　considered　very　meaningful．
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第1章　序論
1．　本研究の背景
　人間は五感を通じ、環境を知覚し、認識する。この際、視覚によって受け
入れる情報の量は多く占めており、そのなかでも視覚的・情緒的に強く影響
するのが色彩である（注1）。つまり、視覚を通じて知覚される要素が人間の
感情や情緒に大きな影響を与え、色彩が持っインパクトは大きな影響がある
と言える。
　景観を知覚することにおいて、その刺激の強度が強い要素である色彩が、
都市のイメージを左右することになり、都市景観の良否を判断するのに大き
なウエイトを占めている。したがって色彩は、景観形成において一つの機能
として限定させたり、個人的な趣味の問題として扱われてはいけない（注2）。
　都市は、多くの人が作り出した文化、歴史を代弁する総合体であるため、
都市の特性を維持、継承させていくためには方向設定が必要である。そして
これは総合的な景観の概念を設定する構成要素でもあり、景観全体の質の向
上や周辺との調和を考慮して計画されるべきである。
　韓国では、1950年代の朝鮮戦争で伝統的な都市の姿が破壊され、その後、
国家再現という目標のもと、急速に産業化・都市化した。それによって都市
は伝統的な景観がなくなり、大規模な高層ビルが立ち並ぶ画一的な姿に変化
し、都市のアイデンティティを失うようになった。さらに地域住罠が景観に
関心、意見することが少なかったため、その深刻さは大きくなっている。し
かし、1990年から本格的な施策を地方自治体が実施するようになってから、
各自治体は、都市の競争力向上のためには地域のアイデンティティを回復す
ることが重要な要素であると認識し、地域の問題を解決しようとする努力を
している。
　このような、各地域のアイデンティティの確立は、近代化過程で強要され
た中央主権的文化から脱皮し、地域の文化、個性、特徴を確立するための象
徴とも言える。したがって、都市の活性化のための基本条件である地域のア
イデンティティの確立のための前提条件は、自立・自治を保障する分権体系
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である。このような側面から、地域のアイデンティティは、他の地域を真似
することではなく、自立的に蓄積されるものである（注4）。
　近年、地方自治体の体制で地域のアイデンティティが重要視されるように
なった背景としては、各都市や地域が計画やデザインの段階でその特性を生
かせず、画一的で個性がない都市の空間を作ってきたことがある。個性が生
かされ差別化が進んだ都市外観は、その都市独自のイメージを作ることがで
きる。そして、その都市外観において、他の都市と差別化されたその都市の
個性を生かし、都市のイメージを左右する都市外観において色彩は重要な影
響を与えていることから、地域のアイデンティティの確立と色彩の関係は大
きいと言える。
　地域のアイデンティティ確立のため、各自治体は様々な努力をしている。
社会、文化、経済などの生活環境の側面だけではなく、都市のイメージであ
る都市景観の色彩についても努力と関心が高まってきた。ところが、韓国で
の都市景観の色彩に関する研究の歴史は浅く、都市景観の色彩計画を行う際、
有効な色彩の計画方法が確立されていない。そのため、体系的な都市景観の
色彩に関する調整や管理が十分に行われておらず、都市のイメージや景観の
具体的な実態およびその評価は、それほどよくないという声もある。
　一方、近年都市イメージを調整・管理するため、より積極的な調節管理法
案として「景観条例」など指針を設定し、景観の改善を具体化している地方
自治体も増えてきたt）。しかし、行政をはじめとする実務レベルでは、建物
に対する一般的な色彩計画で、色彩について触れてはいるものの、「周辺環
境と調和させる」などの抽象的な表現にとどまる揚合や、公共性の立場から
異論の少ない無難な色彩の指定を採用する揚合が多い。この場合、規定の解
釈が住民同士で分かれる場合があり、結果的に騒色を防げない可能性がある。
　釜山広域市の行政では、都市景観の色彩環境を改善するため、大規模な住
宅団地の色彩計画や街路施設物の整備など、様々な努力をする事例も増えてい
る。しかし努力をしているものの、多様な要求を受け入れながら美しく快適な
1）　ソゥル特別市の都市環境デザイン委員会の設置および運営条例、済州島の建築計画
の審議基準に関する規定、京畿道の建築条例のうち、共同住宅に関する審議基準など。
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都市景観を作り、管理・維持していくためのこれといった解決案が提示されて
いないのも現状である。これは、都市の外観を表現する色彩の問題が持つ複雑
性によるものであると判断できる。
　そこで、都市景観の色彩を計画する場合、その地域の色彩基準に関する検
討をしておくことは有意義であると考えられる。しかし、色彩の基準は地域
的・文化的背景によって異なることが予想されるため、色彩基準を規定する
上では、実際に都市景観の色彩に接し、生活している地域住民の意識に対応
することが必要である。より合理的な都市景観の色彩整備のためには、地域
全体の発展の進むべき方向に地域住民の意見を反映し、その上で行政の様々
な課題に適した施策を展開することが必要であると思われる。総合的景観の
質の向上に寄与するためにも、都市景観の色彩に関する展開方法を検討する
必要がある。
　本研究は、このような都市景観の色彩問題の解決の必要性と重要性をその背
景とし、釜山広域市の都市景観の色彩の改善のため、多様な努力をしているに
もかかわらず、都市景観の色彩問題がなぜ改善されていないのかに対する仮説
から始まる。
　何が問題なのか、それらを解決するためどうなるべきかを明らかにすること
で、釜山広域市の都市景観の色彩改善を期待する。問題を解決するため、都市
のイメージを左右する都市景観の色彩問題の実態と関係を把握し、その問題に
対する解決案を摸索することで、快適で美しい釜山広域市の都市景観を実現す
ることができると考えられる。
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1．1．都市景観の色彩における概念
　環境色彩を広い意味で生活環境のなか、あるいは生活する人々の周辺にあ
る色彩と定義すれば、建物の中にある色彩と、屋外にある色彩の2つが考え
られる。建物の中の色彩としては、室内の床、壁、天井など建築空間を構成
している建築部位の色彩や家具、調度品、照明器具、など屋内に配置されて
いる物品などの色彩がある。外部の色彩としては、自然物や人工物の色彩が
ある。
　しかし、環境色彩という用語には都市環境の色彩としての意味が一般的で
ある。都市の色彩を環境色彩というようになったのは、近年20年くらいの
ことで、平成6年（1994年）の建設省（当時）の「都市空間色彩計画に関する報
告書」では、色彩環境という用語が使われている。
　一般的に建築内部の色彩にはインテリアカラーという用語が定着してお
り、これに対するエクステリアカラーは環境色彩というよりは、屋根、壁な
ど建物の外部の色彩としての意味合いが強く、都市景観をつくりだしている
といえる。景観という言葉も比較的に新しい言葉で、環境（envir。nment）に
対して、景観にはランドスケープ（landscape）、都市景観にはアーバンラン
ドスケープ（urban　landscape）が定着している（注4）
　Michael　Lancaster（1996）は、　「Colourscape」で、　「建物は独自して存在し
ない。すべての建物は周辺との関連を持つ。色彩は、相互関連性に依存するた
め、建物の色彩も同一に視覚的な重要性を持っ。景観（landscape）は色彩とい
う概念を表現するには専門的になるし、都市景観（T。wnscape）は色彩という概
念で表現するには制限的である。このような理由で、景観色彩（colorscape）と
いう用語を提案する（注5）」と言っている。
　このような景観色彩の概念が導入されてから、建物の色彩を選定する際、景
観にふさわしい色、景観に調和する色を選定するようになった。
　都市の環境は、人聞が活動する場であり、環境装置などに直接・間接的に
多く影響を受けているため、快適な環墳になるように管理・維持する必要が
ある。都市景観は、非可視的な行為、日常の生活様式や周期、建築、サイン
とgraphic　symbo1、装置物など、すべてのものを含む大空間の風景である。
都市空間で見える様々な物体の外観および建物の外観は、都市景観の可視的
な満足に大きく影響しているため、建物と建物の間では、調和した一体感が
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形成されるべきである。
　世界の都市では、都市ごとに独特な色彩をもっている。これは、都市のな
かで流れている基調色による独自性があるからである。たとえば、Parisで
は建物が、白から黒にわたる無彩色の系列の中の薄い色彩のGradationで形
成されており、黄味の灰色の公共建物、屋根からバルコニーの灰色と道路の
青灰色で調和をなしている。そして、ロンドンは赤が多く存在する都市で、
バース、広告物、ビル、窓が赤の色調で形成されている（注6）e
　このように異なる社会・文化・地理的な環境および自然環境から形成され
た環境色彩は、その地域の重要な特性になる。つまり、その都市の都市景観
をより快適に調整するための重要な要素となり、都市のアイデンティティを
確立する次元で、色彩使用と関連した都市景観の問題の一部分であると提議
できる。
　本研究での都市景観の色彩とは、都市景観のなか、屋根、壁など建物の外
部の色彩範囲のことである。
1．2．建物の外壁色
　建物の外見を決める際、大きく影響する要素として、大きく主観的な要素
と客観的な要素に区分できる。主観的な要素としては、建築家、建築主、使
用者（User）の美感および好み、つまり「意識と関連した事項」である。そし
て、客観的な要素としては、普遍的な定理（Universal　Percept）で、デザイ
ンの基本考慮事項として、地域性、技術性、都市の環境的な要素、機能性、
構造性、施工性、便利性、意匠性、経済性、デザインの傾向、法規的制約な
ど、　「デザイン方向の決定」と関連した要素である。
　建物の外見を構成するのは、建物の形態を決定する形状、面を構成する窓
と壁面で、これらの色相、材質感、比率、全体的な構成形式がデザインの主
な対象となる。建物の色彩は都市の背景色として建築造型の主体となり、都
市景観の色彩になる。したがって建物の設計段階からデザイン要素を統合的
に演出し、色彩を決定することで、快適な色彩都市景観を形成することがで
きる（注4）。
　韓国ではこのような建物に対し、形態については具体的な構成の範囲を都
市計画法、建築法などを通じ、行政的な規制を行い、持続的な管理を行って
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いる。一方、建物の色彩は建築主や建築家の好みに依存する傾向あり、持続
的な管理において軽視され、美しい都市景観1の形成に逆効果を起こす場合が
ある（注7）。つまり、建物の色彩は、材料によって決められる場合が多く、
建物を管理する法律で制限や規制の対象にはなっているが、色彩がもつ複雑
な知覚的特性上、客観的で定量的な基準をつくるのが難しいため、管理の対
象から除外されているのが現状である。
　しかし、視覚的に強い意味を持つ色彩は、都市景観形成において一っの機
能で限定し、個人の好みの問題で扱われてはいけないものである。都市設計
の色彩計画は、実務行政の次元で誘導し、使用者の意見および色彩に対する
明確な調査方法に基づく研究を参考に色彩使用を指示する指針を作るべき
である。Kevin　Lynchも都市はそこに住む居住者によって知覚されることを
考慮すべきであると述べ（注8）、使用者の意見を反映させた色彩環境を提供
することを提案している。
　Y．Ashiharaの理論によると、外部空間は70～80ftの距離単位ごとにリズ
ムや質感、高さなどの変化を与えると活気ある空間になる。建物の外壁色に
おいてアイデンティティを生かし、基調色が強調された色彩群が現れるよう
に計画する方法が必要である。統一性が欠如すると混沌になるし、多様性が
欠如すると単調になる（注9）と提案している。
　っまり、色調の変化があまりないと単調になるし、色彩の変化が多いと混
沌になり調和性がなくなる。したがって、都市景観の色彩においても、適切
な基調色の選定は、調和された都市景観を形成することができるため、都市
の建物の基調色を選定し、積極的に都市景観に活用すれば、都市はアイデン
ティティを持つようになる。
　都市景観の形成において建物はその都市のイメージを形成し、外壁色は都
市景観を左右するのに重要な要素になる（注10）。建物が集まって都市を形成
するため、単独の建物の基調色を決める際は、まず都市全体の調和を考慮す
べきである。このためには、まず明確な目標が必要である。そして実際に都
市景観の色彩に接し、生活している地域住畏の意識を把握し、色彩を誘導・
調節していく必要がある。
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2．研究目的
　韓国で、地方自治体が本格的に実施された以後、各自治体では、地域の個性
を生かしたアイデンティティの確立が都市発展の重要な手段であると認識さ
れるようになった。このような認識は、他の都市と差別化された特色ある都市
が、持続的に発展することができるという観点から始まったもので、ゆえに都
市のイメージである都市景観の色彩における関心や努力が高まってきた。
　このような地域のアイデンティティという観点から、現在の都市景観の色彩
について問題を提議し、改善を求めるようになっているのは、都市景観の色彩
に対する意識の変化とも関係があると考える。
　急速に変化している現代の社会で生活パターンや意識も大きく変化してき
た。それによって色彩に関する意識も過去とは、また違うようになっていくこ
とであろう。過去の色彩をそのまま規定し、現在の社会に適用するのでなく、
現在の生活感覚にふさわしくするため、都市景観の色彩に対する意識の反映を
前提すべきである。つまり、都市景観の色彩は、現在の生活感覚にふさわしく、
生活環境の質を向上させるような、積極的で効率的な色彩の活用を考慮すべき
であると考える。
　一方、釜山広域市でも地域のアイデンティティを確立するため、様々な努力
をしている。そのなかで、都市のイメージである都市景観の色彩における問題
を改善することで、地域の個性を生かすという動きがあり、法案を具体化する
など、都市景観の色彩に関する検討2）を行っている段階である。
　都市景観の色彩は、釜山広域市が持っている固有の特性や個性を計画やデザ
インする段階から設定していくことが重要である。そのためには、都市景観の
視覚的な質の向上および公共の秩序を志向する明確な目標の設定が必要であ
る。その目標を実現させるためには、まず合理的な方法によって総体的に問題
を調査分析し、客観化された資料による試案を提示することが重要である。そ
して、色彩を実際に接し、調整と統制を受ける住民の共感と合意を前提として
実現可能なため、住民の意見を反映した色彩における基礎的な資料を根拠に、
2）2005年「政府指定道路環境整備区域」の事業で広福路の施設物や看板の整備を行う。
　都市デザインの一環として「釜山広域市の代表色」を発掘することを検討しているなど。
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今後の都市景観の色彩の発展方法を摸索していくことが順序であると考える。
したがって、本研究は釜山広域市の都市景観の色彩に関する総合的な改善に寄
与しようとするもので、次のような目的で本研究を展開する。
①現在、釜山広域市の都市景観の色彩における総体的な問題の実態と関係を
　把握する。
②都市景観の色彩における問題において、快適で美しい釜山広域市の都市景
　観の色彩を実現できるよう、体系的な問題解決案を提示する。
③釜山広域市の都市景観の色彩における行政の発展展望を提案する。
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3．　先行研究
3．1．　景観色彩計画の事例
　フランスでは1970年代に入り、パリ地区に集中する人口を緩和するため
に、周辺にいくつかのニュータウンが建設したが、これらのニュータウンは
カラーリストが参画し、色彩を意欲的に探り入れた。カラーリスト、ジャン・
フィリップ・ランクロは、この頃ニュータウン・ボードルイユの色彩計画を
担当していたが、彼は新しく建設される街の外壁を、近くの伝統的な街・ル
ーアンに存在していた色彩のみで構成する提案を行った。このような試みを
契機に、フランスでも地域の町並み再生に色彩が果たす役割が議論され、認
識されていった。
　イタリアでは、規制的な側面で色彩管理を行った事例の代表が、Italy
Turinの色彩計画である。1800年に発足した建築協議会でTurin都市の色彩
のため、80種類の色彩で構成され、街路や広場の色彩計画案が作られたが、
この協議会は1864年に廃止された。その後、最初計画された80種類のなか
でrTurn　Yellow」と呼ばれる黄色系の色彩だけが多く塗られ、都市が単調
に変わってしまたが、1978年市の監督委員Enz。　Viffi　Gentiliによって復
旧計画が行われ、最初の計画案と現存色彩のサンプルを利用し、19世紀の色
彩図を再構成し、これを根拠として都市の色彩を復元した。
　イギリスでは、A．　C．　Hardyが、イギリス全地域の建物の材料を調査し、そ
れを根拠とした標本色彩パレートを製作し、活用している。また、Thames
川の地域の特徴を生かしたM．Lancasterの水辺景観の色彩調整事例は、成
功事例として評価されている。
　日本でも、1974年頃色彩計画が立てられた鹿児島県の鴨池海浜ニュー一タウ
ンで地域の色彩調査を行い、そこで得られた色彩を使って、海側から市街地
に向かって建築外壁色の明度を下げていくカラーシステムがデザインされ
たが、このあたりがスーパーグラフィックの実験的な試みが終結し、色彩計
画が環境全体の景観の質を高める方向へと転換した事例であろう（注4）。
　このような、景観色彩計画で大切なことは地域の固有の色彩を見っけ出し、
それらの色彩との関係性を整理することである。これからの建物単体の色彩
計画は、地域に蓄積された色彩との関係を重視し、地域の景観全体の質が向
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上することが重要であると考える。
3．2．韓国の都市景観の色彩と関連した研究
　韓国では、1970年代以後大規模集合住宅が急激に増えたのに伴い、外壁に
よる都市の単純化や画一化が進んだことから都市景観の色彩に関する研究
が進められた。ユ971年に韓国の建築学会誌で発表されたソウルの都心の建物
の色彩を調査分析した工1－Ju　Yun（注11）の「ソウルの商店街の環境色分布
に関する研究」はその代表である。
　70年代には急速に増えてきた大規模の住宅団地の画一的・単純化を改善す
るために都市景観の色彩に関する研究が本格的に行われるようになった。そ
の以後、都市への人口の集中や過密化、新都市の建設による都市の不調和な
ど、都市の様々な問題を解決する過程で、都市景観の色彩に関する研究が行
われてきた。このような都市景観の色彩に関する研究を類型別にみると、大
きく3つに分類することができる。
①都市景観の色彩計画方法論に関する研究（注12～14）
②都市景観の色彩に関する現状調査および評価を通じた対案提示した研究
　　（注15～21）
③景観、および色彩管理と関連した研究（注22～26）
　このような研究は、実際の住居団地や街路に適用され都市景観を変えるに
寄与した。1986年ソウル特別市が調整した「木東（モクドン）地区の住宅団
地の色彩計画」に適用されて以後、大規模の住居団地で環境を考慮した色彩
計画の手法が適用されるようになった。しかし、アパート団地の色彩計画に
は成果はあったものの、都市規模の色彩計画においては、制度的な根拠がな
いため、具体的な成果を得ることができなかったと言える。
　一方、都市景観の現状調査および評価を行い対案を提示したHy。－Ju　Kim
（1994）は、都市の中心商店街の建物の外壁色とサイン物の色彩を測定し、色
票化して分析し、建物の外壁色に対する好ましさを色彩専門家と非専門家の
差について研究し、使用者の参加が必要であることを提案した。H。－Yeol　Yang
（1989）の建物の外壁色に対する満足度および意識調査に関する研究でも住
民の参加が必要であると提案した。
　そして、景観および色彩管理と関連した研究では、Jeong－Hyeong　Leeがア
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メリカの都市美観の規制施策について調査し、韓国でも景観の規制施策は表
現の自由と私有資産を認めながら、法律を根拠とした都市美観の施策が必要
であると指摘した。Kyung－Young　Kimは、韓国と日本の景観行政を比較し、
各地方自治体別の総体的な景観計画の立案、行政組織の設置、地域住民の意
識の向上による、景観行政の発展方向を提示した。またDe’－Su・Kim（2003）は、
都市景観の色彩の管理・運営のため、制度的な側面の研究を行い、韓国都市
景観の統合的な改善のために都市景観における制度を整備することを提案
した。
　以上のような景観および色彩管理と関連した研究では、景観管理のため政
策的な提案提示のために、先進事例の紹介および運用実態に関する問題点と
韓国での運用可能性と限界について提示している。また、都市景観の色彩と
関連した研究では、都市環境の悪化を解決するための問題提議から始まって
問題の解決案を提示している。
　しかし、特定の地域の行政に直接的に反映されることを目的としたもので
はないため、具体的に地域の都市景観の色彩における現象に対する問題解決
には至らなかったと言える。現実の地方自治体が都市景観を形成する際、行
政に直接的に反映される色彩計画に関する研究が必要であると考えられる。
3．3．日本の都市景観の色彩と関連した研究
　日本での都市景観の色彩はfまちづくり1と関連し、計画され行われてい
る。実際、住民の参加と合意を通じ体系的な計画や具体的な指針を樹立し、
公共部分・住民の役割分担と参加を通じ、様々な効果を挙げている自治体が
増えている3｝。
　都市景観の色彩に関する研究を類型別にみると、大きく3つに分類するこ
とができる。
①都市景観の色彩における評価を通じ、景観改善の手法を提示した研究（注
　27～38）
②都市景観の色彩における現状調査および方法論と関連した研究（注39～
　44）
③景観法を基づいた色彩管理と関連した研究（注45～49）
　都市景観の色彩における評価を通じ、景観改善の手法を提示した研究では、
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稲垣卓造は、街路景観における色彩の心理効果を扱い、きめ細かな規制の必
要性を指摘し、色彩指導基準を作成していくうえでの有効な資料を蓄積して
いる．また、木多道弘は、都市景馳彩構成手法について評価実験を行レ’色
彩構成の効果について検討を行った。また、都市景観の色彩における現状調
査を含む研究では、境井雅章、川瀬由弘は、特定地域の色彩調査を行い、そ
の色彩を根拠とし、地域の色彩をデザインしていくことを提案してい否。山
本博美は、建築物の色彩計画における計画要件について検討を行った。
　これらの研究では、一般的な色彩コントロール手法や景観の色彩構成手法
および方法に関する研究が多く、地域の特性や地域住民の心理を基づいた色
彩評価を行い、具体的に対案を提示した研究は少ない。具体的に地域の都市
景観の色彩においてその地域の住民の意見を反映させるなどでの事例が必
要であると思われる。
　景観法を基づいた色彩管理と関連した研究では「景観法制度」後、景観法
に基づいた色彩管理と関連し、自治体の動向に関する研究が多い。
　2004年12月、良好な景観の形成を図るため、景観についての総合的な法律で
ある「景観法」が施行された。2003年に国土交通省から出された「美しい国づ
くり政策大綱」に盛り込まれていた「景観に関する基本的な法律の確立」が実
現したものである。　「景観法」施行以後、地方公共団体によって自主的に500
以上の景観条例など景観に関する取り組みが積極的に行われ、景観に対する国
民や地方公共団体の意識が高くなってきている（注46）。
　このように、景観の改善のため取り組みを進めている自治体が増えており、
そのなかで各地の地方自治体において、町並みの色彩をコントロールする手
法として「色彩ガイドライン」が作られ、色彩管理を行われているケースも
増えてきている（注49）。
　景観法に基づき、それぞれの都市の風土や、地域の特性に対応した色彩の
3）　神奈川県真鶴町の「美の条例」を含む全体的な計画に住民参加を行い設定し、都市
　　景観を計画している。熊本県熊本市の景観条例では、地域住民を対象とした啓発、
　　支援を行うことを設定し、住民の参加を積極的に行っている。長浜市では、住民
　　主導型のまちづくりの取り組みで有名になっているなどの事例がある。
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選択や、色彩誘導の手法、運営の仕組み、行政と地域組織の役割などが適切
に行われることによって、地域に定着する色彩計画が生まれる。したがって、
それぞれの地域において、地域事情に応じた独自の色彩計画手法を展開して
いくことが、これから都市景観の色彩における課題となってくると思われる。
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4．　釜山広域市の概要
4．1．位置
　釜山広域市は、韓国で第一の港湾都市として、地理的には朝鮮半島の東南
端に位置している（図1－1）。南東地域は海、西は洛東川に面している。洛東
川の西側の平野地帯を除いてほとんど山地および丘陵地の地域である。アジ
ア有数の海洋都市となっている。
　釜山広域市は、山、海、川、港などの地形的な特殊性を持ち、外国との交流も
盛んなため、都市景観の発展にも大きな影響を与え、地区ごとに独自の機能と開
発の要素を内包している。
図1－1．釜山広域市の位置
4．2．行政区域
　行政区域は、15区（中区、西区、東区、影島区、釜山鎮区、東菜区、南区、
北区、金井区、海雲台区、砂浜区、川西区、連堤区、水螢区、砂上区）1郡（旗
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長郡）で構成されている。行政区域ごとに、面積の差が大きく、最も広い行政
区域である旗長郡は最も狭い中区の約78倍である。4つの区郡（川西区、金井区、
海雲台区、旗長郡）が、釜山広域市の全体面積で占める構成の割合が67％で、行
政区域の面積上の不均等が大きい。
4．3．面積および人口
　2008年2月を基準とし、15区と1郡で構成されており、面積は765．10㎞、人口
360万を超える（注50）。
4．・4．釜山広域市の都市景観
　日本との通商の中心地として、また国際交通の関門として、1910年総督府の
地方官製の改変により釜山府が開設された。そして、1937年3月23日「朝鮮市街
地計画令」によって釜山市街地計画が行われたのが、最初の釜山広域市の都市
計画であった。
　1945年には、釜山市に昇格され、人口も増加し、都市計画区域の拡張が行わ
れるようになった。そして、1963年の直轄市への昇格をきっかけに、1970年以
後、経済の成長と都市化が推進され始めた。
　特に最近では、様々な国際的なイベントの開催および釜山国際映画祭など、国
内外的にも都市の上位が高くなっている。したがって都市の美観と市民の居住性
を効率的に維持・改善するため、都市景観の管理の必要性が大きくなってきた。
　このように、秩序ある都市景観を望む声は次第に大きくなりつつあるが、依然
として釜山広域市の景観は雑然としている。都市には、狸雑な部分も必要である
が、雑然とした雰囲気が全体を覆っていまうことは好ましくない。誘目性が高い
原色の用度頻度は都市部を中心に高くなっている。目立っことが求められる広
告・看板類は高彩度の原色を使用することが予測されるが、原色ばかりが多用さ
れることには問題がある（注51）。
　また、釜山広域市には多くの高層マンションが建設されている。外壁色に
は低彩度の暖色系を基調としている場合が多いが、周辺には存在しない色彩
を使用する例も見られる。大規模マンションは地域の景観に対する影響力が
大きく、外壁色を含めたデザインがよければ地域のアイデンティティを生か
せることになるが、そのような質を持つ建物は多くはない。
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　マンションばかりでなく、戸建住宅にも様々な色彩が使われている。韓国
の伝統的な住宅の屋根色は低明度・低彩度領域であったが、1979年代始まっ
た韓国全地域社会の開発運動である「セマウル運動“1）」の時、普及したセメ
ント屋根には鮮やかな赤や青の色彩が好んで使用された。現在、釜山広域市
の住宅でも屋根色や外壁色には、鮮やかな青や赤が残っており、穏やかな自
然の変化を感じられなくなってしまう景観になっている。
　このように都市景観の形成においてその都市のイメージを形成し、都市景
観を左右する重要な要素になる建物の観点からみると、住宅の外壁色や屋根
色の鮮やかな色彩の使用や大規模の集合住宅の画一的な建築5）および高層ビ
ルの様式など、地域性や多様性のない建築文化は、色彩景観にも画一的性を
もたらしており、個性のない同じ色彩景観を持つようになっている。つまり
釜山広域市のアイデンティティを生かせない画一的で個性のない都市景観
の色彩で釜山地域の特性を生かせない結果をもたらしている。
　一方最近では、釜山広域市では、都市景観の色彩に関する関心が高まり、
都市景観問題の一つとして取り上げ、再開発などでは全体の統一感をつくり
だす方法が摸索されるなど、様々な試みがなされている段階である。
4）セマウル運動は、1970年代の韓国社会を特徴づける重要な事件である。農村再建i
運動から始まり、自助・自立精神を基づいた街づくりの事業を「新しい街づくり運動（セ
マウル運動）」と呼ばれたことから始まった。1971年全国にセメントを無償に支援し、
町ごとに自立的に事業をさせた。セマウル運動初期には農家の所得増大や街づくりだ
ったのが、多くの成果を挙げることにより都市、職場、工場にも広がり、勤勉・自助・
共同を生活化する意識改革運動に発展した。
5）2006年、　「釜山広域市の主居の形態に関する調査」（注2）によると、集合住宅が
占める割合が62％と多く、全体住宅の過半数以上を占めている。今後、住宅に関する
再開発計画および建設計画などを考慮すると、集合住宅はこれからも増加することが
予測される。
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〈東菜区・明倫洞周辺〉
恥 i
〈北区・華明洞周辺〉
〈砂上区・周禮洞周辺〉　　　　　　　　〈連堤区・蓮山洞周辺〉
①高層ビルの景観（都市景観のなか高層ビルが占めるウエイトが多い。特に、
　集合住宅の割合が高いが、外壁色に関する明確な基準がなく、画一的な色
　彩や多彩な色彩が多く見られる）
〈北区・萬徳洞周辺〉 〈川西区・工場地区周辺〉
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②工場地域と住宅街の景観（工場地域や住宅の屋根や外壁色に原色があふれ、
　雑多で混乱した景観で周辺との統一性がない）
〈東区・草梁洞周辺〉　　　　　　　　　〈沙下区・甘川洞周辺〉
③市街地の景観（道路の不整備および乱雑な建物で統一性がない）
可
　〈沙上区・毛羅洞周辺〉　　　　　　　〈釜山鎭区・開琴洞周辺〉
④看板や外壁の景観（看板の氾濫で周辺との統一性がなく、雑多である）
図1－2．釜山広域市の都市景観のなか問題のある景観の一例
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5．　本研究における用語の定義
　都市景観関連研究では、同じ言葉でありながら研究者によって異なる意味
でその言葉を使用している場合がある。この混乱を避けるために、本研究で
の言葉の意味は下記に示す。
（1）都市のアイデンティティ
　英語のurban　identityにあたる言葉で、その語源はラテン語である
identicusであり、同一の意味のide皿の起源である。アイデンティティの概
念は、大きく2つの側面がある。一つ目は、他のものと区別される個別性
（individuality，　oneness）、二つ目は、似たようなものと統合される、同一
性（sameness）である。都市のアイデンティティとは、他の都市と差別化され
る、その都市の特性、個性である。っまり、内的な意味では、都市の「同一
性」、外的な意味では「個別性」であると言える（注52）。
（2）景観計画
　景観計画は、土地を基盤としてその上に人間の営為によって地域のアイデ
ンティティを具体化する人間のデザイン活動である。その性質上、民間の諸
部署と公共の諸部署が、相互に複雑に絡み合って成り立っ「総合的環境の質」
を計画することを意味する。
（3）行政
　行政は、立法でも司法でもない一体の国家および自治体の機能を意味する。
法秩序下において、国家目的を積極的に実現する作用を担当。行政は、すで
に樹立した法や政策を具体化・個別化して、それを執行する事務体系と言え
る（注53）。
（4）ガイドライン
　ガイドラインは、政府および自治体が法令の範囲内で、ある部分に対する
政策を根拠づけるために設定した、規制の範囲のことである（注54）e
⑤条例
　条例は、自治体が法令の範囲内で、その権限に属する事務に関して地方議
会の議決を通じ、制定する自治法規のことである（注54）。
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6．　本研究の流れと構成
　本研究は、釜山広域市の都市景観の色彩計画と関連しており、無秩序的な
都市景観を改善する方法の一つとして、都市景観の色彩を研究の主な対象と
する。
　本研究の構成を要約すると、まず先行研究を分析し、現在の釜山広域市の
都市景観の色彩に関する現状を把握するため、行政側と一般住民を対象者と
して意識調査を行い、都市景観の色彩に関する総合的な問題を把握し、総体
的な構造を把握し、問題に対する解決案の提示を試みる。
　具体的な研究の流れと構成は以下のようである。
　第1章では、本研究の背景を述べ、これからの釜山広域市の都市景観の色
彩改善の方向を設定するため、過去の都市景観の色彩と関連した先行研究を
分析する。これによって本研究の位置づけをするとともに本研究の目的を述
べる。
　第2章では、釜山広域市の都市景観の色彩における実際的な問題を把握す
るため、　「行政の担当者」と実際都市景観の色彩を接し、生活している「住
民1を対象者として設問調査を行う。調査した設問の結果の分析に基づき、
現在の都市景観の色彩における問題を抽出・分類を行い、全体的な問題の総
合的関係と構造を把握する。
　第3章では、現在の釜山広域市の都市景観の色彩に関する問題を解決する
ためには、都市景観の色彩指針に関する制度の整備を通じ、問題を解決して
いくことが必要であることを検証する。そこで、現在釜山広域市が運営して
いる都市景観の色彩における関連制度を把握し、第2章で把握した問題に対
し、制度的に具体的な解決案を中心に検討を行う。
　第4章では、都市景観の色彩における制度に適用できるよう、釜山広域市
の「都市景観の色彩1に対する住民の意向を探るため、釜山広域市の住民を
被験者とし、色彩評価実験を行う。評価の結果の分析を基づき、釜山広域市
にふさわしい配色や色彩の範囲における色彩基準を検証する。
　第5章では、本研究で行われた一連の調査と実験の結果をまとめ、考察を
行う。これらの研究結果に基づいて、釜山広域市の都市景観の色彩における
今後の景観行政の発展方向と課題を提案する。
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本研究は、第1章から第5章までの構成としている。
　第1章　研究目的
　第2章　都市景観の色彩に関する現状と総体的な問題の把握
　第3章　都市景観の色彩問題に対する解決案の提示
　第4章　都市景観の色彩基準における検討
　第5章　結論および行政の発展展望
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研究の流れは図1－3のようになる。
研究目的
先行研究の調査
研究位置づけ
釜山広域市景観行政担当者の
@　　　設問調査 釜山広域市住民設問調査
釜山広域市の都市景観の色彩
ﾉ関する意識、実態
釜山広域市の都市景観の色彩
ﾉ関する意識、意向
釜山広城市の都市景観の
F彩に関する問題抽出
問題の関係、構造分析
問題における解決案の提示
都市景観の色彩関連制度整備 都市景観の色彩基準の把握
・都市景観の色彩関連法制整備
E条例の設定による色彩管理
Eガイドラインの設定による色彩管理
・釜山広城市にふさわしい配色
ｨよび色彩範囲の把握
望ましい釜山広域市の都市
i観の色彩に関する行政の
@　　　発展方向
図1－－3．研究の流れ
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論文の構成は図1－4のようになる。
第1章 研究の目的
釜山広城市の都市景観の色
彩に関する現状と総合的な
閣題を把握
研究の背景および構成
第2章
研究の位置づけ一韓国・日本の都市景観の
色彩に関する先行研究を調査・分析
釜山広域市の景観行政担当者を対象とする
意識調査
第3章 問題に対する解決法案提示
釜山広域市に住んでいる地城住民を対象と
する意識調査
現在、釜山広域市の都市景観の色彩に関す
る問題の総合的な関係と構造の把握
第4章
釜山広城市の都市景観の色彩関連制度の調
査・分析
釜山広域市の都市景観の色彩改善のための提案
釜山広域市の都市景観の
色彩における基準の提示
研究の結論および課題
釜山広域市の都市景観の色彩における指針設
定においての提案
第5章
居住者視点からの都市景観の色彩基準におけ
る把握および提案
釜山広域市の都市景観の色彩における課題
および発展方向
図1－4，論文の構成
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第2章　釜山広域市の都市景観の色彩に関する現状と
　　　　総体的な問題の把握
1．本章の概要
2．都市景観の行政担当者の意識調査
3．住民の意識調査
4．都市景観の色彩に関する総合的な問題点の把握
5．結論
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第2章　釜山広域市の都市景観の色彩に関する現状と総体的な問題の把握
1．本章の概要
　都市の管理および、よりよい発展・維持のためには、多様な要求や状況を受
容しなければならない。都市の特徴を正確につかみ、公共の秩序を志向する明
確な目標を設定すべきである。その目標は、調整と統制を受ける住民の合意と
共感を前提に実現が可能になる（注55）。
　釜山広域市において、都市景観の色彩における環境の改善のため、大規摸な
住宅団地の色彩計画や街路施設物の整備など、様々な発展的な事例も最近では
増えている。これを計画・管理する行政側の、多様な試みによって、都市景観
が過去に比べ改善したと言える。しかし、都市のイメージや景観の具体的な実
態および、その評価はそれほどよくないという声も出ている。
　このようなマイナス評価の理由として、今までは単発的な現象に対し、対応
するケースが多かったことが挙げられる。その場しのぎの対応では、他分野の
数多くの問題が発生した場合は、行政的に対応するのは不可能なことである。
したがって、景観の問題を解決するためには、総体的に課題を把握し、これを
解決する対策を作るのが順序であると考えられる。
　そこで本章では、まず釜山広域市の都市景観の色彩に関する現状と実際的な
問題はなにかを把握するため、釜山広域市の都市景観行政を担当する担当者お
よび実際色彩に接し、生活している地域住民の2つのグループを対象者として
設問調査を行った。
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2．都市景観の行政担当者の意識調査
2．1．調査目的
　本研究では、釜山広域市の都市景観に関する業務の担当者を対象として、業
務のなかで、どのように色彩を扱っているのか、またどのように業務に反映し
ているのかといった実態や意識に関連した設問を設け、分ta　・把握することを
目的とする。
2．2．調査方法
　設問調査は2006年3月に行った。作成した設問は、釜山広域市の都市景観に
関する業務を担当する機関を訪問し、部署の責任者に都市景観と関連した実務
者が応答するように依頼し、後日回収する訪問留置法により行った。
2．3．設問構成
　設問は、釜山広域市の都市景観の分野を担当している実務者を対象者とし、
業務のなかで、色彩に関連した実務をどのように処理しているのか、またど
のように業務に反映しているのかに関する内容となっている。
　都市景観の色彩に関する意識、行政のなかで都市景観の色彩の使用実態、
都市景観の色彩指針に関する実態、地域住民との関係に関する実態、色彩イ
メージに関する意識、個人情報と関連した内容で構成されているe
　設問項目は先行研究（注26，56，57）を参考とし、釜山広域市の実情に合う
ように構成した。
　設問項目は、21項目（個人情報と関連した内容は含まない）で構成されてお
り、応答の形式は選択型、自由記述型を併用している（表2－－1）。
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表2－L　設問項目
区　分 質　問　内　容
回答者の属性 ・年齢、性別、業務年数、業務分黙専攻分野
都市景観の色彩に
ﾖする意識
・都市景観の色彩に対する印象およびその理由
E都市景観の形成のため重視すべき項目
行政のなかで都市景観
F彩の使用実態
・色彩使用に関する実態およびその理由
E色彩使用における基準資料
都市景観の色彩指針に
ﾖする実態
・指針による都市景観の色彩の管理・誘導
E都市景観の色彩に関する管理の制度化による
竭闢_と課題
地域住民との関係に
ﾖする実態
・都市景観の色彩に関する住民の認知度および態度
E住民を対象とした教育および情報交流
色彩イメージに
ﾖする意識
・都市景観の色彩イメージに関する設定
2．4．　調査結果
2．4．1．回答者の構成
　調査の回収数および回収率は、100部を配布し、64部が回収され、回収率は
約64．0％であった。回答者の属性は、男性が57名、女性が7名であった。年齢
では、40代が64．1％で最も多く、30代25．　0％、50代9．3％、20代L6％であった
（表2－2）。
　現在の業務を担当した年数では、　「工年以上5年未満」が42．2％で最も多く、
「10年以上15年未満」39．1°／。、「15年以上」10．9°／。、「5年以上10年未満」7．8％
の順であった（図2－1）。担当業務は「施設計画および管理」31．3％、「建築行
政」23．4％、「造型計画および管理」18．8％、「都市計画」14．1％、「その他」12．3％
を占めている（図2－2）。専攻分野は「土木分野」が39．1％で最も多く、　「建
築分野」20．・2％、　「一般行政分野」17．2％の順で高かった。　「都市計画分野」
6．3％、　「デザイン分野」は0％であった（図2－3）。
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ill　2－・2．　回答者の構成
年齢、 2α代 　　　LR0代r ’40代， 50代以上、一合計
人数（名）
ы〟i％）
11．6 16
Q5．0
41
U4．1
69．3 64
P00
　1年以上5年未満
5ge以上10年未満
10年以上15年未満
　　　　15年以上
o 20 40　　　　　60　　　　　80
　　　回答構成割合（％）
図2－1．　業務を担当した年数
櫨設股計および管理
　　　　　建築行政
造型計画および管理
　　　　　都市計画
　　　　　　その他
　　60　　　　　80
回答構成割合（％｝
図2－2．担当業務の内容
　　　建築分野
　　　土木分野
造型・林業分野
　都市計画分野
　デザイン分野
　一般行政分野
　　　　その他
0 20 40　　　　　60　　　　　80
　　　回答構成割合（％｝
図2－3．　専攻分野
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2．4．2．釜由広域市の都市景観の色彩に関する意識
　釜山広域市の「都市景観の色彩に関する問題および印象」に対し、都市景観
の行政担当者の意識を把握するために頻度分析を行い、次のような結果を得た。
　まず、釜山広域市の都市景観に関する問題について設問した結果、89、・0％が
「都市景観の色彩に関する問題は重要である」と回答した（図2－4）。
　そして、現在の釜山広域市の都市景観の色彩に対する印象については、「よ
い」と回答した割合28．1％に比べ、「よくない」と回答した割合が57．8％を占
めている（図2－5）。その印象に対する理由を自由に書いてもらい、内容別にま
とめた（表2－3）。　「よい」と回答した回答者は15・名で9．6％であった。
　その内容は大きく5つの項目に分類することができた。「過去に比べ、町並み
の色彩が明るい感じになった」（3．2％）、　「新築建物が増え、景観が新しくな
った」（1．9％）、「国際イベントの開催で、都市環境整備が行われた」（1．9％）、
「古い集合住宅の外壁色の整備」（1．3％）、「道路に街路樹を植え緑が増えた］
（1．3％）の順であった。
　一方、「よくない」と回答した回答者は35名で22．4％であった。よくないと思
う理由を大きく4つの項目に分類することができた。　「建築物が無計画のため
周辺との調和がとれず、単独的な色彩が多いj（7．1％〉、　「景観色彩に関する
基準がなく、色彩の統一性がない」（6．4％）、　「都市景観色彩に関する関心の
不足」（5．1％）、　「公共施設の色彩は整備されているが、私設は個人の嗜好で
決める場合が多く、整備が難しい」（3．8％）の順に回答率が高かった。
非常に重要である
　少し重要である
どちらとも言えない
あまり重要でない
　　全く重要でない
o 20 40　　　　　60　　　　　臼O
　　　回答構成割合（％）
図2－4．　都市景観の色彩問題の重要度
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　　　非常によい
　　　　少しよい
どちらとも言えない
　あまりよくない
　非常によくない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60　　　　　80
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答構成割合（％）
現在の釜山広域市都市景観の色彩に対する印象度
表2－3．都市景観の色彩に対する印象の選択理由
回答構成
回答者（名） 選択理由 人数 （％）
新築建物が増え、景観が新しくなった 3 1．9
古い集合住宅の外壁色の整備 2 1．3よいと思う
摎R
P5（9．6％）
過去に比ぺ町並みの色彩が明るい感じになった 5 3．2
国際イベントの開催で都市景観の整備が行われた 3 1．9
道路に街路樹を植え緑が増えた 2 1．3
建築物が無計画のため周辺との調和が取れず、
P独的な色彩が多い
11 7．1
よくないと
vう理由
R5（22．4％）
公共施設の色彩は整備されているが、私設は個
lの嗜好で決めるのが多く整備が難しい
6 3．8
景観色彩に関する基準がなく、統一性がない 10 6．4
景観色彩に関する関心の不足 8 5．1
　「釜山広域市が都市景観の形成のため事業を推進する際、重視する事項は何
だと思いますか」という質問を設け、12項目の選択肢から重要な順に5つ選択
して番号を付与するよう依頼した。各項目の重要度を把握するため、スコアの
計算を行った。スコアの計算は以下の通りである（注55）。
　Y＝（5Xl十4×2十3×3十2×4十X5）／Z
　＊Ylスコア
　XI：1番目に選択された選択肢の回答数
　X2：2番目に選択された選択肢の回答数
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X3：3番目に選択された選択肢の回答数
X4：4番目に選択された選択肢の回答数
X5：S9＄目に選択された選択肢の回答数
Z　：全体の回答数＝64
たとえば、表2－4の項目aは下記の方法で算出した。
3．286＝（5×41＋4×6＋3×1⑪＋2×6÷1×5）／64
　その結果、釜山広域市が都市景観の形成のため事業を推進する際、1番重要
と思われている項目が、　「a．緑や水辺など自然環境の保存（3．172）」、2番目
に重要と思われている項目が、「b．地域の特徴を活かした都市景観の創造（2．109）」、
3番目に重要とされたものは「c．町並みの都市美観形成のため、市の条例を作
る（1．625）」、4番目に重要とされたものは、rd．公園など公共施設の整備
（1．578）」、5番目に重要とされたものは「e．屋外広告物の整備および制限
（1．391）」という結果となった。　「都市景観の色彩の整備」（0．625）は7番目の
順であった（表2－4）。
表2－4．都市景観形成のため重視すべき項目の選択肢とスコア
項　目 スコア
a 緑や水辺など自然環境の保存 3，172
b 地域の特徴を活かした都市景観の創造 2，109
C 町並みの都市美観形成のため、市の条例を作る 1，625
d 公園など公共施設の整備 1，578
e 屋外広告物の整備および制限 1，391
f 歴史的な建物など歴史的な環境の保存 0，641
9 都市景観の色彩の整備 0，625
h 道路の整備 0，625
i 電信柱の撤去および整備 0，594
j 都市景観に関する市民活動の活性化 0，547
k 都市景観に関する表彰制度の活性化 0，453
1 建物の敷地境界の垣、門などの付帯施設のデザインの向上 0，281
回答なし 1，359
合　計 15，000
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2．　4。3．色彩使用に関する状況
　実際の行政のなかで景観色彩に関連して、具体的に色彩を指定して業務を行
われているのかを把握するために、「業務と関連して具体的に色彩の指定をし
ていますか」「色彩を指定する理由またはしない理由」に関する設問を設け、調
査を行った。その結果をもとに頻度分析を行い、次のような結果を得ることが
できた。
　色彩の指定にっいて、「現在業務のなかで都市景観の色彩と関連し、具体的
に色彩を指定していますか」という質問に対し、「具体的に色彩を指定してい
ない」と答えた割合が59．4％であり、「具体的に色彩を指定している」と答え
た割合が17．2％、その他23．　4°／。であった（図2－6）。
　色彩を指定していると回答した回答者は、11名で11．0％であった。色彩の指
定に対する理由を選択肢から選び、回答してもらった結果、色彩を指定する理
由にっいては、　「業務内容を具体的に伝えられるため」3．8％、　「制度的に必
要条件なので」L9％、　「その他」1．3％、　「自分の専門分野なので」0％の順
に高かった。そして、色彩を指定していないと回答した回答者は38名で24．　3°／。
であった。色彩を指定しない理由としては、「制度的な要求がないため18．9％、
「色彩に関する表記方法が標準化されていないため」5．8％、「色彩に対する専
門的な知識がないため」4．5％、　「その他」3．2％「建築主や現場の意見を反映
させるため」1．9％の順に回答率が高い結果となった（表2－－5）。
　「色彩を指定する際、使用する基準資料は何ですか」に関しては、「製品のカ
タログ」3．2％、「その他」2．5％、「韓国標準色票」1．　3°／・、「マンセル色票」0％
の順であった（表2－6）。
　現行の色彩表記方法で業務を処理する際の印象に関する設問では、「標準化
した色彩表記方法がないため、業務処理上混乱な場合がある」が48．　4°／・、　「現
在の色彩表記方法で、業務処理に問題ない」18．8％で、「その他」32．8％であ
った（図2－7）。
　　「色彩に関する基準の設定をこばむ要因は何だと思いますか？」という設
問に対し、「都市景観の色彩使用を調節する基準、指針がないユ54．7％で最も
多く、「都市景観の色彩に関する多様な要求をする住民の意見」20．3％、「都
市景観の色彩管理を行う組織構成の不備」17．2％の順に回答率が高かった
（図2－8）。
第2章・　．　．36
色彩指定をしている
色彩指定をしていない
　　　　　　その他
蕊　8。
劉答構成割合（％）
図2－6．業務のなかでの色彩指定
表2－5．色彩指定における理由
回答構成
回答者（名） 選択理由 人数 （％）
業務内容を具体的に伝えられる 6 3．8色彩を指定す
髣摎R
P1（7．0％）
制度的に必要条件なので 3 1．9
自分の専門分野なので 0 0．0
その他 2 1．3
色彩指定に関する制度的な要求がない 14 8．9
色彩に関する専門的な知識がない 7 4．5色彩を指定し
ﾈい理由
R8（24．3％）
色彩に関する表記方法が標準化されていない 9 5．8
現場の意見を反映する 3 1．9
その他 5 3．2
表2－6．色彩を指定する際の基準とする資料
回答構成
回答者（名） 使用する基準資料 人数 （％）
韓国標準色票 2 1．3
11（7．0％） 製品カタログ 5 3．2
マンセル色票 0 0．0
その他 4 2．5
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業務処理するに混乱な墨合がある
　　　　　業務処理に問題ない
　　　　　　　　　　　その他
1 i
48．41
i 1
ii自．臼 i 1
1 E
32、日
1
0 20 40　　　　60　　　　君0
　回答構成割合（％）
図2－7．現在の色彩表記方法での業務処理にっいて
部市景畿の色彩使用を調鐘する基準、指針がない
都市景規の色彩に関する参様な要求をする住民の意見
都市景観の色彩管理を行う組職構成の不備
　　　　　　　　　　　　　　その他
40　　　60　　　80
　回答構成割合（％）
図2－8．　釜山広域市の都市景観の色彩に関する問題における原因
2．4．4．釜山広域市の都市景観の色彩における指針作成と関連した設問
　実際の行政のなかで都市景観の色彩における指針作成と関連して、行政担当
者の意識を把握するために、「都市景観の色彩における管理・誘導と関連した
内容」「都市景観の色彩に関する管理の制度化による問題点と課題」に関する
設問を設け、調査を行い、次のような結果を得ることができた。
（1）指針による都市景観の色彩の管理・誘導について
　　「都市景観の色彩管理をするために、あなたが担当している業務に実際、役
に立っ方法として、指針にどのように提示されたほうがよいと思うか」に対し、
地域の揚合は、　「使用可能な色彩の範囲を包括的に提示」18．8％、　「使用不可
能な色彩の範囲を包括的に提示」15．6％、　「使用可能な色彩の範囲を具体的に
提示126．5％、　「使用不可能な色彩の範囲を具体的に提示」39．　1％であった。
そして、建物・施設物の場合は、「使用可能な色彩の範囲を包括的に提示」9．4％、
　「使用不可能な色彩の範囲を包括的に提示」14．1％、　「使用可能な色彩の範囲
を具体的に提示150．0％、　「使用不可能な色彩の範囲を具体的に提示」26、5％
であった（図2－－9）。
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　また、「都市景観の色彩管理のため、指針によって管理・誘導する場合、景
観の改善に影響はあると思いますか」に対し、f影響がある」と答えた割合が
62．5％を占め、「影響がない」と答えた割合の20．3％より、影響があると答え
た割合が高いことがわかる（図2－10）。
（2）都市景観の色彩に関する管理の制度化による問題点と課題
　まず、r都市景観の色彩に関する管理・誘導を行う際、組織の面での問題
点は何だと思いますか」という設問に対して選択肢の中から選び、回答して
もらった。その結果、「専門の担当部署や担当者の不足」25．0％で最も高く、
「担当者の色彩に関する専門知識の不足」17．　9％、「予算の不足」17．3％、「先
進成功事例など関連情報の不足」16．　1°／・、「教育・広報の不足」14．・9％、f他
部署との協力体制の不足」5．3％の順に回答率が高かった（図2－11）。
　また、　「現在釜山広域市の都市景観の色彩の体系的な整備・管理・誘導を行
うために、重要だと思う順に5っ選んでその番号をお書きください」という質
問を設け、10項目の選択肢から重要な順に5つ選択して番号を付けるようにし
た。各項目の重要度を把握するために、スコア計算を行った結果、「都市景観
の色彩に関する管理制度の整備」3．781で最も高く、　「都市景観の色彩に関す
る明確な基準の作成」2．922、「担当組織構成の強化」2．000、「都市景観の色彩
に関する予算の確保」1．844、　「都市景観の色彩に関する明確な管理目標の提
示」1．172の順に重要であると回答した（表2－7）。
　そして、「色彩に関する基準作成のため、まず必要な課題は何だと思います
か」という設問に対して選択肢のなかから選び、回答してもらった。その結果、
「地域の代表色の作成」33．6％で最も高く、「色彩の許容範囲・規制に関する基
準の作成　」23．4％、　「地域にふさわしい配色案の作成　」19．6％、「色彩教
育」14．0％、「色彩のDatabase」7．5％、「その他」1．9％の順に回答率が高かった
（図2－12）。
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　　　使用可能な色彩の範囲を包括的に提示
　：使用不可鮨な色彩の範囲を包括凶に提示
地
域　　　使用可儒な色彩の範囲を具体的に提示
　綾用不可能な色彩の範囲を具体的に提示
　　　侵用可能な色彩の範囲を包括的に提示
　1佳用不可能な色彩の範囲を包括的に提示
施
霧棚轍働糧購噺
　i使用不可酷な色彩の範匪を具体薗に提示
40　　　　60
回答構成割合（％）
図2－9．色彩にの管理・誘導の提示方法
　非常に影響がある
　　少し影響がある
どちらとも言えない
　あまり影響がない
　　全く影響がない
40　　　　60　　　　80
　回答構成割合（％）
図2－10．指針による管理による景観の改善における影響
　　　専門の担当部署や担当者の不足
担当者の色彩に関する専門知識の不足
　　　　　　　　　　　　予算の不足
　　先進成功事例など関連情報の不足
　　　　　　　　　教育。広報の不足
　　　　　他部署との協力体制の不足
　　　　　　　　　　　　　　その他
40　　　　60　　　　80
　回答構成割合（％）
図2－11．都市景観の色彩に関する管理の制度化による問題点
第2章…　　　　40
表2－7．都市景観の色彩の改善のため重視すべき項目の選択肢とスコア
選択 スコア
a 都市景観の色彩に関する管理制度の整備 3，781
b 都市景観の色彩に関する明確な基準の作成 2，922
C 担当組織構成の強化 2，000
d 都市景観の色彩に関する予算の確保 1．84．4
e 都市景観の色彩に関する明確な管理目標の提示 1，172
f 地域住民の色彩に関する方向性などに関する意識の把握 1，000
9 都市景観の色彩に関する意識向上のため、広報・教育の強化 0，781
h 先進成功事例など関連情報の紹介 0，563
i 市民活動の活性化 0，547
j その他 0，391
合　計 15，000
　　　　　　　　地域の代表色の作成
色彩の許容範囲t規制に関する基準の作成
　　　　地域にふさわしい配色案の作成
　　　　　　　　　　　　　色彩教育
　　　　　　　　　　　色彩のDarabas
　　　　　　　　　　　　　その他
40　　　　60　　　　80
　回答構成割合（％）
図2－12．基準作成のための先行課題
2．4．5．地域住民との関係に関する設問
　都市景観の色彩の管理指針の作成と関連し、住民との関係について行政担当
者の意識を把握するために、「都市景観の色彩に関する住民の認知度の程度」、
f指針によって色彩を管理・誘導する場合、住民の態度」「住民を対象とした
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色彩教育に関する実態」に関する設問を設け調査を行った。その結果、頻度分
析を行い、次のような結果を得ることができた。
　「都市景観の色彩に関する住民の認知度はどの程度であると思いますか」と
いう設問に対し、「認知度が低いと思う」5L　5％で最も高く、「ある程度は認
知していると思う」39．1％・／。が答えた（図2－13）。一方、「認知が高いと思う」に
は、1．6％で最も低い結果であった。
　「都市景観の管理のために指針によって誘導する場合、住民の反応はどうな
ると思いますか」という設問に対し、　「自分の利益に合わないと受容しない」
と答えた割合が56．3％で最も高く、「公共的に必要であれば消極的に受容する」
28．1°／・、「積極的に受容する」4、　7°／・の順であった（図2－14）。
　「景観関連の情報発信はどのようなメディアを通じ、発信していますか」と
いう設問に対し、「市のホ・一一一Hムページ」53．8％で最も多く、「広報誌など公共
機関の刊行物」16．9％、「発信していない」10．8％、「新聞・雑誌などの広告」7．7％、
「研究会・シンポジウム」6．2％の順であった（図2－15）。
　　「住民を対象とし、都市景観の色彩における広報・教育を実行したことがあ
りますか」という設問に対し、　「教育を行ったことがない」と答えた割合が
90．2％、　「教育を行ったことがある」は0％であった（図2－16）。
　　　　認知度が高いと思う
ある程度は認知していると思う
　　　　認知度が低いと思う
40　　　　60　　　　80
　回答構成割合（％）
図2－13．都市景観の色彩に関する住民の認知度の程度
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　　　　　　　　　積極的に受碧する
公共的に必要であれば消極的に受容する
　　自分の利益に合わないと受容しない
　　　　　　　　　　全く受容しない
　　　　　　　　　　よくわからない
生7
@　i
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
戟@　1
2亭・l　　l
｝
1
5巳3
L6　l@l9．＄】　｝
：　　　　　l
戟@　　　［l　　ii　　　l
p　　1
o 20 40　　　　60　　　　80
　回答構成割合（％）
図2－14．　指針によって誘導する場合、住民の態度
　　　　市のホームページ
広報誌など公共機関の刊行物
　　　　　発信しでいない
　　研究会・シンポジウム
　　新聞春雑誌などの広告
　　　　　　　　　その他
4e　　　　60　　　80
回答構成割合（％）
図2－15．景観関連の情報発信のメディア
行ったことがない
行ったことがある
　　　　その他
1　　　　　　　　　　　・
1　90．
　I　　　　　　i　　　　　　｝
@l　　　　l
@IX．8　　；　　　　　　l　　　　l　　　　I
0 20
り曲
40　　　　　60　　　　　　80　　　　100
　　回答構戒割合（％）
図2－16．　住民を対象とした都市景観の色彩における広報・教育の実行
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2．4．6．都市景観の色彩イメー一一ジに関する意識
　「釜山広域市の都市景観の色彩イメージを設定する際そのモチィーフとし
てよいと思う項目な何ですか」に関する設問に対し、f釜山広域市の代表色」
と答えた割合が46．9％で最も高く、　「釜山広域市を代表する景観のイメージ」
34．4％、「釜山広域市を代表する象徴物のイメージ」17．1％、「どの色彩でも
あまり関係ない」1．6％であった（図2一工7）。
　　　　　　　　釜山広域市の代表色
　釜山広域市を代表する景観のイメージ
釜山広域市を代表する象徴物のイメージ
　　　　どの色彩でもあまり関係ない
e 20 40　　　　60　　　　80
　回答構成割合（％）
図2－17．色彩イメージを設定する際のそのモチィーフ
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2．5．まとめ
　釜山広域市の景観に関する業務を担当している行政担当者を対象に行った
都市景観の色彩に関する意識調査の結果をまとめ、下記に述べる。
①都市景観の色彩に関する問題について98％の人が重要であると答え、非常
　に高かったが、現在の釜山広域市の都市景観の色彩における印象はよくな
　いと回答した割合が67％以上を占めている。しかし、都市景観の形成のた
　　め事業を推進する際、重視すべき事業について比較的に重要度の順序は低
　かった。このことから、都市景観の色彩の問題について重要であると認識
　　はしているが、それに対する現在の都市景観の色彩に関する事業は重要視
　　されておらず、景観の色彩に関する問題に対し、相反の傾向を表している
　　ことが明らかになった。
②現在行っている業務のなかでの色彩の使用に関して尋ねた結果、具体的に
　色彩を指定していないと回答した割合が高かった。指定しない理由として、
　　「制度的な要求がない」　「色彩に関する表記方法が標準化されていないた
　　め」であると答えた。また、色彩を指定する際、製品のカタログを基準資
　料として使用していると答えた割合が高く、現在の色彩の表記方法では、
　業務を処理する際、困難な場合があるとの意見があった。これは、全体的
　　に都市景観の色彩に関する標準化した表記の方法や資料の不足などが問題
　　であることを示唆している。
③指針に色彩における提示方法として、地域に関しては「使用不可能な色彩
　　の範囲を具体的に提示」、建物・施設物に関しては「使用可能な色彩の範
　　囲を具体的に提示」を望んでいると答えた。これは、色彩に関する規制や
　誘導指針を作成する際、画一的な方法ではなく、対象によって提示方法を
　　検討したほうがよいことを示唆している。
④都市景観と関連し、担当者の専攻分野が土木、建築分野の人が多く、色彩
　　と関連した専攻分野の人がいないことがわかる。また、「色彩に対する専門
　　的な知識不足jr予算の不足」「色彩に関する教育・広報の不足」など、専門部
　　署や担当者の不足が色彩を管理するにおいて問題であると答えた。これら
　　のことから、景観関連組織の構成および景観関連業務を担当する行政の専
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　　門家が不足していると判断できる。
⑤釜山広域市の都市景観の色彩と関連した問題の原因となる事項として、都
　　市景観の色彩使用を調節する基準、指針がないことを指摘した。また、指
　針による都市景観の色彩管理が、景観改善に影響があると答えた。これら
　　のことから、釜山広域市の都市景観の色彩に関する環境改善のためには、
　制度整備を行い、明確な基準を設定した指針が必要であると判断できる。
⑥都市景観の色彩に関する住民の認知度は低く、指針によって誘導する場合、
　　自分の利益に合わないと収容しないと予測したが、住民を対象とする都市
　景観の色彩に関する教育および情報の発信はほとんど行っていなかった。
　　これらのことから、地域住民との意見交i換や情報交流が行われていないと
　判断できる。
⑦釜山広域市の都市景観の色彩イメージを設定する際そのモチィーフとし、
　釜山広域市の代表色を挙げていることから、色彩における検討が必要であ
　　ることを示唆している。
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3．住民の意識調査
3．1．　調査目的
　釜山広域市の住民を対象とし、「都市景観の色彩についてどのように思って
いるのか」および「都市景観の色彩をどのように行政が扱われるべきか」などに
関連した設問を設け、把握することを目的とする。
　今後、釜山広域市の行政が重点的に取り組んでいくべき、都市景観の色彩に
関する施策の基礎資料となるよう、住民の都市景観の色彩に対する意識を明ら
かにすることを試みる。
3．2．調査方法
　2004年4月から6月までの期間で、質問紙による意識調査を、機関訪問および
個人配布により行った。機関訪問では部署の責任者に依頼し、後日回収する訪
問留置法により行った。個人には20歳以上を対象に主旨を説明したうえでその
場で回答を依頼した。
3．3．設問構成
　設問は、実際に都市景観の色彩に接し、生活している地域住民を対象者とし、
都市景観の色彩を調整・維持・管理をするため、考慮すべき事項と都市景観の
色彩の問題における項目、個人情報と関連した内容で構成されている。
　設問の項目は17項目（個人情報と関連した内容は含まない）で構成されてお
り、応答の形式は選択形、自由記述を併用している（表2－8）。
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表2－8．　設問項目
区　分 質　問　内　容
回答者の属性 ・年齢、性別、職業、居住地区
釜山広域市の都市景観の
F彩に対する住民の意識
・都市景観の色彩に対する住民の関心度
E都市景観の色彩に対する印象
E都市景観の色彩に対する自由回答’
居住地区の都市景観に対す
髀Z民の意識
・居住地区の都市景観に対する住民の評価
E自宅の外壁色に対する評価
E住民が思う住みたい町並み
都市景観の色彩に関する調
ｮ・維持・管理のため、考
ｶすべき事項
・都市景観の色彩に対する市民活動に関する意識
E都市景観の色彩に対する指針に関する意識
E都市景観形成の際、重視すべき項目
色彩イメージに関する　意
ｯ
・都市景観の色彩イメージに関する設定
3．4．調査結果
3．4．・1．回答者の構成
　意識調査紙は、釜山広域市の各地区（15区）に均等に配布し、全ての地区から
の回答を得ることができた。調査の回収数および回収率は、373件が回収され、
回収率は約50％であった。回答者の属性は、男性が46．6％、女性が53．4％、年
齢は20代から50代以上であった（表2－9）。
表2－9．回答者の構成
年齢 20代 30代 荏0代 50代以上 合計
人数（名）
ы〟i％）
157
S2．1
87
Q3．3
64
P7．2
65
P7．4
373
P00
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3．4．2．釜山広域市の都市景観の色彩に対する住民意識
　釜山広域市の「都市景観の色彩に対する住民の関心度、重要度、印象、都市
景観の色彩に関する自由回答」に対し、住民意識を年齢別、性別の特徴を調べ
るために交差分析を行い、次のような結果を得た。
　まず、住民の関心度については、20代と30代で70％以上関心があると答え、
40代、50代以上の人より関心度が高かった（図2一工8）。また、都市景観の色彩
の問題に関しては、全年齢層で80％以上の人が「重要である」と回答した（図
2－19）。一方、現在の釜山広域市の都市景観の色彩に対する印象については、
ほとんどの年齢層で、「よくない」と回答した割合が「よい」と回答した割合より
高かった（図2－2e）。しかし、「過去に比べてはよくなった」と答えた人の割合
が20代の47％を占め、年齢が高くなるほど「よくなった」と回答した割合が高く
なることがわかる（図2－21）。性別では、全般的に男女に大きな差はなかった。
　現在の釜山広域市の都市景観の色彩について普段思っていることを自由に
記入してもらい、内容別にまとめた（表2－10）。年齢別の回答者は、20代82人
（52．2％）、30代26人（29．9％）、40代26人（40．6％）、50代以上23人（35．4°／。）
であった。回答の内容は「地域の特徴を活かし、調和が取れた色彩計画が必要1
「自然と調和した都市景観の色彩計画が必要」「釜山広域市の都市景観の色彩は
統一性がない」「無秩序な看板の整備」「公共施設の整備1「明るい感じの色彩が
よい」1市が主導する制度の整備」）の7つの項目に分類することができた。回答
者の全ての年齢層で、　「地域の特徴を活かし、調和が取れた色彩計画が必要」
であると回答した割合が最も高く、次に「自然と調和した都市景観の色彩計画
が必要」と回答した割合が高かった。
関心が
非常に范ﾍ舅どちらとも　　　　　　　　あまり
ｾえない　　　関心がない
全く
ﾖ心がない
50代以上 11 13 30 函解ζ筑ゆ罐黛灘蝦聾・轟磁．、
40代 8 30 2　　　　　　46 凸基躰・1‘
1
30代 23 5⑰ 13　　　11
20代 14 62 13　　　7
男性 21 61 10　7：1
女性 15 61 11　ghlガ
回答講成割合（％）
図2－18．都市景観の色彩に対する住民の関心度
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非常に
d要である
少し
d要である
どちらとも昔えない あまり
d要でない
全く
d要でない
50代以上 47 33 7　・瞳．t’
1
40代 49 28 3 10豊鰍’
1
30代 55 38 5
1
20代 46 45 一　　8
男性 48 1 一 45 5　11
女性 ㌔三 T7 ・．’ ?F一 35 7　1
回答構成割合（％）
図2－19．都市景観の色彩の問題に対する重要度
非常によい 少しよい 喜辮も 少し謔ｭない 欝レ、
50代以上 5’ 33 24 25 雛、
1 ¶1
40代 20 30 35
一
」一‘
30代 11 18 46
20代 18 32 41 タ　誹
男性 3　　21 26 40 一剃騨5
女性 18． 30 38 騒距羅斑
回答構成割合 （％）
図2－20．都市景観の色彩に対する住民の印象度
非常に　　少し　　　どちらとも　　少し　　　非常によくなった　よくなった　言えない　　　悪くなった　悪くなった
50代以上　劉 73　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　　　　5　　軽｛．　1
1
5i　　　　　　　　　　　69　　　　　　　　　　　　　　　　　13　　　　　　　　8　　鎚鑓
1
｝　　　　　　　　　　　47　　　　　　　　　　　　　　　　44　　　　　　　　　　5　　　漕
1 1
40代
R0代
Q0代
j性
乱ｫ
雀5　　　　　　　　　　47　　　　　　　4
4－@　　　　　　　　　　　53　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35　　　　　　　6　　三ぞ階
3　　　　　　　　　　　　　　51　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39　　　　　　　　5　　藻馨
回答構成割合（％）
図2－21．過去と比べた都市景観の色彩に対する印象度
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表2－10．釜山広域市の都市景観の色彩に対する住民の意見
年代
回答者
i名）
現在の釜山広域市の景観および都市景観の
@　色彩について普段思っていること
20代 　82
i52．2％）
・地域の特徴を活かし調和が取れた色彩計画が必要（34人）
E自然と調和した都市景観の色彩（14人）
E釜山広域市の都市景観の色彩は統一性がない（12人）
E無秩序な看板の整備（10人）
E公共施設の整備（7人）
E明るい感じの色彩計画（3人）
E市が主導する制度の整備（2人）
30代 　26
i29．9％）
・地域の特徴を活かし調和が取れた色彩計画が必要（工3人）
E自然と調和した都市景観の色彩（6人）
E公共施設の整備（3人）
E無秩序な看板の整備（2人）
E釜山広域市の都市景観の色彩は統一性がない（2人）
如代 　26
i40．6％）
・地域の特徴を活かし調和が取れた色彩計画が必要（10人）
E自然と調和した都市景観の色彩（5人）
E都市景観の色彩に関する制度の整備（4人）
E釜山広域市の都市景観の色彩は統一性がない（3人）
E無秩序な看板の整備（2人）
E公共施設の整備（2人）
50代
ﾈ上
　23
i35．4％）
・地域の特徴を活かし調和が取れた色彩計画が必要（7人）
E自然と調和した都市景観の色彩（7人）
E無秩序な看板の整備（3人）
E釜山広域市の都市景観の色彩は統一性がない（3人）
E都市景観の色彩に関する制度の整備（2人）
E公共施設の整備（1人）
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3．4．3．　居住地区の都市景観に対する住民の評価
　居住地区の都市景観に対する住民の意識を把握するために、「居住地区に都
市景観に対する評価」　「自宅の外壁色における評価」　「住民が住みたいと思う
町並み」に関する項目を設け、調査を行った。その結果を頻度分析、交差分析
を行い、次のような結果を得ることができた。
（1）居住地区の都市景観に対する評価
　居住地区の都市景観に対する住民の評価が最も低かった項目は、「看板や屋
外広告物が整備されている」の項目で、18％の人が整備されていると答えた反
面、整備されていないと答えた割合は59％で、非常に評価が低いことがわかる。
　次は「歴史および文化財が保存されている」の項目で、35％の人が歴史および
文化財が保存されていると答えた一方、どちらとも言えない29％、保存されて
いないと答えた割合も36％で、中立的な意見や否定的な意見も多かった。　「都
市景観の色彩が整備されている」の項目では、37％の人がそう思うと答えた反
面、40％の人がそう思わないと答えた。
　また、「現在住んでいる町に住み続けたいと思う」に関する項目に対し、住
み続けたいと思うと答えた人の割合は32％、住み続けたいと思わないと答えた
人の割合は51％を占めており、現在住んでいる町に住み続けたいと思う人の割
合が低いことがわかった。しかし、「現在住んでいる町を離れたら故郷意識を
持つと思う」に関する項目では、町を離れたら故郷意識を持つと思うと答えた
割合は58％を占めており、肯定的に思っていることがわかった（図2－22）。
（2）自宅の外壁色における評価
　自宅の外壁色（屋根を含む）に対する住民の満足度については、50代以上で
は51％の人が「満足している」と回答した反面、若くなるほど満足度の割合が低
くなり、20代、30代の人は過半数以上の人が自宅の外壁色に対し、不満である
と回答した（図2－23）。その満足または不満の理由を選択肢の中から選び、回
答してもらった結果、不満足の理由として「色彩が統一性されていなく調和が
とれていない」と答えた割合がもっとも高く、　1画一的な色彩で個性がない」
f色彩が暗い」「色が多彩でごちゃごちゃしている」「色が冷たく感じる」の順で
選択率が高かった。一方、自宅の外壁色に対し満足している理由としては、「色
彩が統一され調和が取れている」「色彩が明るく感じる」「色彩が暖かい感じが
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する」「個性的な色彩である」「色彩が多様で活気がある」のような順であった
（表2－11）。
　また・「自宅の外壁色は地域のイメージにふさわしいと思うか」という質問の
結果は図2－24に示す通り、20代と50代以上の年齢では「ふさわしいJより「ふさ
わしくない」と回答した割合がやや高く、30代と40代では「ふさわしくない」
より「ふさわしい」と回答した割合がやや高かった。一方、「どちらとも言えな
い」と回答した人の割合は、20代（28％）、30代（18％）、40代（15％）、50
代以上（23％）の人が答え、どちらとも言えないという中立的な意見もやや高
い結果となった。
（3）住民が住みたいと思う町並み
　「住みたいと思う町並み」を選択肢の中から選び、回答してもらった結果、
70％の人が「緑が豊富で自然が美しい町」と答え、最も多かった（図2－25）。
この結果は住民が住みたいと思う町並みの条件として自然環境を重視してい
ることを示している。
ういそなくわ愈ど加んわと思まうーそとしらなちえど言　ニノ　思しう少そ　　つ量常う輩
51「3喝O隷蹄嚇酷尉搬看
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図2－22．居住地区の都市景観に対する住民の評価
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　　図2－23．自宅の外壁色における満足度
表2－11．自宅の外壁色における満足度の選択理由
選択理由 回答数割（％）
色彩が統一され、調和がとれている 13
色彩が明るい感じがする 8
満足の
摎R
多様な色彩で活気がある 5
色彩の個性がある 4
色彩が暖かい感じがする 3
色彩の統一性がなく調和がとれていない 18
画一的な色彩で個性がない 15
色彩が暗い 8不満足の
摎R 色彩が多彩で、ごちゃごちゃしている 5
色彩が冷たい感じがする 2
その他 1
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　　　　　非常に　　少し　　　どちらともL少しふさわ非常にふさわ
　　　　　ふさわしい；ふさわしい　言えない　　しくない　しくないる
　50代以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴻。c
　　　40代
　　　30代
　　　20代
　　　男性　　　　　27
　　　女性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答構成割合（％）
図2－24．自宅の外壁色が地域のイメージにふさわしいか
緑が豊富で自然が美しい町
　　　　生活が便利な町
　古風で、伝統美がある町
　ビルが並んだ現代的な町
　　　　　　　　その他
　60　　　80
回答構成割合（％）
図2－25．住民が住みたいと思う町
3．・4．・4．都市景観の色彩の調整・維持・管理のため考慮すべき事項
　　「都市景観の色彩と関連した市民活動」「都市景観の色彩の管理指針の必要
性」「都市景観の色彩の管理指針に関する住民の意識」「都市景観形成のため重
視すべき項目」の質問を設け、住民意識の傾向を把握した。結果は以下の通り
である。
（1）都市景観の色彩と関連した市民活動
　釜山広域市の都市景観の色彩に対する調整・維持・管理のため、都市景観の
色彩と関連した市民活動に関して市民の意識を把握した。その結果、50代以上
の年齢を除いた全年齢で50％以上の人が都市景観の色彩と関連した活動は活
性化されていないと回答した（図2－26）。さらに、都市景観の色彩に関する市
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民活動への参加については、「活動の内容により参加を決める」と答えた人が
全年齢で50％以上を占めており、市民活動に関する内容の重要性を示している
　（図2－27）。
　　「都市景観の色彩に関する市民活動と関連した情報を受信したことがある」
という問いに対し、f受信したことがない」と答えた割合が74％を占めている
ことから、都市景観の色彩に対する市民活動の内容に関する情報交換はほとん
ど行われていないと推測される（図2－28）。
②都市景観の色彩の管理指針に関する住民の意識
　まず、都市景観の色彩の管理指針の必要について、全年齢で80％以上が必要
であると回答した（図2－29）。また、全年齢で50％以上の人が都市景観の色彩
に関する維持管理のため、管理指針による誘導に対して「内容により決める」
と答えた（図2－30）。さらに、釜山広域市が都市景観の色彩に関する事業を行
う際、「市がどこまで関与すべきか」と言う問いに対し、選択肢からもっも重要
な項目から順番に番号を記入してもらった結果、「市は基本的な方向を明確し、
必要な場合は詳細な事項について指導する（46％）」「市は直接事業を実施す
るなど積極的に整備すべきである（31％）」など、市が直接的に関与すること
を望んでいると回答した人の割合が高いことがわかる（図2－31）。
　以上のように、釜山広域市の都市景観の色彩に関する管理指針の必要性や管
理指針による都市景観の色彩の誘導を行うことに対し、住民の意識は比較的に
肯定的であるように思われる。
（3）都市景観形成のため重視すべき事項
　「釜山広域市が都市景観の形成のため事業を推進する際、住民として重視す
べき事項は何ですか」という質問を設け、12項目の選択肢から重要な順に5つ
選択して番号を付与するよう依頼した。そして各項目の重要度を把握するため、
スコアの計算を行った。その結果、釜山広域市が都市景観の形成のため事業を
推進する際、住民が一番重要と思われている項目が、ra．緑の空間および自然
環境の保存（3．434）」、二番目に重要と思われているものが、「b．地域の特徴を
活かした都市景観の創造（1．657）」、三番目に重要とされたものは「c．公園など
公共施設も整備（1．550）」、四番目に重要とされたものは、　「d．都市景観の色
彩の整備（1．525）」、五番目に重要とされたものは「e．屋外広告物の整備およ
び制限（1．・241）」という結果となった（表2－・12）。美しい都市景観を形成するた
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めには、都市景観の色彩整備も重視すべき項目として挙げられていることがわ
かる。
50代以上
　40代
　30代
　20代
　　男性
　　女性
図2－26．都市景観の色彩に関する市民活動の活性化に関する評価
50代以上
　40代
　30代
　20代
　　男性
　　女性
活動の内容に
ょり決める
図2－27．　都市景観の色彩に関する市民活動の参加
受信したことがある
受信したことがない
　　　　わからない
　　　　　　　　　　　　　　　　　60　　　　80　　　100
　　　　　　　　　　　　　　　　　回答構成割合｛％）
都市景観の色彩に関する情報の受信
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図2－29．色彩に関する管理指針の必要性
肇蜘醗りL｛羅臨煙
50代以上　　　　27・　　　　　　　　66　　　　　　　　　5、
　　　1　　　　　　　　　一㌔一＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔、
S0代　　　　38．　　　　　　　　㍉5g　　　　　　　　　l3
1　　　　　．＿一一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆’／・‘
30代　　151　　　　　　　　　　74　　　　　　　　17艶、
1　　　　　　㍉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　、
20代　｝　・22　　　　　　　　　　　67　　　　　　　1101
23　’－　1　　　　　　　　　　　　　　　66　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　9　　　】1男性
乱ｫ 、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　i・24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　66　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　8　　11
回答構成割合（％）
図2－30．景観の色彩に関する管理指針による誘導の収容
市は基本的な方向を明確にし、
詳細な事項についても指導する
市は直接事業を実施するなど
　積極的に指導すべきである
　市は特定地域を指定し、
集中的に整備すべきである
地域住浅が自立的にするように
　　　　市は側面支援だけする
建築主の自由に任せる
図2－31．都市景観の色彩の事業に関する市の関与の程度
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表2－12．都市景観形成のため重視すべき項目の選択肢とスコア
選　　　択 スコア
A 緑の空間および自然環境の保存 3，434
B 地域の特徴を生かした都市景観の創造 1，657
C 公園など公共施設の整備 1，550
D 都市景観の色彩の整備 1，525
E 屋外広告物の整備および制限 1，241
F 建物の敷地境界の垣根、門など付帯施設のデザインの向上 1，177
G 歴史的な建物など歴史的な環境の保存 1，083
H 道路および人道の整備 1，043
工 町並みの都市美観形成のため市の条例を作る 0，869
」 電信柱の撤去および整備 0，568
K 都市景観に関する市民活動の活性化 0．哩6工
L 都市景観に関する表彰制度の活性化 0，273
回答なし O，118
合　計 15，000
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3．4．5．都市景観の色彩イメージに関する意識
　「釜山広域市の都市景観の色彩イメージを設定する際、そのモチィーフと
してよいと思う項目な何ですか」に関する設問に対し、「釜山広域市の代表色」
と答えた割合が35．7％で最も高く、　「釜山広域市を代表する景観のイメージ」
34．2％、「釜山広域市を代表する象徴物のイメージ」19．7％、「どの色彩でも
あまり関係ない」10．4％であった（図2－32）。
　　　　　　　釜山広域市の代表色
　釜山広城市を代表する景観のイメージ
釜山広城市を代表する象徴物のイメージ
　　　　どの色彩でもあまり関係ない
40　　　　60　　　80
　回答構成割合（％）
図2－32．色彩イメージを設定する際、そのモチィーフ
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3．5．まとめ
　釜山広域市に住んでいる住民を対象として都市景観の色彩に関する意識調
査の結果を、以下のように述べる。
（1）都市景観の色彩に対する住民の関心度を把握した結果、関心があると回
　　答した割合は比較的高く、都市景観の色彩に関する問題についても重要な
　　問題であると回答した割合は高かった。しかし、都市景観の色彩に関する
　　市民活動における参加や景観管理指針による誘導の際、受容すると回答し
　　た割合が低く、景観の色彩の問題について重要であると認識していること
　　に対し、相反の傾向を表していることが明らかになった。
（2）　釜山広域市の都市景観の色彩に関する印象は、過去よりはよくなったも
　　のの、現在の都市景観の色彩における印象は、あまりよくないと思う人が
　　多かった。これに対し、釜山広域市の地域の特徴を活かし、調和が取れた
　　色彩計画および自然と調和した都市景観の色彩計画が必要であるという
　　住民の意見が示された。
（3）　現在居住している地区の都市景観に対する評価の結果、色彩と関連した
　　項目である「看板や屋外広告物の整備」「都市景観の色彩の整備」における
　　住民の評価は低かった。また、自宅の外壁色における評価についても、地
　　域のイメージにふさわしくなく、外壁色が統一されていなく、調和がとれ
　　ていないとの意見もあった。地域の住民が住み続けたい町として、好感度
　　を引き出すような都市景観の調和をもたらすとともに、地域の個性を育む
　　ことのできる釜山広域市の都市景観の色彩を持続的に整備していく必要
　　があると判断できる。
（4）住民が最も住みたい町として望んでいる項目としても「緑が豊富で自然
　　が美しい町」であることが本調査の結果、明らかになった。住民が最も望
　　んでいる都市景観にしていくためには、自然環境を重視し、自然との調和
　　を図り、都市景観を形成していくことが重要であるという住民の意見が示
　　された。
（5）都市景観の色彩と関連した市民活動が活動化されていないとの意見が多
　　かったが、実際に市民活動の参加についての住民の意見は、内容によって
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　　決めると答えた人が多いことから、市民活動の内容や情報交流の重要性を
　　示唆している。しかし、多くが都市景観の色彩に関する情報を受信したこ
　　とがないと答え、情報交流はほとんど行われていないと判断できる。
（6）　釜山広域市の都市景観の色彩を調整・維持・管理するためには、都市景
　　観の色彩に関する基準を設定し、これを実現できる明確な指針により、調
　　整・管理していくことが重要であるとの住民の意見が示された。しかし、
　　色彩の基準は地域的・文化的背景によって異なることが予想されるため、
　　色彩基準を規定するうえで、実際に都市景観の色彩に接し、生活している
　　地域住民の意見を反映させるなど、その地域に合致した基準を設定するこ
　　とが重要であると思われる。
⑦　釜山広域市の都市景観の色彩イメージを設定する際、そのモチィーフとし
　　て釜山広域市の代表色を挙げていることから、色彩における検討が必要で
　　あるとの住民の意見が示された。
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4．　釜山広域市の都市景観の色彩に関する総合的な問題点の把握
4．1．　釜山広域市の都市景観の色彩に関する問題点の抽出
　釜山広域市の都市景観の色彩を体系的に管理するために、現在の都市景観の
色彩における問題を把握し、それらの解決方法を検討することで、景観の色彩
における改善が期待できる。
　そこで本研究では、まず釜山広域市の景観行政の担当者と住民を対象者とす
る意識調査を行い、実務での色彩使用における現状や住民の意向を根拠とし、
現在の釜山広域市の都市景観の色彩に関する全般的な問題点を抽出した（表
2－13）。
表2－13．　釜山広域市の都市景観の色彩に関する問題
問　題　点
1 行政側の都市景観の色彩に関する意識の不足
2 住民の都市景観の色彩に関する意識の不足
3 色彩の使用に関する基準がない
4 住民の色彩における多様な要求
5 地域の特徴がなく、調和性のない都市景観の色彩
6 都市景観の色彩管理・誘導に対する市民の理解不足
7 色彩指定の際、明確な資料がない（製品のカタログ使用）
8 標準化された色彩の表記方法がない
9 色彩を指定する場合、制度的な要求がない
10 専門の担当部署や担当者の不足
11 担当者の色彩に関する専門知識の不足
12 都市景観の色彩関連の情報交換の不足
13 都市景観の色彩に関する住民への情報の発信など、広報の不足
14 都市景観の色彩に関する市民活動が活性化されていない
15 都市景観の色彩における管理目標の不在
16 都市景観関連の担当者に色彩関連専攻者がいない
17 地域色、調和の配色など、色彩に関する具体的な検討がない
18 都市景観の色彩と関連した市民活動に対する参加意識の不足
19 都市景観の色彩に関する予算の不足
20 屋外広告物の無秩序的な色彩の使用
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4．2．釜山広域市の都市景観の色彩に関する問題点の類型
　これらの問題点を類似・中腹した内容は省略し、問題類型別に整理を行った。
抽出した問題を類型別に区分すると、大きく4つの項目に区別することができ
る。
　一つ目は、行政側や住民の認識不足から起きる都市景観の色彩に関する問題
　　　　　（意識に関する項目）
　二つ目は、色彩使用にっいて標準化された基準の不備から生じる問題
　　　　　（色彩使用に関する項目）
　三っ目は、都市景観の色彩を担当する専門部署や担当者の不備から生じる問題
　　　　　（行政組織構成に関する項目）
　四つ目は、都市景観の色彩に対する住民の理解不足から生じる問題
　　　　　（住民に関する項目）
　以上のように提議した都市景観の色彩問題における内容を類型し、まとめた
結果は次のようになる（図2－33）。
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問題点
1．行政側の都市景観の色彩に関する意識の不足
2．市民の都市景観の色彩に関する意識の不足
3．住民の色彩における多様な要求
4．都市景観の色彩における管理闘標の不在
問題類型
意識に関する項目
L色彩使用に関する基準がない
2．地域の特徴がなく、調和性のない都市景観の色彩
3．色彩指定の際、明確な資料がない（製品のカタログ使用）
4．標準化された色彩の表記方法がない
5．色彩を指定する場合、制度的な要求がない
6．地域色など、色彩に関する具体的な検討がない
7．屋外広告物の無秩序的な色彩使用
L専門の担当部署や担当者の不足
2．担当者の色彩に関する専門知識の不足
3．都市景観の色彩関連の情報交換の不足
4．都市景観関連の担当者に色彩関連専攻者がいない
5．都市景観の色彩に関する予算の不足
L都市景観の色彩管理・誘導に対する市民の理解の不足
2．住民との都市景観の色彩における情報交流の不足
　都市景観の色彩に関する市民活動が活性化されていない
　都市景観の色彩と関連した市民活動に対する参加意識の不足
一一一r色彩使用に関する項目
一→行政組織に関する項目
住民に関する項目
図2－33．　都市景観の色彩問題における類型
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5．　結論
　抽出した都市景観の色彩における問題を4つの類型別に要約し、各問題類
型の中心的な問題を図式で表現すると次のようになる（図3－34）。
都市景観の色彩に対する
意識の不足
都市景観の色彩を担当する一一→
専門部署・担当者の不備
↓
色彩使用に関する項目
住民に関する項員
都市景観の色彩に対する住
民の理解不足
色彩の使用に対する標準化さ
れた基準の不備
図3－34．都市景観の色彩に関する問題の構造
　これを文章で表現すると、「現在、釜山広域市の都市景観の色彩における
問題は、行政側や住民の意識や理解の不足、釜山広域市の都市景観の色彩を
管理する行政の組織構成の不備、実際に色彰に接し、生活している住民の意
思・意向を反映できる市民活動、情報交流が行われていないため、住民の理
解の不足で、都市景観のなかで無秩序的に色彩が使用されているために生じ
ている」と要約できる。
　以上にように提示された問題の内容を区分し、これらの問題を4つの項目
に類型化することができた。つまり、①認識に関する項目、②色彩使用に関
する項目、③組織構成に関する項目、④住民に関する項目である。
　これらの類型化した問題を解決することで、釜山広域市の都市景観の色彩
における改善が期待できると思われる。
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2．都市景観の色彩問題における解決案の提案
3．都市景観の色彩指針に関する制度
4．都市景観の色彩改善のための提案
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第3章　　釜山広域市の都市景観の色彩問題に対する解決案
L　本章の概要
　第2章で釜山広域市の都市景観の色彩に関する現状と実際的な問題を検討す
るため、釜山広域市の都市景観を担当している行政の担当者および、実際に色
彩に接し・生活している地域住民を対象者として設問調査を行った。その結果、
提示された問題に対し、4つの項目（①意識に関する項目、②色彩使用に関す
る項目・③行政組織構成に関する項目、④住民に関する項目）が、釜山広域市
の都市景観の色彩における問題であることが挙げられた。これらの提議された
問題点を解決することで、釜山広域市の都市景観の色彩における改善が期待で
きると考える。
　そこで本章では、現在釜山広域市の都市景観の色彩問題を解決するための解
決案を摸索した。第2章で把握した問題点に対し、具体的な解決案を中心に検
討を行った。
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2．都市景観の色彩問題における解決案の提案
2．1．解決案の提案
　釜山広域市の都市景観の色彩における問題について、色彩改善を図るため、
抽出した項目別に問題の内容を分析し、これらを解決するための試案を提案す
る。
（1）意識に関する項目
　今回の公務員や住民の意識調査の分析結果、都市景観の色彩との関連として
は「住民の認知度が低く、理解を得ることが難しい」という行政担当者の否定
的な意識や、　「行政側の都市景観の色彩に関する管理がよく行われていない」
と思う住民の行政側に対する否定的な意識が問題点として抽出された。
　釜山広域市の都市景観の色彩における改善にあたっては、景観の色彩に関す
る意識の向上が、まず基本的に解決すべき項目であると考えられる。特に、色
彩と関連した部分は個人の表現および私有資産権と関連するため、現実的に実
行する際、問題になる揚合が多い。たとえば、広告物の目立っ色彩に関する問
題や外壁色の騒色、マンションの再塗装に目立っなど住民の反発を引き起こす
ケースが多い。このような都市景観の色彩に関する問題は、個人的な部分であ
るため、問題の解決への簡単な問題ではないと思われる。
　しかし、都市景観の色彩に関する問題は、個入の自由より、公共の利益を優
先することが、都市の競争力を上げることに大きな関係があることから、都市
景観の色彩に関する法案を体系化する一方、景観の色彩における行政側や住民
の認識を向上させる努力が必要であると思われる。
　このような努力を実現するためには、住民に対しては、①景観計画に関する
明確なビジョンを提示する。②景観および色彩と関連した情報を市民に定期的
に提供する。③住民の意識向上のため、都市景観の色彩に関する教育機会を拡
大させる、など関連事項の法案を考慮すべきであると思われる。また、行政側
に対しては、①都市景観の色彩に関する管理目標を明確にする、②都市景観の
色彩に関する専門知識を向上させるために色彩に関する教育を拡大するなど、
制度的な支援をする、③都市景観の色彩に関する意識の向上のため、都市景観
の先行成功事例などの関連情報を収集し交流事業を行うなど関連法案を整備
すべきであると思われる。
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　意識に関する問題に対し・解決案を内容別まとめ、整理した結果を表3－1に
示す。
表3－1．認識に関する問題における解決案
①行政側および市民の都市景観の色彩に関する意識の不足
②住民の都市景観の色彩に関する意識の不足
③住民の色彩における多様な要求
④都市景観の色彩における管理目標の不在
　　　　　　　　　　　　　　↓
①景観、および色彩と関連した情報を市民に定期的に提示する
②住民に都市景観の色彩に関する教育機会の拡大する
③都市景観の色彩に関する管理目標を明確にする
④都市景観の色彩に関する担当者の専門知識向上のため、色彩に関
　する教育機会の拡大する
⑤都市景観の色彩に関する関連情報の収集および交流をする
　（2）　色彩使用に関する項目
　今回の意識調査の分析の結果、釜山広域市の都市景観の色彩は、地域の特徴
がなく・調和性がない。また、業務を行う際、標準化された色彩の表記方法が
なく・制度的な指針がないため、明確な意思を伝えるのに混乱するという問題
点が示された。
　このように、色彩使用と関連した問題には、色彩の計画において明確な基準
による体系的な管理が行われていないことから生じる問題が多い。これらの問
題を解決し、統合的に色彩計画を行うためには、制度的に色彩に関する要素を
標準化し、明確な基準を設定しておく必要があると思われる。そのためには、
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地域の住民の愛着心を向上させるために、①地域を代表する「代表色」を発掘
し、活用する方法を提示する。②色彩の範囲に関する基準を作成する。③実際の業
務のなかで色彩を提示する際、業務の目的をより明確に伝えるために、標準1ヒ
した色彩表記方法に関する指針を設定する。④基準とする表色形の違いによる混乱
を防ぐために色彩の基準使用となる表色系を統一する。⑤計画された地域に対
する色彩の範囲、規制に関する明確な管理指針を設定する、などを考慮すべき
であると思われる。
　色彩使用に関する問題に対し、解決案を内容別まとめ整理した結果を表3－2
に示す。
表3－2．色彩使用に関する問題における解決案
色彩使用に関する問題点
①色彩指定の際、明確な資料がない
②地域の特徴がなく、調和性がない都市景観の色彩の使用
③標準化された色彩の表記方法がない
④地域色など、色彩に関する具体的な検討がない
⑤建物の色彩使用に関する基準がない
⑥屋外広告物の無秩序な色彩使用
⑦色彩を指定する場合、制度的な要求がない
↓
①地域を代表する代表色を発掘して活用
②色彩の範囲に関する基準を作成
③標準化した色彩表記方法に関する指針を設定
④表色系を統一
⑤具体的色彩管理指針を設定
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（3）　組織構成に関する項目
　「都市景観の色彩問題は、住民から委任された都市景観に関する行政が、取
り組むべきである。そしてその行政組織は、より効率的に管理・運営できるよ
うに組織の体系や構成が行われるべきであると思われるeしかし実際は、都市
景観の色彩に対し、都市景観の色彩に関する業務を担当する専門部署、および
担当者の不在で、組織的に管理・運営するのに困難であるという問題点が示さ
れた。
　これらの問題を解決し、統合的な色彩の管理・運営が行われるためには、都
市景観の色彩と関連する組織構成を整備する必要があると思われる。そのため
には、①景観計画の内容を都市計画に反映されるようにしている現在の法律を
考慮すると、都市計画と建築分野の協力ができるような専門の組織構成が必要
である、②色彩の専門家を養成し、担当させるべきであるが、現実的に時間や
費用の側面で難しいため、この分野の専門家たちを中心に運営・アドバイスで
きるグループの運用も効果的な方法である、③景観改善を図るため必要な予算
は、純粋な景観における予算および基金などに関する予算を確保するなど、制
度的に組織構成の整備に関する案を考慮すべきであると思われる。
　組織構成に関する問題に対し、解決案を内容別まとめ、整理した結果を表3－3
に示す。
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表3－3．組織構i成に関する問題における解決案
①専門の担当部署や担当者の不足
②担当者の色彩に関する専門知識の不足
③都市景観の色彩関連の情報交換の不足
④都市景観関連の担当者の専攻が土木、建築分野の人が多い
⑤都市景観の色彩に関する予算の不足
　　　　　　　　　　　　↓
①都市景観の色彩を担当する専門組織の構成
②色彩の専門家・アドバイスできるグループの運用
③景観改善を図るため必要な予算の確保
（4）住民に関する項目
　都市景観の色彩計画を実践するにあたって、住民の理解と合意が最も大きな
問題点であると示された。都市景観に対する問題の解決は、行政側の一方的な
努力と関心だけでは達成できないことであり、住民の理解と合意がなければ都
市景観の色彩における管理を行うことができない。しかし、韓国では、まだ地
方自治体の制度が定着していない現状であるため、釜山広域市でも、地域の住
民の合意を基づいた制度を運営することは、簡単なことではないと予測される。
しかし、都市景観の問題は行政や市民の、一方の努力や関心だけで作れるもの
ではない。地域の住民が住み続けたい町として、好感度を引き出すために、地
域住民の意見を反映できるような多様な工夫が必要であると思う。
　事例として、日本では1980年に地区計画が制度化され、81年に神戸市、82年
に東京都世田谷区で、地区計画の手続きと住民の協議会や街づくり提案などを
定める「街づくり条例」が設定され始め、現在は多くの市町村など、住民の参加
と合意を通じて体系的な計画や具体的な指針を樹立している。このように、日
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本での町づくりに関連する計画を作成する際は、住民との合意を基本としてお
り、自発的な誘導を行い、効果を得ている自治体が増えている［注19］。
　統合的な色彩の管理・誘導を行うためには、住民の理解と合意が必要である。
そのためには、①一般的に都市景観の色彩に関する計画は、非常に広域的な面
積を対象とするため、地域ごとの個性をすべて反映させることは難しいことで
あろう。
　したがって、その地域の住民が参加できる、地域の特性や個性を活かせる地
域中心の計画が必要であると思われる。②日本の事例のように、提案された都
市景観の色彩に関する計画の目標について市民が共感し、参加できるように、
計画の樹立段階から住民の参加プログラムを含む提案を考慮すべきである。③
都市景観の色彩に関する計画・調整・誘導などに関する時期や方法、手段を正
確に知らせる。また、実践方法と許容範囲などに関する具体的な内容など、情
報を提供する方法を考慮すべきである。④都市景観の色彩に関する問題が、地
域の住民から提議され、社会の世論の喚起や参加意識を引き起こすような、市
民活動が活性化されるような提案をすべきであると思われる。
　住民に関する問題に対し、解決案を内容別まとめ、整理した結果を表3－4に
示す。
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表3－4．住民に関する問題における解決案
①都市景観の色彩管理・誘導に対する市民の理解の不足
②景観色彩に関する市民活動が行われていない
③都市景観の色彩と関連した市民活動に対する参加意識の不足
④住民との都市景観の色彩における情報交流の不足
　　　　　　　　　　　　　↓
①地域住民の合意と参加を前提とした地域中心の計画
②計画の樹立段階から住民の参加プログラムの開発
③都市景観の色彩に関する計画・調整・誘導などに関する時期
　や方法、手段を正確に知らせる。また、実践方法と許容範囲
　などに関する具体的な内容など、情報を提供する方法の考慮
④市民活動の活性化
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2．2．　解決案の分類
　釜山広域市の都市景観の色彩と関連した問題を4つの項目に分類し、その問
題について問題要因を抽出し、解決案を提示した。さらに提示した解決案に対
し、内容別に分類を行った。
（1）意識に関する解決案の分類
意識に関する解決案を分類した結果、①色彩基本計画（目標）設定、②色彩
情報提供、③色彩教育、④色彩管理計画（目標）設定、⑤情報交流の5つの項目
に分類することができた（表3－5）。
表3－5．　意識に関する解決案の分類
問題項目 問題要因 解決案 解決案の分類
意識 ①行政側および市民 ①景観計画に関する明 ①色彩基本計画
に関する の都市景観の色彩 確なビジョンの提示 （目禰設定
項目 に関する意識の不 ②景観および色彩と関 ②色彩情報提供
足 連した情報提供 ③⑤色彩教育
②住民の色彩におけ ③地域住民の都市景観 ④色彩管理計画
る多様な要求 の色彩に関する教育 （目禰設定
③都市景観の色彩に 機会の拡大 ⑥色彩教育・情報
おける管理目標の ④都市景観の色彩に関 交流
権 する管理目標の設定
⑤担当者の専門知識向
上のため、色彩に関す
る教育機会の拡大
⑥関連情報の収集およ
び交流
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（2）色彩使用に関する解決案の分類
　色彩使用に関する解決案を分類した結果、①色彩基準の設定一色彩管理計画
樹立、②色彩標準の整備、③色彩誘導実践指針の設定一色彩管理計画樹立・の
3つの項目に分類することができた（表3－6）。
表3－6．色彩使用に関する解決案の分類
問題項目 問題要因 解決案 解決案の分類
色彩使用 ①色彩指定の際に明 ①地域を代表する代 ①②色彩基準の設
に関する 確な資料がない 表色を発掘して活 定一色彩管理計
項目 ②地域の特徴がな 用 画樹立
く、調和性がない ②色彩の範囲に関す ②③④色彩標準の
都市景観の色彩 る基準を作成 整備
の使用 ③標準化した色彩表 ⑤⑥色彩誘導実践指
③標準化された色彩 記方法に関する指 針の設定一色彩管
の表記が法がない 針を設定 理計画樹立
④地域色など色彩に ④表色形を統一
関する具体的な検 ⑤具体的色彩管理指
討がない 針を設定
⑤建物の色彩使用に
関する基準がない
⑥屋外広告物の無秩序
な色彩1吏用
⑦色彩を指走する場合、
纈渡的な要求がない
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（3）組織構成に関する解決案の分類
　組織構成に関する解決案を分類した結果、①都市景観（色彩〉管理組織整備一
色彩管理計画樹立・色彩教育、②都市景観（色彩）管理組織整備一予算確保の2
つの項目に分類することができた（表3－7）。
表3－7．　組織構成に関する解決案の分類
問題項目 問題要因 解決案 解決案の分類
組織構成 ①専門の担当部署や ①組織の構成の整備 ①、②都市景観（色彩）
に関する 担当者の不足 ②専門家・アドバイス 管理組織整備一色
項目 ②担当者の色彩に関す できるグループの 彩管理計画樹
る専門矯衡り不足 翻 立・色彩教育
③都市景観の色彩関連 ③景観改善を図るた ③都市景観（色彩）管
の晴報交換の不足 め必要な予算確保 理組織整備一予算
④都市景観関連の担 確保
当者の専攻が土木、
建築分野の人が多
い
⑤都市景観の色彩に
関する予算の不足
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（4）住民に関する解決案の分類
　住民に関する解決案を分類した結果、①色彩基本計画（目標）設定、②色彩誘
導実践指針の設定一色彩管理計画樹立、③色彩誘導実践指針の設定一色彩管理
計画樹、④情報交流の4つの項目に分類することができた（表3　一一　8）o
表3－8．　組織構成に関する解決案の分類
問題項目 問題要因 解決案 解決案の分類
住民 ①都市景観の色 ①地域住民の参加を前提 ①色彩基本計画（目
に関する 彩管理・誘導 とした地域中心の計画 標）設定
項目 に対する市民 ②住民の参加プログラム ②色彩誘導実践指
の理解の不足 の開発 針の設定一色彩
②景観色彩に関 ③都市景観の色彩に関す 管理計画樹立
する市民活動 る計画・調整・誘導な ③色彩誘導実践指
が行われてい どに関する時期や方 針の設定一色彩
ない 法、手段を正確に知ら 管理計画樹
③都市景観の色 せる。また、実践方法 ④情報交流
彩と関連した と許容範囲などに関す
市民活動に対 る具体的な内容など、
する参加意識 情報を提供する方法の
の不足 考慮
④住民との都市 ④市民活動の活性化
景観の色彩に
おける情報交
流の不足
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2．3．都市景観の色彩に関する問題と解決案との関係
　提示した問題の解決案を内容別に整理し区分すると、大きく5つの項目に分
類することができる。
　1つ目は、色彩基本計画
　2っ目は、色彩管理計画
　3つ目は、色彩標準の整備
　4つ目は、色彩教育
　5つ目は、情報交流・広報
　抽出した都市景観の色彩における4つの問題に対し、提案した5っの解決案を
の関係を図3－1のようにまとめた。
問題項目
意識に関する項目
解決案の分類
一→
・色彩基本計画（目標）設定
・色彩教育
・色彩教育
・情報交流
色彩使用に関する項目 ・色彩管理計画の樹立・色彩標準の整備
組織構成に関する項目 ・色彩管理計画の樹立
・色彩教育
住民に関する項目
・色彩基本計画（目標）設定
・色彩管理計画樹
・色彩教育
・情報交流
図3－1．　釜山広域市の都市景観の色彩に関する問題と解決案との関係
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　釜山広域市の都市景観の色彩に関する問題と解決案との関係をみると、都市
景観の色彩に関する問題の解決のため、提示した解決案は、他の解決案と重な
る部分が多く、独立した事項ではなく重複していることがわかる。
　抽出した問題に対する解決案を全体的に整理してみると、まず都市景観の色
彩に関する問題は、都市のアイデンティティ確保のために解決すべき問題であ
ることから行政側や住民たちの意識レベルを向上させるべきである。そのため
には、まず釜山広域市の都市景観の色彩における基本計画および管理自標を樹
立し、明確なビジョンを提示することが必要である。
　そして、色彩使用に関する問題を解決するために、色彩の表記・提示方法な
どにおける色彩基準を検討し、それを管理する明確な管理指針の設定が必要で
あることが把握できた。また、釜山広域市の都市景観の色彩を担当する行政組
織の不備が都市景観の色彩における問題と関連があると指摘されたように、現
在の釜山広域市の都市景観の色彩を管理する組織の整備が必要であることが
把握できた。色彩を担当する専門組織を構成し、専門家グループの参加と支援
を得て必要な予算を確保するなど、組織構成の整備が必要であると把握できた。
　しかし、都市景観の色彩における問題は、よい計画案や整備した実践指針が
あっても、色彩を実際に接し、調整と統制を受ける住民の理解がないと解決で
きない問題である。都市景観の色彩における計画段階から住民が十分に理解し、
合意できるよう、情報交流や色彩教育に関する具体的な実践指針を作成する必
要があると判断できる。
　以上のような内容から、提示した解決案における具体的な実践指針を作成す
るためには「都市景観の色彩指針に関する制度の整備」を行う必要があると分
析できる。
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　抽出した都市景観の色彩における問題を4つの類型別に要約し、各問題類
型の中心的な問題を図式で表現すると次のようになる（図3－2）。
解決案の類型
図3－2．釜山広域市の都市景観の色彩における解決案
　このように釜山広域市の都市景観の色彩に関する問題を解決するためには、
今回提示した案を行政に取り入れ、都市景観における制度的な整備を行うこと
で、段階的に目標を実現していく必要があると分析できる。
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3．都市景観の色彩指針に関する制度
3．1．韓国の景観関連法
　以上のような結果をふまえ、現在、釜山広域市の都市景観の色彩に関する問
題を解決するためには「都市景観の色彩指針に関する制度の整備」を通じ、問
題を解決していくことが最も望ましいと考えられる。
　そこで、都市景観の色彩に関する制度の根拠となる、韓国の都市景観の色彩
に関する制度の体系と釜山広域市が設定し、運営している都市景観の色彩と関
連した制度を把握し、色彩関連内容を抽出する。本章で抽出した解決案の類型
と関連した内容を中心に検討を行うことにする。
　景観とは都市を構成するすべての物的・非物的の要素に対する総体的な視覚
を意味する。そのため、都市景観と関連した制度には、都市空間を扱う法律が
含まれる。都市景観の色彩に関する問題は、直接には都市空間の開発および管
理と関連することなので、これを計画・管理する国土計画における法律の体系
を検討する必要があると思われる。
3．2．国土計画と景観
（1）国土計画法の整備
　韓国では、国土の開発と管理を体系化するために関連法案を改編し、2003年
1月に施行された（注59）。これは、国土の乱開発を防止し、国土の利用体系
を効率的に管理するためで「国土利用管理法」と「都市計画法」を統合し、「国土の
計画および利用に関する法律（以下、国土計画法）」を設定した。
　すべての市・郡の自治体は、「国土計画法」と「市・都総合計画」を基準とし、
市は「都市計画」、郡は「郡計画」を樹立する。また、都市を広域的に管理する必
要がある地域については、「広域都市計画」を樹立して総合的な計画を立て国土
の維持・管理が行われるようにした。統合・改変された「国土計画法」の主な内
容はpa3－3のようである（注6G）。
　都市景観の側面からみると、以前には、個別法により行われた各地域計画な
どが、魍土計画法」に従い、総合的な計画のもとで開発・管理が行われるよう
になり、国±を計画的に開発・管理する法的根拠ができたことに意義があると
言える。
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国土総合計画
・首都圏発展計画
・広域券開発計画
・特定地域開発計画
・他の法律による地域
開発計画
・国家機関網
・住宅、水資源
・環境
・文化、観光
・情報通信
・工業配置など
図3－3．　国土計画体系図
（2）国土計画法のなかでの景観と色彩
　まず、「国土計画法」で景観と関連した内容（表3－9）をみると、景観の保全目
的、景観計画などに関する事項を具体的に明示しており、国土→広域→都市の
段階的な計画に景観と関連した事項を含め、体系的な調整・管理ができるよう
にしている。
　さらに、本研究の対象である、都市景観の色彩と関連した具体的な内容（表
3－10）をみると、第52条（地区単位計画の内容）に、5．建築物の配置・形態・色
彩または建築線に関する計画、6．環境管理計画または景観計画を地区単位計
画区域の指定目的を達成させるため、第1種、第2種地区単位計画に選択的に含
まれるように明記している。
　このようなこのような法的の根拠をもとに、各地方自治体（広域）は「都市
基本計画」および「都市管理計画」を通じ、地域に合致した都市の特性を生か
せる計画、管理方法などを委任され、その権限を根拠とし、条例を指定して運
営することができる。
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表3－9．　国土計画法のなかで景観と関連した内容
法条項 対象 内　容
第3条 国土計画および利用の基本原則 景観の保全目的
第12条 広域都市計画 景観計画に関する事項の樹立
第19条 都市基本計画 景観に関する事項を含む
第25条 都市管理計画の立案 景観計画作成の義務化
第37条 景観地区 指定目的
表3－10．国土計画法のなかで景観の色彩と関連した内容
（前略）
（地区単位計画の内容）
5．建築物の配置・形態・色彩または建築線に関する計画
6．景観管理計画または景観計画
（後略）
3．3．都市基本計画のなかでの色彩
（1）景観計画樹立指針
　国土の計画的な管理のため、長期計画である「都市基本計画」には景観基本
計画を含んでいる。都市景観計画の目的は、都市計画が都市景観に与える影響
を考慮し、景観計画を先に樹立することで、自然環境、視覚環境などの景観的
な要素を保存または活用できるようにすることである。
　都市計画を樹立する際、景観計画は上位計画である「都市基本計画」を基づ
き、下位計画である「単位都市計画および都市計画事業を行うときの、都市景
観の管理と景観改善のための計画」に反映する。
　都市基本計画の内容は都市計画に反映するように「都市計画樹立指針」健
設交通部、2007．5．31実行）に明示している（注61）。各自治体の景観基本計画
第3章…　　　　86
の基準になる「都市計画樹立指針のなかで色彩と関連した事項をil（　3－一　1　1でまと
めた。
表3－11．都市基本計画樹立指針の中で色彩と関連した項目
（前略）
・第8節　景観および美観
5－8－3．　景観計画の構成および樹立基準
（4）景観指針の提示：景観の保護および形成のためガイドランの提示
①建築物、施設物、屋外広告物、色彩、街路施設物および案内体系、歩
　道、車道などの景観要素別に具体的なガイドラインを提示する。
　地区の美観の維持のために必要であると認める場合には、付属建築
　物の規模・壁・大門などの形および色彩の基準を別に定めることが
　できる。
（後略）
（2）景観計画樹立報告書
　都市全体または地区単位で景観計画を樹立する場合、　「景観計画樹立報告書」の
項目に従い、都市の特性によって項目を調整して適用できるようにしている。都市
の様々な入工構造物の色彩は、都市の秩序と調和および都市のイメージを決めるの
に大きな影響がある。そのため、「景観計画樹立報告書」では、総体的な色彩調整の
方針を決め、騒色を防いで調和した町並みを作るように誘導している。
　景観計画の報告書に色彩と関連した項目を表3－12にまとめた。
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表3－12．景観計画樹立報告書の中で色彩と関連した項目
内察
（前略）
・第5節　特定景観計画の景観設計指針
⑤　色彩景観設計指針
①遠景から見えるテーマ色、屋根色、使用色の範囲などの計画方向を提示する。
②中景から見える街路または圏域の要素別の色彩範囲、部位別の色彩範囲などの
　　計画方向を提示する。
③近景から見える建築物および施設物に対する主調色の範囲、補助色の範囲、強
　　調色の範囲などの計画方向を提示する。
④建築物の用途別、施設物の類型別の使用色の範囲および色彩基準を提示するこ
　　とができる。建築物は共同住宅用地、単独住宅用地、商業業務用地、都市支援
　　施設用地、公共施設用地などで区分し、色彩基準を提示することができる。施
　　設物は案内システム、街路施設物、橋梁などに区分し、色彩基準を提示するこ
　　とができる。
⑤指針作成の際、色彩表記はマンセル、NCSなど国際標準規格を使用する。
（後略）
3．4釜山広域市の都市景観の色彩に関連する法制度の現況
　釜山広域市が設定し、運営している都市景観の色彩に関する制度の根拠となる、
都市景観の色彩と関連した制度を把握し、色彩関連内容をまとめた。
　現在、釜山広域市では「国土計画法」および「都市基本計画」を根拠とし、都市
の景観を独自的に調整・維持するため、地区指定の根拠になる「都市計画条例」と
具体的な行為制限の根拠になる「釜山広域市の都市デザイン条例」を設定し、都市景
観に関する事業を運営している。「釜山広域市の都市デザイン条例」は「建築条例」「屋
外広告物管理条例」を統合し、2008年3月5日に設定された（注62）。
　以上のような法令に基づき、建築物の計画、公園およびオープンスペー一スの計画、
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文化財の保存計画、道路および河川の整備計画、屋外広告物の整備計画など、都市
景観の色彩に関する管理を行っている。釜山広域市の「都市計画条例」および具体的
な行為制限の根拠になる「釜山広域市の都市デザイン条例」のなかで色彩と関連し
た条項を調べ、表3－13にまとめた。
表3－13．釜山広域市の都市景観に関する条例のなか色彩と関連した項目
　　一二川　　　へ
?
二・T・越3・牲一@　’瓢モ駈凋　・二；・国了∴、噛ビ．施岬’　、　　　　　　　　項　　目
ゴ　　　　　　｛ ・・@　　　　　　　　　　』　・．　．　　　　・．・三’　　　　　　1’、　　、　身
（前略）
・第39条（建築物の形など）
都市計画条例 （1）市長は美観地区内で、その地区の美観維持のために
必要であると認める場合には、付属建築物の規模・壁・
大門などの形および色彩の基準を別に定めることがで
きる。
（後略）
（前略）
・第8条　（景観計画の内容）
1．景観事業と関連した分野別の景観指針の提示
都市デザイン条例 2．景観に関する色彩の計画
3．中・長期的な都市景観に関する施策の推進体系
4．建築物の景観改善・管理に関する事項
（後略）
3．5．景観関連制度に関する問題の分析
　以上のように、都市景観の色彩管理のため、釜山広域市が実行している現行の法
制度について調べた結果、釜山広域市の都市景観の色彩に関する計画・管理・誘導
に関する業務は、具体的な行為制限の根拠になる「釜山広域市の都市デザイン条例」
を通じ、行っていることがわかる。
　「釜山広域市の都市デザイン条例」のなかで、色彩と関連した部分をみると、具
体的な規制・誘導というより景観と関連して色彩を考慮するようなことを提示する
程度で、具体的な基準がないことがわかる。また、釜山広域市の都市景観において
大きなウエイトを占めている建物に関する管理においても、大規模の建築物、住居
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団地を中心に行われているが、釜山広域市の全体を対象とする明確な基準がないこ
とが明らかになった。
　このような釜山広域市の都市景観の色彩に関する法案では、明確な基準がなく、
規制や誘導の際、混乱を招く恐れがあるということに注目する必要があると思われ
る。都市は様々な構成要素で複雑的に存在するため、画一的な方法で規制・調節す
るには、難しいことである。都市景観に関する様々な問題を解決す筍ためには、明
確な基準による指針を設定し、利用することがもっとも効果的な方法であると考え
られる。
　現在韓国の法律では、都市景観計画を樹立する場合「景観計画樹立報告書」では、
本研究の対象である色彩にっいては、具体的なガイドラインを提示するように明示
している。しかし、釜山広域市では都市景観の色彩管理の基準となるガイドライン
の設定はされていなかった。景観に関する魚彩の計画を「釜山広域市の都市デザイ
ン条例」で明示しているが、具体的な色彩の基準を設定し、ガイドラインに明確な
基準を定めて、管理する法案を考慮すべきであると思われる。
3．6．　都市景観の色彩の問題解決案における対応制度
　現在韓国で、都市景観の色彩における舗度の体系を把握した後、釜山広域市が運
営している都市景観の色彩と関連した制度内容を把握し、問題点を把握した。その
抽出した問題点と提案した解決案を内容別に区分し、具体的な制度と関連して検討
を行った。
　その結果、解決案を7つの項目に分類し、対応制度別に区分すると、大きく2っの
制度で区別することができる。1つ目は、条例を通じ解決する案、2つ目は、ガイド
ラインを通じ解決する案に区分することができる。
　釜山広域市の景観の色彩の問題解決案における対応制度を、表3－14にまとめた。
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表3－14．　釜山広域市の景観の色彩の問題解決案における対応制度
問題項目 解決案 対応類型 対応制度
①景観計画に開する明確なビジョンの提示 ①色彩管理目標・計画の設定 ①条例
②景観および色彩と関連した情報逞供 ②騰流および講拡大 ②条例
③都市景観の色彩に関する教育機会の拡大 ③情報交茄および色彩糊汰 ③条例
意識に関 ④都市景観の色彩に関する管理目標を設定 ④色彩管理目標・計画の設定 ④条例
する項目 ⑤担当者の専門知識向上のため、色彩に関する教 ⑤騰流および色彩教育の漱 ⑤条例
育機会の拡大 ⑥情報交流および色彩教育の駄 ⑥条例
⑥関連情報の収集および交流
①地域を代表する代表色を発掘して活用 ①色彩基準の設定（先行事項） ①ガイドライン
②色彩の範囲に関する基準を作戒 ②色彩基準の設定（先行事項） ②ガイドライン
色彩使用
に関する ③標準化した色彩表記方法に関する指針を設定 ③色彩表記方法 ③条例
項目 ④色票系を統一 ④色彩表記方法 ④条例
⑤具体的色彩管理指針を設定 ⑤色彩使用ガイドライン ⑤ガイドライン
①専門組織の構成 ①色彩管理目標・計画の殼定 ①条例
組織構成 ②専門家・アドバイスできるグループの運用 ②専門家グループの活用 ②条例
に関する
項目 ③景観改善を図るため必要な予算確保 ③予算および基金の確保 ③条例
①地域住民の参加を前提とした地域中心の計画 ①、②、③住民との合意制度 ガ穿ドライン
②住民の参加プログラムの開発 ④色彩使用ガイドライン、
③市民活動の活性化 色彩管理目標・計画の設定
住民
に関する
④都市景観の色彩に関する計画・調整・誘導など
項目 に関する時期や方法、手毅を正確に知らせる。
また、実践方法と許容範囲などに関する具体的
色彩管理指針を設定
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　釜山広域市の都市景観の色彩問題における解決案を7つの対応解決類型にまとめ、
対応制度に含む内容を分類し、対応制度との関係を図式でみると、以下のようであ
る（図3－4）。
解決案 対応解決案の類型 対応制度
’・住民に景観計画に関する明確なビジョンを提示
・都市景観の色彩に関する管理目標の設定 色彩管理目標・計画の眼定
・景観改善を図るため必要な予算確保 予算および基金の確保
条例
・色彩の専門家・アドバイスできるグループの運用
E都市景観の色彩を担当する専門組織の構成
専門家グループの活用
・景観および色彩と関連した情報を市民に定期的に提示
・住民に都市景観の色彩に関する教育機会の拡大
情報交流および色彩教育の拡大
・都市景観の色彩に関する担当者の導門知識向上の
ｽめ、色彩に関する教育機会の拡大
・都市景観の色彩に関する関連情報の収集および交流
色彩基準の作成一先行事項
・標準化した色彩表記方法に関する指針を設定
・色票系の統一
・具体的色彩管理指針を設定
色彩使用ガイドライン
・地域住民の参加を前提とした地域中心の計画
ガイドライン
・計画の樹立段階から住民の参加プログラムの開発
・市民活動の活性化
住民との合意制度
図3－－4． 釜山広域市の景観の色彩の問題解決における対応類型と対応制度
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4．都市景観の色彩の改善のための提案
　都市景観関連の施策の統一的な実行のためには、一貫した行政体制の樹立が必要
であり、都市景観の行政に関する法的根拠になる条例およびガイドランの設定が必
要であることが明らかになった。
　景観における条例には地域の特性を反映できるよう条例で設定する必要があり、
条例には重要な規定を定め、詳細内容は規則またはガイドラインで定め、運営する
必要があるという先行研究（注63～66）での結果とも類似している。
　ここで本研究では、釜山広域市の都市景観の色彩を改善するため、提示した対応
類型別の内容を中心に、条例やガイドラインに含む具体的な内容を以下のように提
案する。
（1）条例に含む内容
①色彩管理目標・計画の設定
　都市のアイデンティティの確立において都市景観の色彩は重要な役割をする。体
系的な都市の調整・管理・誘導をするためには、都市のビジョンである都市景観の
色彩に関する明確な目標・計画を提示すべきである。色彩管理目標・計画は、都市
のアイデンティティと直接的に関連があるため、都市景観の色彩を管理すべき本質
的な部分から住民の理解と合意が必要である。地域の住民が住み続けたい町として
好感度を引き出せるように、i釜山広域市全体を対象とする景観に対して明確な目
標・計画を設定し、管理を行うべきである。
②予算および基金の確保
　釜山広域市の都市景観の色彩に関する制度を運営するためには、予算を確保する
必要がある。また、景観の改善のための景観基金などを運営できるようにする制度
的な措置が必要である。
③専門家グループの活用
　都市景観の色彩を計画・管理・誘導する際、明確な基準により、地域のイメージ
を積極的に誘導していく必要がある。明確な基準を設定するためには、この分野の
専門家グループを活用する必要がある。行政側に支援・アドバイスしたり、地域の
住民の関心と参加を誘導したり、専門的な知識や情報を提供したりする専門家グル
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一プを運営する管理組織の設立と役割などに関する制度的な根拠を作るべきである。
④情報交流および色彩教育の拡大
　今回の意識調査の結果、色彩の専門知識の不足が都市景観の色彩に関する問題と
関係があるという意見が示されたが、情報交流や色彩教育がほとんど行われていな
いことが明らかになった。都市景観の色彩に関する担当者の専門知識向上および住
民の関心や参加を誘導するため、色彩に関する教育機会を提供し、景観および色彩
関連資料を定期的に提供すべきである。
（2）ガイドラインに含む内容
①　住民との合意制度
　釜山広域市の都市景観の色彩に関する改善をするためには、住民の参加を前提と
した色彩管理制度を運営すべきである。事例として、日本の街づくりと関連した条
例やガイドラインはこのような住民との合意を基本としている自治体が多く、実際
的に効果を得ていると評価されている。
　しかし、1970年代から自治体が始め、また定着していない釜山広域市で、住民の
合意を得た条例やガイドラインを通じ、運営していくことは簡単なことではないと
思われる。しかし、都市景観の色彩に関する問題はある一方の努力や関心だけで解
決できることではないため、住民との合意が必要である。
②色彩使用ガイドライン
　今回の調査の結果、色彩を指定する際、使用する基準資料が統一されていないこ
とが明らかになった。色彩計画が行われる地域ごと使用する色彩基準資料が違うこ
とから生じる混乱を防ぐためには統一した色彩基準を作成すべきである。都市景観
の色彩のより効果的な管理のために、建物の配色、隣…接建物との調和、自然環境と
の調和など、色彩の使用に関する基準を設定し、ガイドラインに具体的に明示して
運用するとより効果的である。
③　色彩基準の作成（制度導入のための先行項目）
　色彩管理制度は制度的な体系や構成を前提とするが、今回釜山広域市の都市景観
の色彩の問題における解決案をまとめた結果、都市景観の色彩に関する制度的な管
理のために先行すべき事項がある。それは、釜山広域市の代表色および基調色に関
する検討、その色彩における範囲、規制に関する基準を作るなど、色彩における基
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準を把握することであった・地域の都市景観の色彩におけるイメージ形成と関連し
て・繊色に関する検討や色彩の鯛に関する基準は・繊の住民や色彩の朝家
の概念や目標設定の良否によって大きく変わると思われる。地域の多くの入が共感
できる色彩の志向を把握しておく必要があると判断できる。
（3）都市景観の色彩に関する基準
　以上のように・条例やガイドラインの作成などを通じ、釜幽広域市の都市景観の
色彩管理における制度的な体系を設定することができると考えられる。
　ここで・釜山広域市の都市景観の色彩に関する制度の設定前に、釜山広域市の都
市景観の色彩基準に関する具体的な内容を、地域住民の心理を根拠とした、釜山広
域市にふさわしい色彩とその範囲と関連した色彩基準に関する検討を行う必要があ
ると考えられる。
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5．結論
　現在、釜山広域市が運営している都市景観の色彩における関連制度を把握し、第2
章で把握した問題に対し、制度的に具体的な解決案を中心に検討を行った。その結
果を踏まえ、下記のように述べる。
（1）釜山広域市の都市景観の色彩に関する問題を解決するためには、まずこの問題
　　が都市の競争力の増進および都市のアイデンティティ確保のために解決すべき
　　問題であるという認識を持つまで行政側や住民の意識レベルを向上させるeそ
　　して、都市景観の色彩関連行政組織を整備し、色彩表記、提示方法などの基準
　　を設定し、釜山広域市の「色彩基本計画」およびr色彩管理目標」を樹立する。
　　これらの実現のため、都市景観の色彩と関連した制度を整備し、体系的な指針
　　と基準を設定することを提案した。
（2）「都市景観の色彩に関する制度に関する現状1を把握するため、韓国で運営して
　　いる関連法を調査し、これらの法制を根拠とし、釜山広域市が運営している都
　　市景観の色彩と関連した法律を調査し、問題を把握した。その結果、具体的な
　　規制・誘導というより景観と関連して色彩を考慮することを提示する程度で、
　　具体的な指針と基準を設定した管理制度がないことが把握できた。
（3）「都市景観の色彩に関する管理制度」の含まれる内容を分類して対応制度を検討
　　した結果、条例を通じて解決する案と、ガイドラインを通じて解決する案に区
　　分し・提示できた。その内容は、まず、条例を通じて解決する案では、①色彩
　管理目標・計画の設定、②予算および基金の確保、②専門家グループの活用、
　③情報交流および色彩教育の拡大、④情報交流および色彩教育の拡大、となっ
　　た。そして、ガイドライン通じて解決する案では、①住民との合意制度、②色
　彩使用ガイドラインであった。
　以上のように・現在釜山広域市の都市景観の色彩に関する閤題にを解決するた
めには、都市景観の色彩指針に関する制度の整備を通じ、問題を解決していくこと
が必要であることが把握できた。条例やガイドラインの作成などを通じ、釜山広域
市の都市景観の色彩管理における制度的な体系を設定することができると考えられ
る。
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第4章 釜山広域市の都市景観の色彩基準における検討
1．本章の概要
2．本実験の目的
3．本実験の方法
4．本実験の結果
5．結論
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第4章　　釜山広域市の都市景観の色彩基準における検討
1．本章の概要
　3章で提議された、釜山広域市の都市景観の色彩問題に対する解決案とし
て・本研究の対象である色彩と直接的に関連した内容をみると、都市景観の
色彩に関する制度導入に先行として、色彩基準に関する具体的な検討が必要
であることが挙げられた。それは、釜山広域市の代表色および基調色に関す
る検討、その色彩における範囲、規制に関する基準を作るなど、色彩におけ
る基準を把握することであった。
　都市景観の形成において建物はその都市のイメージを形成し、建物の外壁色
は都市景観を左右するのに重要な要素である。都市景観とその都市のイメージ
は、都市の構成要素のなかで大きな面積を占めている建物によって左右されて
いると言っても過言ではないほど、その役割は大きい。建物の色彩において、
適切な基調色の選定は、調和した都市景観を形成することができる。したがっ
て、都市の建物の基調色を選定し、積極的に都市景観に活用すると、都市のア
イデンティティを持っようになる。このような色相、明度、彩度の変化によっ
て、またその組み合わせによって知覚される景観の色彩は、景観のイメージを
左右するようになるため、独立した建物や施設物などの個別的な色彩の美しさ
も重要であるが、それよりそれらの相互関係がより重要である。
　そして、地域の都市景観の色彩におけるイメージ形成と関連して、基調色
に関する検討や色彩の範囲に関する基準は、実際に都市景観の色彩に接し、
生活している地域住民の意識を把握した上で色彩を誘導・調節していくこと
が必要である（注67）。
　本研究では、釜山広域市の行政が都市景観の色彩を計画することにおいて、
住民の心理を根拠とした色彩基準に関する検討が必要であると考える。
　したがって、釜山広域市の都市景観の色彩に関する制度導入のために先行
すべき事項として挙げられた色彩基準に関する検討が必要であることを背
景とし、釜山広域市の色彩基準に関する検討を行う。
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2．本実験の目的
　本章では、釜山広域市の都市景観の色彩におけるイメージ形成と関連してN
住民の心理を基づいた釜山地域市にふさわしい色彩の基準に関する検討を
行うことを目的とする。コンピューター画像処理を用い、街路景観のなか建
物の外壁色を系統的に変化させ、その評価実験を行うことにより、釜山地域
市にふさわしい色彩基準を検討する。
3．本実験の方法
3．1．　実験景観の作成
3．Ll．　実験対象景観の選定
　釜山広域市には多くの高層ビルが建設されている。特に、2006年、釜山広
域市の主居の形態に関する調査（注68）によると、高層集合住宅が占める割合
が62％と多く、全体住宅の過半数以上を占めており、都市景観のなかで高層
マンションが占める割合が大きい。今後、住宅に関する再開発計画および建
設計画などを考慮すると、高層集合住宅はこれからも増加することが予測さ
れる。
　都市景観の形成において建物はその都市のイメージを形成し、外壁色は都
市景観を左右するのに重要な要素になる。景観の質、特に視覚的な質につい
て重要な要因である建物の調和ある色彩を提言するため、釜山広域市の都市
景観の中で、色彩の面積を多く占めている高層集合住宅を基本景観として設
定した。
3．L2．色彩シミュレーション景観の作成
　都市景観の色彩に関する実験の刺激を作成するには、模型、写真のシミュレ
ーション、CGなどが考えられる。本研究では、色彩を正確かつ迅速に提示でき
ることや実験環境の変化に変わらないこと、また一般住民を対象者とするため、
評価のしやすさなどを考慮する必要があると思われる。そこで本研究では、コ
ンピューター画像処理をした建物の外壁色を系統的に変化させるシミュレー
ション実験を行う。
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　本実験の刺激景観は、実際に釜山広域市の都市景観を撮影し、その景観を根
拠として3次元モデリングソフト（RHINO　CEROS3）により、基本となる景観を
作成した。釜山広域市の都市景観では、高層および中層の集合住宅がかなりの
部分を占めているため、本実験ではこれらの集合住宅の景観を用いた。図4－1
は高層および中層集合住宅のサンプルである。
　　　　　　　図4－1．実験に使用した景観のサンプル
（刺激1は高層、刺激2は中層集合住宅である。図中のA・Bの建物の外壁色を
変化させた）
3．2．色彩再現
　マンセル表色系は物体色である一方、コンピューターの画像は光の色であ
るため、両者は本質的に異なる問題点がある。しかし、従来から景観におけ
る色彩分布の調査や、現実の景観における色彩のコントロール方法は、マン
セル表色系を基に行なわれているため、コンピューター画像の色彩をマンセ
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ル表色系に対応付けた色彩を使用した。
　色彩の再現はマンセル値を画像処理システムのソフトウエア（Munsell
C。10r　Conversion　S。ftware）上でRGB値を抽出した。抽出した色彩を画像
上の色彩とマンセル表色系を比較し、補正する作業を行った。その方法とし
ては、マンセル表色系（株式会社カラーアトラス）を基準色として用い、コ
ンピューター画像上の色と視感比較法により測定し、ソフトウエア（Munsell
Co1。r　Conversi。n　Software）上でRGB値を変化させるようにした。被験者
はデザイン専攻の学生7名（男性5名、女性2名）であった。7名のデs－…一タ
を色彩ごとにRGB値の平均を算出し、これらの色彩を本研究の基準色とする。
　変化させるのは色相・明度・彩度で、色相の段階は5R’－5RI〕まで12個の
有彩色と無彩色Nを含め13色に区分した。各々の色相に対し、明度は高・中・
低、彩度は中・低の段階に区分した。配色のパターンは無限に作れるが本研
究では、以下のような手順により158組の配色を選定した。
　まず、使用する色相を暖色（5YR，10Y，5Y，10Y）、中性色（5G，　5GY，10GY，5BG）、
寒色（5B，　10B，　5PB，　5RP）とし、明度を高明度（9，8）、中明度（5，　6，　7）、低明度
（3，4）、彩度を中彩度（6，8）、低彩度（2，4）とした（表4－1）。そして、配色の
条件を同一・類似・対比の3種類とした（表4－2）。同一または類似させた色
彩とそれらの色彩に対して対比する色彩の値を設定した（表4－3）。
　上記の色彩を用いて、下記の手順で配色パターンを決定したeたとえば、色
相同一条件では、最初に暖色・中性色・寒色の中から代表的な色相を3色ずっ、
合誹9色選んだ。次に、各色相の中で明度と彩度をランダムに割り当てた2色
を作成し、これら2色を組み合わせたものを色相同一の配色パターンとした。
このようにして、9組の色相同一配色パターンが作られた。同様に、類似、対
比条件においても、与えられた属性に関して代表的なものをまず選択し、残り
の属性に関しては設定した範囲内からランダムに値が割り当てられた。全158
パターンの中、高層の集合住宅での79パターン、中層集合住宅での79パター
ンの合誹158パターンを設定した（表4－4）。配色サンプルを図4－2に示すe
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表4－1・実験に使用した色彩の基準
色彩の基準
色　相
・暖色（5YR，10Y，5Y，10Y）
E中性色（5⑤5GY，10GY，5BG）
E寒色（5B，10B，5PB，5RP）
E無彩色（N）
明　度 ・高明度（9，8）　・中明度（包6，7）　・低明度（3，4）
彩　度 ・中彩度（6，8）　・低彩度（2，4）
表4－2．実験に使用した配色
方　　　法
同　一
建物A，Bの色彩にっいて、色相、明度、彩度のうち1属性
ﾜたは2属性を同一にする。同一にする以外の値は設定
ｵた値の範囲内で変化させる。
類似
建物氏Bの色彩について、色相、明度、彩度のうち工属性
ﾜたは2属性を類似にする。類似にする以外の値は設定
ｵた値の範囲内で変化させる。
対　比
建物氏Bの色彩について、色相、明度、彩度のうち1属性
ﾜたは2属性を対比にする。対比にする以外の値は設定
ｵた値の範囲内で変化させる。
表4－3．配色対応表
建物B建物A
類似した色彩 対比した色彩
色相
暖　色
?ｫ色
ｦ　色
5YR
TG
TB
10YR，5Y，10Y
P0GY，5GY，5BG
撃nB，5PB，5RP
5B，1GB
TRP
TYR，10YR
明度
高明度
?ｾ度
癘ｾ度
9．8
T，6．7
S，3．2
9．8
T，6．7
S，3．2
4，3．2
X．8
X．8
彩度
中彩度
瘢ﾊ度
8．6
S．2
8．6
S．2
4，．2
W．6
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表4－4．配色の一一覧
配色
iパターン数）
変化した色彩
（配色番号）配色パターン
iマンセル表色一RGB値）
（1）5YR6／4－5YR7／2（166，126，9。－18玉，16。，137）
（2）5YR7／4－5YR7／2　　　（216，2正O，14正一186，180，1正5）
（3）10YR9／4－10YR7／2　（255，229，169－195，178，1准3）
色相同一
@　（9）
暖寒　　　　色同士
?ｫ色同士
@　　　色同士
暖色（5YR，5Y，　lOYR）
?ｫ色㈱，5GY，10GY）
ｦ色（5B，10B，5PB）
（4）5G8／4－5G7／2　　　　　（178，22荏，171一正71，189，155）
i5）5GY9／4－5GY8／2　　　（202，2裡6，165－195，215，159）
E1。GY8／4－1。GY7／2　q66，212，137－156，193，エ43）
（7）5B8／4－5B7／2　　　　　（161，209，221－159，178，184）
⑧10B9／2－1。B8／4　（208，224、226－164，186213）
（9）5PB9／2－5PB7／2　　　（208，224，226－168，161，181）
（10）5YR9／4－5Y9／2　　　（255，216，156－242，241，200）
（11）5YR8／4－5B8／2　　　（226，186，13生一186，206，211）
（12）5YR7／2－10YR7／4　（181，160，137－203，173，　i15）
明度同一
@　⑨
高明度同士
?ｾ度同士
癘ｾ度同士
明度8，9
ｾ度5，6，7
ｾ度2，4
（13）5YR6／4－5Y6／2　（166，玉26，9卜152，15Ll22）
i14）5YR6／4－10YR6／4　（166，126，9（｝－177，14、5，88）
i15）5Y民6／4－5G6／2　　　　（正66，126，90－1窪5，159，12喚）
（16）5YR4／些一5Y4／2　　　（IO3，66，46－92，9L　70＞
（17）5Y4／2－5G4／2　　　　（92，91，70－93，99，62＞
（18）5YR3／4－10YR2／2　（73，36，24州65，38，8）
（19）5YR6／8－5G3／8　　　（195，118，4（｝－17，87，34）
（20）5YR6／8－5B3／8　　　（195，三18，4G－2，74，　lo6＞
（21）5Y8／8－5Y6／8　　　　（224，208，75－164、王48，23）
彩度同一 中彩度同士 彩度6，8 （22）10YR7／8－5G6／8　　　（229，163，59－88，174，79＞
⑧ 低彩度同士 彩度2，4 （23）5YR8／2－5G4／2　　　（211，190，159－93，99，62）
同｝
（24）5YR6ノ荏一5B3／2　　　　（166，126，90－51，66，76）
i25）10YR8／2－5G7／2　　｛211、190，159－171，189、155）
（26）5Y6／4－10YR7／4　　　（156，150，89－203，173，115）
（27）5YR8／4・－5YR8／2　　　（226，186，玉3荏一211，190，159）
（28）10YR8／4－10YR8／2　　（226，186，134－186，206、211）
暖色
高明度
?ｾ度
5YR，10YR・明度8
TYR，10YR・明度6
（29）5YR6／4－・5YR5／4　　　｛255，216，156－242，2・皇1，200）
i30）10YR6／4－10YR6／2　（226，186，三3硅一186，206，2正i）
低明度 5YR，10YR・明度く（31）5YR崇／硅一5YR4／2　　　（255，216，156－242，2荏1，200）
色相・ （32）IOYR4／4－10YR4／2　　（226，186，13径一186，206，2正1）
明度肩一
@　（12）
中性色
高明度
?ｾ度
5G・明度9
TG・明度6
（33）5G9／弓、－5G9〆2　　　　　｛204，，254，202－223，249，217）
i34）5G6／4－5G6／2　　　　　　（王26，164，109－145，159，12・奎）
低閣度 5G・明度4 （35）5G4／4－5G4／2　　　　｛74，104，47－93，99，62）
高明度 5B・明度8 （36）　5B8／4－5B8／2　　　　　（161，209，221－186，206，2i1）
寒色 中明度 5B・明度6 （37）5B6／4－5B6／2　　　　（107，153，167－132，150，157）
低明度 5B・明度4 （38）　5B4／4－5B4／2　　　　（53，97，113－78，94，1⑪3）
（39）5Y9／8－5Y8／8　　　　　（25些，238，101－224，208，75）
（荏0）5Y8／8－・5Y7／8　　　　　（224，208，75－194，178，49）
中彩度 5Y，10YR・彩度8（41）10YR8／8－10Y衰6／8　（55，互9i，86・』203，135，33）暖色 低彩度 5Y，10YR・彩度2，4（喚2）5Y7／4－5Y6／4　　　　　（185，180，115－156，150，89）
色相・ （43）10Y衰8／4－IOYR7／4　〈229，201，142－203，173，　i15）
彩度同一 （44）　5Y8／2－5￥6／2　　　　　（212，2三1，1了婆一152，互5i，122）
（10）
中性色 中彩度瘢ﾊ度
5G・彩度8
TGY・彩度4
（45）5G7／8－5G6／8　　　　　（1重荏，204，11⑪一88，174，79）
iζ隻6）5GV8／4－5GY6／4　　　（176，216，134－124，156，72）
寒色 中彩度瘢ﾊ度
10B・彩度8
TB・彩度4
（47）10B7〆8－10B6／8　　　（103，136，195－76，107，　i67）
i48）5G￥8／硅一5GY6／荏　　　く176、2脆，13荏一124，　i56，72）
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表4－4．配色の一覧（続き）
配色
iパターン魏 変化した色彩 （配色番号）配色パターン
}ンセル’　－RGB直
（49）5Y8／8－10YR8／8　　　（22生208，75－255，191，86）
（50）IoYR8／8－5GY8／8　　（255，191，86・－13a　218，84＞
中彩度 明度8・彩度8
（51）5Y8／4一工OYR8／4　　　（21｛㍉21（九14ま一229，201，正42）　　　　　
一
同
明度・
ﾊ度同一
@（12）
高明度
?ｾ度
癘ｾ度
低彩度
?ﾊ度
瘢ﾊ度
?ﾊ度
明度8・彩度4
ｾ度6・彩度8
ｾ度6・彩度2
ｾ度4・彩度8
（53）5Y6／8－10YR6／8　　　（1砿1鰍23－203，135，33）（54）5YR6／8－5GY6／8　　　（19511巳40－86，158，37）（55）5Y6／2－5G6／2　　　　（152，豆51，122－145，15乳124）　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一
一 低彩度 明度4・彩度2 （57）5Y4／8－IOYR4／8　　　（104，8a　l2－151，7竃15）
（58）5YR｛／8－5GY4／8　　　（135，5巳1（｝－3亀10（」32）
（59）5YR412－5B4／2　　　（91，7（L　71－7＆94，103）　　　　一　　　　　　　　　　　　　一
無彩色同一
@（4） 無彩色
高明度
?ｾ度
無彩色（明度9，5，9）
ｳ彩色（明度5，7）
（61）N9．5帽一N9．5　　　　　　　（243，243，243－24亀24a　243）（62）N9－N9　　　　　　　　　　　（228，22a　228－22a　22｛㍉228）（63）暦7－・N7　　　　　　　　　　　（173，17a　173－17亀17a　173）　　｝　　　　　　　　　　　　　　一
（65）5YR9／2－10YR7／4（241，220，181－203，17a　115）
（66）5YR7／4－5YR5／4　　（19｛㍉156，112－126，120，63）
一　　　　　　　　　一
色相類似
i9）
暖寒　　色同士
?ｫ色同士
@　色同士
暖色（5YR，5Y，10YR）
?ｫ色（5G，5GY，10GY）
ｦ色佃，10B，5PH）
（68）5G9／2－5GY7／4　　　（223，249，217－15｛L　186，103）（69）5BG7／4－10GY6／4　（123，186，162－112，159，97）　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一
（71）5B8／4－10B7／2　　　（161，209，221－154，160170）
（72）5PB7／4－5B5／4　　　（159，151，196－80，125，正40）　　　　一　　　　　　　　　　　　　　昌
（74）5YR9／2－5G8／4　　　（241，220，181－17a　22く』171）
（75）5YR8／4－5B9／2　　　（22｛乳186，134－21哉23哩，238）
一　　　　　　　　　一
明度類似
i9）
高明度同士
?ｾ度同士
癘ｾ度同士
明度8，9
ｾ度5，7
ｾ度2，県
（77）5YR7／2－5G6／4　　　（181，160，137－12｛恥164，109）（78）5YR6／4－5B5／2　　　　（166，126，9（｝－105、122，130）　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一
（80）5YR4／2－5G3／4　　　（91，70，71－48，74，20）
類 （81）5YR5／2－5G4／4　　　（121，　loo，93－7ζ』正o生47）
一　　　　　　　　一似
（83＞5YR6／8－・5G3／6　　　（195，118，4G－38，76，22）
（84）5YR6／8－5B3／6　　　（195，　ll8，40ト6，72，96）
彩度類似 中彩度同士 彩度6，8
（85）5Y8／8－10YR6／6　　（224，208，75－192，14（L　60）　　　　　一
⑧ 低彩度同士 彩度2，4 （87）5YR9／2－5B6／3　　　（2硅1，220，181－119，15乳162）
（88）5Y9／4－10Y8／2　　　（24｛瓦240，167－21生227，169）
（89）5Y8／4－10YR8／2　　（216，21α141－221，20q　170）
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
高明度 5YR，10YR・明度8，9（91）5YR9／2－10YR8／4　（255，216，156－242L　241，200）
暖　色 中明度 5Y，10Y・明度6，7（92）5Y6／4・－IOY7／2　　　（156，150，89－184，197，145）
低明度 5Y，10Y・明度2，4（93）5Y4／4－10Y3／2　　　（96，90，37－6生7牝49）
色相・
ｾ度類似H 中性色
高明度
?ｾ度
癘ｾ度
5G，5GY・明度8，9
TG，5GY・明度5，6
TG，5GY・明度2，窪
（94）5G9／2－5GY8／4　　　（223，249，217／176，216，134）
i95）5GY6／4－5G5／2　　　（124，156，721H9，129，93）
X6　5GY4　4－5G3　2　　　　729624／676931
高明度 5B，　IOB・明度8，9（97）5B8／4』－10B9／2　　　（161，209，221－・208，224，226）
寒　色 中明度 5B，10B・明度6，7（98）10B6／4－5B7〆2　　　（110，127，157一王59，178，184＞
低明度 5B，10B・明度2，4（99）10B4／4、－5B3／2　　　（56，69，101－51，66，76）
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表4－4．配色の一覧（続き）
配色
iパターン麹 変化した色彩
（配色番号）配色パターン
iマンセル表色一RGB値）
（100）5YR8〆8－5Y9／6　　（255，178，84、－250，239，134）
中彩度 5Y，5YR・彩度6，8（101）5YR6／8－10YR4／6　（195，118，4〔｝－140，84，22）
色相・ 暖　色 低彩度?ﾊ度
5Y，10YR・彩度2，4
TG，5GY・彩度6，8
（lo2）5YR6／4－5Y3／3　　　（166，126，90－64，60，28）
i103）5YR6〆4－10YR4／2　（正66，126，90－117，94，62）
彩度類似
@　　⑧
中性色
ｦ　色 低彩度?ﾊ度
5G，5GY・彩度2，4
TB，10B・彩度6，8
（104）5G7／8－5GY6／6　（114，204，110－105，157，47）
i105）5G7／4－5GY6／2　〔152，正9窪，1荏0－143，155，97）
低彩度 5B，10B・彩度2，4（106）5B8／6－10B7／8　（136，212，231－lo3，136，195）
（工07）5B8／2－・10B7／4　（186，206，2H－137，156，185）
（108）5Y8／8－5GY9／6　（224，208，75－183，240，1窪0）
（工09）10YR8／8－－5GY9／6（255，191，86－183，2窪0，140）
（110）5Y8／4－10YR9／2（216，210，141－247，234，197）
中彩度 明度8，9・彩度6，8（111）5Y8／3－5G9／2　　（214，210，157－223，249，217）
類似
明度・
ﾊ度類似
@　　（12）
高明度
?ｾ度
癘ｾ度
低彩度
?ﾊ度
瘢ﾊ度
?ﾊ度
明度8，9・彩度2，4
ｾ度6，7・彩度6，8
ｾ度6，7・彩度2，窪
ｾ度2，4・彩度6，8
（112）5Y6〆8－5G7／6　　　（164，148，23－L33，199，125）
i113）loYR6〆8－5GY5／6（203，135，33－79，127，27）
i114）5Y7／4－10YR6／2　（186，180，115－169，150，116｝
i115）5YR6／4－5B5／2　　（166，126，90－105，122，130）
低彩度 明度2，4・彩度2，4（116）5YR4／8・－5G3／6　　（135，58，10－38，76，22）
（117）10YR4／8－5GY3／6（151，79，1G－28，68，21）
（118）5Y4／3－5G3／2　　　（94，90，53－67，69，31）
（119）5YR3／4－5B3／2　　（73，36，24－51，66，76）
（120）5YR8／4－N9　　　　　（226，186，134－228，228，228）
（121）5GY9／4－N9　　　　（2⑪2，24：6，165－228，228，228）
（122）5B9／4－N9　　　　　（188，237，248－228，228，228）
無彩色・
ｾ度類似
@　　⑨
無彩色 高明度?ｾ度
無彩色（明度9）・明度8，9
ｳ彩色（明度6）・明度5，7
（123）5YR6／8一囚6　　　　（195，　ll8，4⑪一147，147，147）
i12《）　5GY7／4－N6　　　（150，186，103－147，147，147）
i125）5B7／4・－N6　　　　　（134，181，194－147，147，1・皇7）
低明度 無彩色（明度4）・明度3，4 （126）5YR4／2－N婆　　　　（91，70，71－97，97，97）
（127）5GY5／准一N4　　　　（98，126，41－97，97，97）
（128）5B3／4－H4　　　　　（26，69，86－97，97，97）
（129）5YR8／4－5B4／4　（226，186，134－53，97，113）
（130）5YR8／2－5B荏／3　（211，190，159－65，95，108）
色相対比 （131）5YR6／4－5B6〆2　（166，126，90－132，150，157）
（6） 暖　色 寒　色 5YR／5B （132）5YR4／4－5B3／2　（IO3，66，46－51，66，76）
（133）5YR6／8－5B6／4　（195，　H8，項｝－IO7，153，167）
（134）5YR5／3－5B4／3　（129，98，82－64，95，108＞
（135）5YR9／4－5Y3／2　（255，216，156－61，40，31）
（136）5Y9／4・－5PB3／4　（246，240，167－19，26，56）
対 明度対比 （137）5BG9〆4－5B4／8　（170，222，214－28，105，13の
比 （6）
高明度 低明度 明度8，9／明度2，4 （138）10GY8／3－5G4／2（174，219，151－93，99，62）
（139）5Y8／3－10Y4／2　（214，210，157－94．　IO7，73）
（14⑪）5G8／4一冒5G3／2　　　（178，224，171－67，69，31）
（工41）5YR9／2－5YR6／8　（241，220，181－195，118，40）
（142）5G9／2－5G6／8　　　（223，249，217－88，1741，79）
彩度対比 （143）5B9／2－5B6／8　　　（213，234，238－57，159，187＞
（6） 中彩度 低彩度 彩度6，8／彩度2，4 （144）5YR4／8－5G3／2　　（135，58，1〔ト67，69，31）
（145）　5G6／8一畳5BG5／4　（88，174，79－75，128，106）
（146）5G4／8－5BG3／4　　（36，　U6，37－27，70，50）
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表4－4．配色の一覧（続き）
配色
iパターン勃 変化した色彩
（配色番号）配色パターン
iマンセル表色一RGB値）
色相・
ｾ度対比
@⑥
暖色・
vｾ度
寒色・
癘ｾ度
隙・明度8，9畑朋度躍
趨ｾ度8、9／㎜・明融4
（147）5YR8／2F－5B4／2　　（211，190，159－78，94，　IO3）
i148）5YR8／6－5B3／6　　（2荏1，182，109－2く』73，96）
i149）5YR8／2－5B3／2　　（211，190，159－5正，66，76）
（150）5G9／4－5RP3／4　　（204，25街202－82，22，患5）
i15エ）5G8〆6－5RP3／6　　（159，229，1．56－8a　11，41）
i152）5G8／2－5RP3／2　　（197，219，186－IO4，65，80）対比
色相・
ﾊ度対比
@（6）
暖色・
?ﾊ度
寒色・
瘢ﾊ度
晒彩度6，呂／田・彩脚，4
冾R・彩度6，呂／5即・彩度2，4
（153）5YR6／8－5B6／2　　（195，正1a　40－132，150，15r1）
i154）5YR4／8－5B4／2　　（135，58，3－78，9些，103）
i155）5G6／8－5RP6／2　　（88，174，79－168，126，136）
（156）5G4／8－5RP4／2　　（36，116，37－104，65，80）
i157）5Y6／8－5PB6／2　　（164，148，23－131，125，146）
i158）5Y4／8－5PB4／2　　　（104，88，12－57，53，76）
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図4－2． 配色サンプルの一覧
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図4－2． 配色サンプルの一覧（続き）
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3．3．1被験者
　被験者は、韓国・釜山広域市の住民42名（男性：23名、女性：19・名）であった。
年齢は20代（14名）、30代（12名）、40代（9名）、50代（7名）。色覚が正常であるこ
とを口頭で確認した。実験日は2006年5月から7月まで行った。
3．4．評価項目
　建物の外壁色の印象を定量的に把握するため、形容詞対を用いてSD法
（Semantic　Differential　Method）による印象評価を行った。評価項目は先行
研究の色彩評価、景観評価において多用されてきた形容詞15対を選定した（表
4－5参照）。
　ただし、「釜山地域にふさわしい」という項目は、住民が思う釜山広域市に
ふさわしい色彩の範囲を検討するために選定した。
3．5．手続き
　実験に入る前に、判断の妨げとなる室内照明などが反射していないことを確
認したあと実験を実施した。
　まず、テスト刺激を提示し、実験内容を説明してから本実験に入った。コン
ピューターの画面上に刺激色を提示し、評価が終わると次の提示色に移り、被
験者のペースで実験を続けるようにした。観察距離は30～50cmであった。被験
者は、全158組の色彩刺激について、「快適な一不快適な」、「自然な一不自然
な」など、15形容詞各々について「非常に、かなり、やや、どちらでもない、や
や、かなり、非常に」の7段階で回答用紙の該当箇所に○印で評定させた。刺
激の提示は、作成したシミュレーション景観158枚の色彩刺激の中からランダ
ム順に、コンピューターの画面（SHARP　PC－XG50H）上に提示した。
　実験時間は、平均で1時間10分であった。被験者の年齢が高くなるほど、実
験時間が長く、休憩の回数も多くなる傾向であったが、実験途中、被験者が疲
れないよう、被験者のペースで休憩を2、3回取り入れるように配慮した。
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図4－3．実験の様子
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4．本実験の結果
4．1．分析方法の概要
　まず、全評価項目間の構造を把握するため、因子分析により因子軸を抽lllす
る。そして、配色と心理評価との位置を把握するため、分布図を作成し、クラ
スタ分析を行い、グループ化を行った。さらに、配色の各要因のウエイトなど．’
より定量的な関係を検討するために、外的基準を因子得点、説明変数を配色と
する数量化1類を行った。また「釜山地域市にふさわしい」項目と他の評価項目
との関係を把握するために、重回帰分析を行い、有意差検討を行った。
　次に「釜山地域市にふさわしい」における色彩範囲の基準を検討するために、
「釜山地域市にふさわしい」の評価値を外的基準に、説明変数を色相、明度、彩
度の三属性の色彩範囲とする数量化1類分析を行った。
4．2．　印象評価構造の関係
4．2．1．因子分析の結果
　都市景観の配色に対する印象評価を用い、因子分析を行った。全被験者42名
のデータを評価対象とした158配色ごとに平均化し、主因子法による因子分析を
行った。因子得点は回帰推定法により測定され、回転はバリマックス回転を利
用した。
　第3因子まで固有値が1以上を示していることがわかり、本実験の刺激から被
験者が受けた印象は、3つの因子で構成されていると判断した（図4－4）
因子分析により各評価項目の因子負荷量および因子寄与率を得た。因子負荷量
が絶対値のG．5以上のものを解釈の対象にし、因子数と固有値で適合した因子
を示す。それらに名を付け、配色と心理評価における因子問の関係に対して検
討を行った。主因子法により因子分析を行い、バリマックス回転した後の結果
を表4－5に示す。
　3つの因子は以下のように名づけた。
　第1因子は、「調和している一調和していない」、「釜山地域市にふさわしい一
釜山地域市にふさわしくない」、「快適な一不快適な」、「暗い一明るい」など10個
の形容詞対が含まれており、これらの全体的なイメージから「調和性」と名づ
けた。第1因子の寄与率は41．01％であった。
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　第ll因子は、「地味な一派手な」、「平凡な一個性的な」、「落ち着きのある一落
ち着きのない」という3つの形容詞対が含まれており、これを「静淑性」と名
付けた。第H因子の寄与率は21．66％であった。
　第皿因子は、「暖かい一冷たい」、「静的な一動的な」という2つの形容詞対が含
まれており、これを「暖かさ」と名付けた。第皿因子の寄与率は11．66％であっ
た。
　第皿因子まで74．32％の説明力があった。
埋掴囮
図4－4．　固有値のプロット図
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表4－5．バリマックス回転後の因子負荷量
因子負荷量
評価項目 第1因子 第II因子 第皿因子
（調和性） （静淑性） （暖かさ）
調和している　一調和していない 0．878820．306820．10841
釜山地域市にふさわしい一釜山地域市にふさわしくない 0．84101・0．378410．13214
快適な　一不快適な 0．836910．324590．13862
自然な　一不自然な 0．813440．264750．13634
親しみやすい　一親しみにくい 0．807730．357970．11832
柔らかい　一かたい 0．77与98一〇．074220．18616
明るい　一暗い 0．73053一〇．41896O．16255
統一している　一統一していない α703匿5 0．241340．05500
好き　一嫌い 0．644540．179650．25076
穏やかな　一刺激的な q643Q40．570570．0⑪480
地味な　一派手な 0．196170．872120．11125
平凡な　一個性的な 0．156980．814770．19189
落ち着きのある　一落ち着きのない 0．25628 0．22114
暖かい　一冷たい 0．188330．079560．89605
静的な　一動的な 0．182490．371220．80000
寄与率（％） 41．01 21．66 11．66
累積寄与率（％） 4、1．01 62．66 74．32
4．・2．2．　因子得点の分布図の結果
　因子分析を行い得られた因子得点と配色の関係を検討するため、分布図に示
した。因子得点を配色ことに因子1（調和性）一因子H軸（静淑性）、因子1（調
和性）一因子皿軸（暖かさ）、因子H軸（静淑性）一因子皿軸（暖かさ〉にプロット
し、配色の番号を表記した。さらに、クラスタ分析を行い、グループ化を行い、
印象が強い配色と印象が薄い配色を抽出した。
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①第1因子（調和性）と第fi因子（静淑性）
　第1因子（調和性）一第II因子（静淑性）の因子得点を用い、分布図およびクラ
スタ分析を行った結果、3つのグループに分類することができた。
　分布図とクラスタ分析の結果を図に表した（図4－5、図4－6）。分布図およびク
ラスタ分析を行い印象が強い配色と印象が薄い配色を抽出した結果、次のよう
に配色の傾向を読み取ることができる。
　まず、印象が強い配色では、同一では25パターン、類似では21パターン、対
比では1パターン、合計47パター一ンの配色が抽出できた（図4－7）。全体的な傾向
としては、暖色系の配色の得点が高く、中性色と寒色にはばらっきがあり、中
明度以上、低彩度の配色が多かった。
　次に、印象が薄い配色では、同一では16パターン、類似では30パターン、対
比では10パターン、合計56パターンが抽出できた（図4－8）。全体的な傾向とし
ては、色相ではばらっきが多く、低明度、中彩度の配色が多かった。
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　　（図中の数字は配色番号（表4－1－4）を現す）
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第4章
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②　第1因子（調和性）と第皿因子（暖かさ）
　第正因子（調和性）と第凪因子（暖かさ）の因子得点を用い、分布図およびクラ
スタ分析を行った結果、4つのグループに分類することができた。
　分布図とクラスタ分析の結果を図に表した（図4－9、図4－10）。分布図および
クラスタ分析を行い印象が強い配色と印象が薄い配色を抽出した結果、次のよ
うに配色の傾向を読み取ることができる。
　まず、印象が強い配色では、同一では26パターン、類似では30パターン、対
比では3パターン、合計59パターンの配色が抽出できた（図4－11）。全体的な傾
向としては、暖色系、中性色系の高明度、中彩度の配色が多かった。
　次に、印象が薄い配色では、同一では23パターン、類似では17パターン、対
比では26パターン、合計66パターンが抽出できた（図4－12＞。全体的な傾向とし
ては、中性色と寒色の低明度、低彩度の配色が多かった。
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第1因子（調和性）と第皿因子（暖かさ〉のクラスタ分析結果図4－10．
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図4－11． 第1因子（調和性）一第皿因子（暖かさ）に印象が強い配色
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図4－12． 第1因子（調和性）一第皿因子（暖かさ）に印象が薄い配色
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③第II因子（静淑性）と第m因子（暖かさ）
　最後に・第H因子（静淑性）と第皿因子（暖かさ）の因子得点を用い、分布図
およびクラスタ分析を行った結果、4つのグループに分類できた。
　分布図とクラスタ分析の結果を図に表した（図4－－13、図4－14）。分布図および
クラスタ分析を行い印象が強い配色と印象が薄い配色を抽出した結果、次のよ
うに配色の傾向を読み取ることができる。
　まず、印象が強い配色では、同一では19パターン、類似では26パターン、対
比では2パターン、合計47パターンの配色が抽出できた（図4－15）。全体的な傾
向としては、暖色と中性色の低・中明度、低彩度の配色が多かった。
　次に、印象が薄い配色では、同一では17パターン、類似では15パターン、対
比では24パターン、合計56パターンが抽出できた（図4－16）。全体的な傾向とし
ては、中性色と寒色の低明度、低彩度の配色が多かった。
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4．2．3．　数量化1類の結果の結果
　因子分析を行い抽出された各因子との関係について分布図を作成した結果、
配色の傾向を読み取ることができた。しかし、同じ色相同一条件でも色相によ
ってばらつきが大きく、傾向を読み取ることが困難であった。
　そこで、配色の各要因のウエイトなど、より定量的な関係を検討するために、
数量化1類を行った。外的基準として第1因子、第II因子、第皿因子の因子得
点を設定し、説明変数のアイテムとしては、同一、類似、対比を設定し、その
結果をプロットした。
①第1因子（調和性）について
　第1因子（調和性）おける結果をプロットし、図4－17に示す。第1因子（調和性）
を目的変数として数量化1類による分析を行った結果、アイテムについての
予測値と観測値の相関係数、重相関係数の基準によって判断すると、　「重相関
係数」が0．88であるため、強い関係があると予測できる。
　また、第1因子（調和性〉にアイテムが目的変数にどのくらい影響を与えてい
るかを偏相関係数の値で比較すると、類似がω．82）で最も高く、次が同一
（0．81）、対比（0．42）の順に影響力があること明らかである。
　第1因子（調和性）では、暖色、中性色、寒色を高明度および低彩度に同一・
類似させる配色の評価が高かった。また、明度と彩度を同一・類似した配色で
は、高明度を中、低彩度に同一・類似させる配色が高い。無彩色では、高明度
同一・類似させる配色の評価が高かったe
　逆に得点が低かったのは、暖色、中性色、寒色を低明度と低彩度に同一・類
似させる配色であった。また、中、低明度を中、低彩度に同一・類似させる配
色も低い。無彩色では、中明度に同一・類似させる配色の評価が低かった。対
比では、ほとんど評価が低く逆効果であった。
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②第ll因子（静淑性）について
第II因子（静淑性）おける結果をプロットし、図4－18に示す。第H因子（静淑性）
を目的変数として数量化1類による分析を行った結果、アイテムについての予
測値と観測値の相関係数、重相関係数の基準によって判断すると、第H因子（静
淑性）には、「重相関係数」が（0．84）であるため、強い関係があることが予測で
きる。また、第H因子（静淑性）にアイテムが目的変数にどのくらい影響を与え
ているかを偏相関係数の値で比較すると、同一（O．・75）が最も高く、次に類似
（0．70）、対比（0．45）の順で高かった。
　第il因子（静淑性）では、暖色と中性色を同一・類似した配色であった。特に、
暖色の揚合は全明度で得点が高く、中性色と寒色の場合は中、低明度同一・類
似および低彩度の同一・類似させる配色の得点が高かった。無彩色の場合は、
高明度に同一・類似させる配色の得点が高かった。
　逆に得点が低かったのは、中性色、寒色を高明度に同一させた配色、暖色と
中性色を低彩度に同一・類似させる配色、明度を中彩度に同一・類似させる配
色であった。対比では、ほとんど評価が低く逆効果であった。
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図4－18．　第II因子（静淑性）における数量化1の分析結果
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③第皿因子（暖かさ）について
　第II因子（静淑性）おける結果をプロットし、図4－19に示す。第皿因子（暖か
さ）を目的変数として数量化1類による分析を行った結果、アイテムについて
の予測値と観測値の相関係数、重相関係数の基準によって判断すると、第皿因
子（暖かさ）には、「重相関係数」が（0．77）であるため、強い関係があること
が予測できる。また、第皿因子（暖かさ）にアイテムが昌的変数にどのくらい影
響を与えているかを偏相関係数の値で比較すると、同一（0．68）が最も高く、類
似（0．62）、対比（0．21）の順で影響力が高いことが分かる。
　第皿因子（暖かさ）で得点が高いのは、暖色を同一・類似させる配色、中性
色は高明度に類似させる配色であった。明度と彩度の配色では、高、中明度に、
彩度にはばらつきはあるものの中彩度に同一・類似させた配色に効果的である
ことが明らかになった。無彩では、無彩色を高明度に類似させる配色の評価が
高かった。
　逆に得点が低かったのは、中性色と寒色を同一・類似させた配色、また、低
明度を中、低彩度に同一・類似させる配色であった。対比には、ほとんど評価
が低く逆効果であった。
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図4－19．　第皿因子（暖かさ〉における数量化1の分析結果
第4章嘔　。　・129
4．2．4．「釜山地域市にふさわしい」と他の項目との関係
　「釜山地域市にふさわしい」の評価項目と他の評価値相互の関係を量的に明
らかにするために、「釜山地域にふさわしい」の評価平均値を目的変数とし、「他
の評価項目（14項目）の評価平均値」を説明変数とする重回帰分析を行った。そ
の結果を表4－6に示したように、自由度調整済相関係数0．916（危険率1％）で有
意の相関が認められた。相関係数により14評価項目の影響度を相対的に比較す
ると、「快適一不快適」（相関係数0．866）が最も相関係数が高く、次いで「調和し
ている一調和していない1（相関係数0．862）の順に相関係数が高かった。これら
の評価項目は第1因子の共通因子であることがわかる。
　次に、第1因子と「釜山地域市にふさわしい」との関係を把握するため、釜山
地域にふさわしいを目的変数とし、第1の因子（調和性）得点を説明変数とする
重回帰分析を行った。その結果、自由度調整済相関係数0．83（危険率1％）で、
有意の相関が認められた（表4－7）。
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表4－6．他の評価項目との重回帰分析の結果
目的変数 （評価平均値）
説明変数 釜山広域市にふさわしい
偏回帰係数 標準偏回帰係数
統一している　一　統一していない 0，676 O，105
一調和している　　　調和していない O，862 0．155＊
一
親しみやすい　一　親しみにくい O，834 0．130＊
快適な　一　不快適な 0，866 0．369＊＊
自然な　一　不自然な O，791 0，089
柔らかい　一　かたい 0，615 0，081
明るい　一　暗い 0．4．34 一〇．033
好き　一　嫌い 0，612 0，058
暖かい　一　冷たい 0，339 0，065
静的な　一　動的な 0，378 一〇．084
穏やかな　一　刺激的な 0，724 O，034
落ち着きのある　一　落ち着きのない 0，522 O，085
平凡な　一　個性的な 0，442 O，007
地味な　一　派手な 0，488 0，034
重相関係数 0，923
修正済重相関係数 0，916
＊＊：1％有意　＊：5％有意
表4－7．第1因子（調和性〉との重回帰分析の結果
説明変数 　　　目的変数
?R広域市にふさわしい
偏回帰係数 標準偏回帰係数
第1因子（調和性） 1，248 0．841＊＊
重相関係数 0，841
修正済重相関係数 0，838
＊＊：1％有意　＊：5％有意
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4．　3　「釜山地域市にふさわしい」評価項目と色彩基準との関係
4．・3．1．「釜由地域市にふさわしい」配色の結果
　「釜山地域市にふさわしい」の評価平均値を標準化し、評価が高い配色および
評価が低い配色を抽出した。標準化した評価値が1．0以上、－1．0以下で配色を
抽出し、その特徴をみることにする。
　まず、標準化した評価値が1．0以上で評価が高かった配色パターンを図4－20
にまとめた。最も評価が高かった5YR6／4－5YR7／2、5YR7／4－5YR7／2をはじめ、
39パターンを抽出することができた。全体的な傾向としては、色相では、暖色、
中性色、寒色にばらっきがあり、明度では高・中明度の配色、彩度では低彩度
の配色が多い結果であった。
　次に、標準化した因子得点が一1．0以下で評価が低い配色パターンを図4－21
にまとめた。最も評価低かった5YR4／4－5Y4／2、5Y4／2－5G4／2をはじめ、37パタ
ーンを抽出することができた。全体的な傾向としては、色相では、暖色、中性
色、寒色にばらつきがあり、明度で低明度、彩色では中彩度の配色の評価が低
いことがわかる。
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図4－20．釜山広域市にふさわしいについて評価が高い配色
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図4－21．　釜山広域市にふさわしいについて評価が低い配色
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4．　3．2．数量化1類の結果
　操作方法の各要因のウエイトなど、より定量的な関係を検討するために、数
量化1類を行った。「釜山地域市にふさわしい」の評価平均値を標準化し、評価
値を外的基準、説明変数のアイテムは、同一、類似、対比を設定した。その結
果をプロットし、図4－22に示す。
　「釜山地域市にふさわしい」を目的変数として数量化1類による分析を行っ
た結果をアイテムにっいての予測値と観測値の相関係数、重相関係数の基準に
よって判断すると、「釜山地域市にふさわしい」という項目には、「重相関係数」
が（0．91）であるため、強い関係があることが予測できる。
　また、「釜山地域市にふさわしい」にアイテムが目的変数にどのくらい影響を
与えているかを偏相関係数の値で比較すると、類似（0．89）が最も高く、同一
（0．85）、対比（0．72）の順で影響力が高いことが分かる。「釜山地域市にふさわ
しい」に得点が高かったのは、暖色と寒色を同一・類似させる配色であった。
特に、暖色を高、中明度および低彩度に同一・類似させる配色の得点が高く、
中性色と寒色を高、中明度に類似させる配色に得点が高かった。
　そして、明度と彩度を同一・類似した配色では、高明度を低彩度に同一・類
似させる配色、無彩色を高明度に同一一・if似させる配色の得点が高かった。逆
に得点が低かったのは、暖色を低明度および中彩度に同一・類似させる配色、
中性色、寒色を中、低明度および中彩度に同一・類似させる配色、無彩色を中
明度に同一・類似させる配色であることが明らかになった。対比では、ほとん
ど評価が低く、逆効果であった。
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図4－22．釜山地域市にふさわしいにおける数量化1の分析結果
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4・4・　釜山広域市の都市景観の色彩範囲に関する関係
4．4．　1．数量化1類の結果
　釜山広域市の都市景観の色彩計画に有効な資料とするには、さらに詳細な検
討を行う必要があると思われる。たとえば、どの程度で色彩を揃えられれば釜
山広域市ふさわしい調和感が得られるのかといった色彩の範囲における問題
を明らかにすることとした。
　ただし、あらゆる色彩の組み合わせにっいての検討はサンプル数の増大を招
くので、今回の研究を基礎的段階と位置づけ、評価対象のバリエーションにつ
いては、本実験で使用した色彩を基本とする場合に限定する。
　色彩の範囲をより定量的に検討するために、外的基準とし、標準化を行った
「釜山地域市にふさわしい」の評価値を、「色相、明度、彩度1の色彩範囲の基準
を説明変数のアイテムとして設定し、分析を行った。その結果を図4－23に示し、
その内容を下記のようにまとめる。
（1）　「釜山地域市にふさわしい1という項目には、「重相関係数」が（0．88）であ
るため、強い関係があることが予測できる。また、「釜山地域市にふさわしい」に
アイテムが目的変数にどのくらい影響を与えているのかを偏相関係数の値で比
較すると、明度（0．81）が最も高く、色相（0．66）、彩度（0．55）の順で影響力が高い
ことがわかる。
（2）色相では、ばらっきはあったものの、暖色5YR－10YRが最も評価が高いこと
をはじめ、ほとんどの暖色の配色の評価が高かった。中性色では、10GY－10GY
が最も評価が低く、ほとんどの中性色の配色の評価が低かった。寒色では、
5B－5Bの配色の評価が高かったが、配色によってばらつきが大きかった。全体
的に色相の差が大きい構成ほど評価が下がる傾向が見られた。
③明度では、明度のウエイトが最も大きく、明度7以上の中、高明度の配色の
評価が高かった。しかし、明度差が大きい構成や明度を6以下に下げると評価
値が下がる傾向が見られた。
（4）彩度では、彩度2、4の低彩度にやや評価が高かったが、彩度6以上および彩
度差が大きい構成には評価が低い結果が出た。
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図4－23．　色彩の範囲における数量化1類の分析結果
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5．本実験結果のまとめ
　釜山広域市の住民を被験者とし、都市景観の色彩における制度に適用でき
るような基礎資料の位置づけを持つものとして、都市景観の色彩に対する住
民の視点からの評価実験を行った。その結果をふまえ下記に述べる。
　（1）建物の外壁色の景観評価と評価値の分布形態との関係について
　評価項目間の構造をみると、釜山広域市の都市景観の色彩を考慮するには、
「調和性」「静淑性」「暖かさ」の3因子が大きく影響していることが検討できた。
分布図とクラスタ分析の結果、評価値の分布形態の傾向をまとめる下記のよう
である。
①第1因子（調和性）と第II因子（静淑性）に印象が強い47パターン、印象が薄
　　い56パターンが抽出できた。これらのパターンの傾向としては、暖色系の
　　配色の得点が高く、中性色と寒色にはばらつきがあり、中明度以上、低彩
　　度の配色が多かった。しかし、印象が薄い配色は、色相ではばらっきが多
　　く、低明度、中彩度の配色が多かった。
②　第1因子（調和性）と第皿因子（暖かさ）に印象が強い59パターン、印象が薄
　　い66パターンが抽出できた。これらのパターンの傾向としては、暖色系、
　　中性色系の高明度、中彩度の配色が多かった。しかし、印象が薄い配色は、
　　中性色と寒色の低明度、低彩度の配色が多かった。
③第II因子（静淑性）と第皿因子（暖かさ）に印象が強い47パターン、印象が
　　薄い56パター…一ンが抽出できた。これらのパターンの傾向としては、暖色と
　　中性色の低・中明度、低彩度の配色が多かった。しかし、印象が薄い配色
　　は、中性色と寒色の低明度、低彩度の配色が多かった。
（2）景観評価と色彩操作との関係について
　配色の各要因のウェイトなど、色彩操作との関係をより定量的に検討するた
め、数量化1類の分析を行った結果をまとめると下記のようである。
①第1因子（調和性）には、類似の影響が大きいことが明らかである。暖色、
　　中性色、寒色を高明度に同一・類似および低彩度に同一・類似させた配色
　　は効果的で調和性が高い。無彩色の場合は、高明度に同一・類似させた配
　　色が効果的であるという結果が得られた。
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②第r［因子（静淑性）には、同一の影響が大きかった。暖色はほとんどの配色
　　で得点が高く、中性色と寒色は中明度、低明度および低彩度に同一・類似
　　させる配色が効果的であった。無彩色の場合は、高明度に同一・類似させ
　　る配色の得点が高かった。
③第皿因子（暖かさ）については、同一の影響が大きかった。暖色を同一・類
　　似させた配色が効果的であったが、寒色にはほとんど逆効果であった。明
　　度と彩度の配色では、高、中明度に、彩度にはぱらつきはあるものの中彩
　　度に同一・類似させた配色が効果的であることが明らかになった。
（3）釜山地域市にふさわしい評価項目と色彩操作について
①釜山地域市にふさわしい評価項目と配色との関係を検討した結果、類似の
　　影響が最も大きく、色相では、暖色、中性色、寒色にばらつきがあり、高・
　　中明度・低彩度に同一・類似させる配色が効果的であることが明らかにな
　　った。
（4）釜山広域市にふさわしい色彩構成について
①釜山地域市にふさわしい色彩構成を検討した結果、得点が高かった配色と
　　しては、5YR6／4－5YR7／2、5YR7／4－5YR7／2をはじめ、39パターンの配色を
　　抽出することができた。全体的な傾向は、色相では暖色系・寒色系・中性
　　色系にばらつきがあり、明度では高明度、中明度、彩度では低彩度の配色
　　が多かった。そして、得点が低い配色としては、5YR4／4－5Y4／2，5Y4／2－5G4／2
　　をはじめ37パターンの配色を抽lllすることができた。しかし、中明度や低
　　明度の配色、中彩度の配色に評価が低かった。
②　「釜山地域市にふさわしい」評価項目と評価相互の関係を把握するための重
　　回帰分析の結果、第1因子（調和性〉に有意の相関があった。この結果と同
　　様に、第1因子（調和性）の結果と釜山地域にふさわしい結果と一致してい
　　る配色が多かった。
（5）釜山地域市にふさわしい色彩の範囲について
①釜山地域市にふさわしい色彩の範囲を検討した結果、明度の変化に対する
　　評価値の変動は大きく、評価に対する明度の幅の影響は大きい。明度の範
　　囲が明度7以上に評価が高くなり、明度差が大きい構成や明度を6以下に下
　　げると評価値が下がる傾向が見られた。
②彩度では、彩度の幅が4以下に評価が高いが、彩度の幅が広い配色および6
第4章…　　　140
　以上の彩度には、評価が下がる結果であった。
③色相では、色相幅の変化には5YR－10YRの評価が最も高いことをはじめ、中
　性色では5G－5BG、寒色では5B－5Bの配色の評価が高かった。しかし、色差が
　大きい配色では評価が低かった。
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6．結論
6．1．既往研究と本研究結果との比較検討
　本研究および既往研究における都市景観の色彩に関する心理的評価の結果
を比較し、下記のように述べる。
6．1．1．都市景観の色彩評価について
（1）　「調和性」について
　既往研究の「色彩のまとまり、統一性、調和」に関する結果と本研究と比較
すると、①周辺建物との調和について色差が少ないほど調和する（注32）、②中
明度から高明度で低彩度は調和する（注33）、③無彩色の高明度に揃えると調和
する（注34，35）、④暖色に揃えると調和する（注34，　35＞、⑤色彩がある程度ばら
っきがある景観がまとまっている（注36）との結果と一致している。
　一方、本研究の実験での「調和性」における結果では、色相にばらつきはあ
るが色相全体に評価が高い。また、高・中明度と彩度を抑えた色彩構成の評価
が比較的に高いことが確認できた。この結果は、⑥中性色と寒色の建物の評価
が低い（注27，　34）、⑦色相を揃えると評価が高い（注29，27，　38）との結果とは一
致していない。
　本研究の結果「調和性」では、適当なばらつきがある色相で、高・中明度と
彩度を挿えた色彩構成を考慮した手法が効果的あることが明らかになった。
（2）　「静淑性および暖かさ」について
　既往研究の「派手、目立つ色、力動性、鮮やかさ」に関する既往研究では、
暖かさでは暖色の高明度、活動性には暖色の高彩度、力動性には暖色の低明度
で評価が高く、鮮やかさでは彩度の影響が大きく、彩度のばらっきが大きくな
るほど、評価が高くなるという結果である（注27，　33，35，38）。これらの結果は
本研究と一致している結果である。
　一方、本研究の実験での「静淑性」における結果では、色相に暖色と中性色
の低明度、低彩度の色彩構成に評価が比較的に高いことが確認できた。　f暖か
さ」における結果（暖色の高明度に評価が高く、彩度のばらっきが大きい）は、
既往研究の結果と一致している。
　本研究の結果「静淑性」では．暖色と中性色の色相で、低明度、低彩度の色
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彩構成を、　「暖かさ1では、暖色の色相で高明度、中彩度の色彩構成を考慮し
た手法が効果的あることが明らかになった。
（3）　評価因子と色彩構成手法の関係について
　以上のような既往研究と本研究との評価因子は、色票による因子分析結果と
もほとんどの因子が一致している（注69）eこれらは色彩一般に共通するものを
含んでいると思われる。
　また、色彩構成手法においては、因子によって評価が分かれた結果から、景
観の建物色彩の価値評価には、特有の色彩や色彩構成があると考えるe
6．1．2．釜山広域市にふさわしい色彩の構成手法について
　釜山広域市にふさわしい色彩の構成について、本研究と既往研究の結果が一
致する色彩の構成は、一般性の高い構成であると言える。総合的なよさや調和
性にっいては、暖色系を高明度および低彩度に揃えることが効果的で、静淑性
や暖かさにっいては、暖色系に揃えることが効果的である。
　本研究の結果「釜山広域市にふさわしい」における色彩構成には、色相にば
らっきはあるが色相全体で評価が高く、高・中明度、低彩度で構成された配色
が効果的であった。っまり、色相より明度と彩度の影響力が大きいことが確認
できた。
　このような結果から、釜山広域市の都市景観の色彩を計画する際、適当なば
らっきがある色相で、高・中明度と彩度を抑えた色彩構成を考慮した手法が効
果的であると考える。
　本研究と既往研究の対象が異なっているため、色彩構成の手法については比
較検討ができなかったが、釜山広域市の都市景観の色彩を計画する際、地域住
民の意見を反映した都市景観の色彩における構成手法の可能性を広げるもの
として本研究の結果検討の意義があると思われるe
6．1．3．釜山広域市にふさわしい色彩梼成について
　建物色に関する研究の結果（注70）韓国の場合では、図4－24のような色彩が
好ましい外壁色に挙げられた。これらの色彩は韓国全体を対象とし、調査した
結果であって、本研究と対象が異なってはいるが、本研究の「釜山広域市にふ
さわしい色彩」との結果をあえて比較してみると、暖色の高明度、無彩色の高
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明度に順が高いという結果は本研究と一致している。しかし、低明度、高・中
彩度の色彩好ましい建物の外壁色であるとの結果は、本研究の研究とは異なっ
ている。このようなことから、地域住民が思う地域特有の色彩が存在すると考
えられる。
順位 1位 2位 3位 4位 5位 6位
色彩
マンセル表色
@RGB値
4．5R　4．5／3．3
P37，100．99
N7。9
Q00，200，200
＆6YR＆4／3．0
Q3竃207，176
7．1RP　4．0／7．3
P46．74．98
N9．2
Q29，229，229
4．狙4．4／12．6
P91．60．70
図4－24．韓国人が好ましいと思う建物の外壁色
6．2　今後の課題
　今回の実験では、特定の色彩に関する分析結果であるため、今後は他の色
彩構成についてもより系統的に検討を行い、色彩基準に関する多様な方法な
どを実験に取り入れることが課題である。
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第5章　結論および行政の発展展望
1．本論文のまとめ
　本研究は「都市景観の色彩改善に関する研究一韓国・釜山広域市を事例と
して」と題し、第1章から第5章まで構成されており、その結果の要約は以
下のとおりである。
　第1章では、研究の背景・目的を述べ、従来の都市景観の色彩に関する研
究を概観し、本研究の位置づけを明らかにした。釜山広域市の都市景観色彩
の改善のため、多方面から様々な努力をしているにもかかわらず、都市景観
の色彩問題がなぜ改善されていないのかに対する仮説から始まった。
　その背景として、都市景観の色彩を計画・デザインする段階でその特性を
生かせなかったことから、画一的で個性がない都市の空間を作ってきたこと
にその原因があることを前提した。
　そこで、本研究では、釜山広域市の都市景観の色彩に関する総合的な改善
に寄与するため、次のような目的で展開した。
①現在、釜山広域市の都市景観の色彩における「総体的な問題の実態」を把
　握する。
②快適で美しい釜山広域市の都市景観の色彩を実現できるよう、都市景観の
　色彩における問題に対し「体系的な問題解決案」を提示する。
③釜山広域市の都市景観の色彩における「行政への発展展望」を提案する。
　第2章では、釜山広域市の都市景観の色彩に関する現状と実際的な問題点
を把握するため、都市景観を担当している行政の担当者および、実際に色彩
に接し、生活している地域住民を対象者としての設問調査を行った。
　行政を行う際の、色彩使用における現状および住民の都市景観の色彩に対
する意向について尋ね、現在の釜山広域市の都市景観の色彩に関する全般的
な問題点を抽出した。
　これらの問題点を分類・類型化し、整理した結果、釜山広域市の都市景観
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の色彩に関する問題として20項目の問題点を抽出した。
　内容として、①行政側の都市景観の色彩に対する意識の不足、②住民の都市
景観の色彩に関する意識の不足、③色彩の使用に関する基準がない、④住民
の色彩における多様な要求、⑤地域の特徴がなく、調和性のない都市景観の
色彩、⑥都市景観の色彩管理・誘導に対する市民の理解不足、⑦色彩指定の
際、明確な資料がない⑧標準化された色彩の表記方法がない、⑨色彩を指定‘
する揚合、制度的な要求がない、⑩専門の担当部署や担当者の不足、⑪担当
者の色彩に関する専門知識の不足、⑫都市景観の色彩関連の情報交換の不足、
⑬都市景観の色彩に関する住民への情報の発信など、広報の不足、⑭都市景
観の色彩に関する市民活動が活性化されていない、⑮都市景観の色彩におけ
る管理目標の不在、⑯都市景観関連の担当者に色彩関連専攻者がいない、⑰
地域色、調和の配色など、色彩に関する具体的な検討がない、⑱都市景観の
色彩と関連した市民活動に対する参加意識の不足、⑲都市景観の色彩に関す
る予算の不足、⑳屋外広告物の無秩序的な色彩の使用、であった。
　これらの20項目の問題点を問題類型別に整理をした。抽出した問題を類
型別に区分すると、大きく4っの項目に分類できた。つまり、①意識に関す
る項目、②色彩使用に関する項目、③行政組織構成に関する項目、④住民に
関する項目、のように4つの類型の問題で構成されていることを明らかにし
た。
　第3章では、第2章で把握した問題点に対し、解決案を摸索するため、具体的
な解決案を中心に検討を行った。提示した問題の解決案を内容別に分類すると、
大きく5つの項目に分類できた。つまり、①色彩基本計画、②色彩管理計画、
③色彩標準の整備、④色彩教育、⑤情報交流、の項目であった。
　これらの提示した解決案における具体的な実践指針を作成するためには、
「都市景観の色彩指針に関する制度の整備」を行う必要があることが明らかに
なった。
　そこで、釜山広域市が設定・運営している都市景観の色彩に関する制度を把
握し、色彩関連内容を調査した。その結果、景観に関する色彩の計画を「釜山
広域市の都市デザイン条例」で明示しているが、具体的な規制・誘導というよ
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り・景観と関連して色彩を考慮することを提示する程度であることが明らかに
なった。
　2章で抽出した問題点と提案した解決案を内容別に区分し、具体的な制度と
関連して検討を行った。都市景観の色彩に関する問題を解決し、地域の特徴を
活かした調和のある都市景観の色彩を形成するためには、都市景観の色彩関連
法制度を整備し、条例やガイドラインなど、実質的な制度整備が必要であるこ
とが明らかになった。
　含まれる内容としては、まず、「条例を通じ解決する案」では、①色彩管理目
標・計画の設定、②予算および基金の確保、②専門家グルー一・一・一プの活用、③情報
交流および色彩教育の拡大、④情報交流および色彩教育の拡大であった。そし
て、「ガイドライン通じ解決する案」では、①住民との合意制度、②色彩使用ガ
イドランであることを明らかにした。
　さらに、釜山広域市の都市景観の色彩に関する制度の設定前に、釜山広域市
の都市景観の色彩基準に関する具体的な検討が必要であることが把握できた。
　第4章では、制度導入のために先行すべき事項として挙げられた、釜山広
域市の都市景観の色彩基準における検討を行うことを目的とし、釜山広域市
の住民を被験者とし、コンピューター画像処理を用いて色彩を系統的に変化
させる評価実験を行い、色彩基準に関する検討を行った。その結果は以下の
とおりであった。
（1）釜山広域市の景観評価と色彩操作との関係にっいて
　評価項目間の構造をみると、釜山広域市の都市景観の色彩の印象は、「調和
性」「静淑性」「暖かさ」の3因子が大きく影響していることが判明した。
　①第1因子（調和性）には、類似の影響が大きく、暖色、中性色、寒色を高明
度に同一・類似および低彩度に同一・類似させた配色の調和性が高いe無彩色
の場合は、高明度に同一・類似させた配色が効果的であった。②第II因子（静
淑性）には、同一の影響が大きい。暖色はほとんどの配色で得点が高く、中性
色と寒色は中明度、低明度および低彩度に同一・類似させる配色が効果的であ
った・③第皿因子（暖かさ）には、同一の影響が大きい。暖色を同一・類似させ
た配色に効果的で、高・中明度に、彩度にはばらつきはあるものの中彩度に同
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一・ ﾞ似させた配色が効果的であった。④「釜山地域にふさわしさ」には、類似
の影響が最も大きく、色相ではばらつきがあり、高明度・低彩度に同一・類似
させる配色が効果的であった。
（2）釜山広域市にふさわしい色彩構成について
　釜山地域市にふさわしい色彩構成を検討した結果、得点が高かった配色とし
て39パターン、得点が低い配色として37パターンの配色が抽出できた。
　全体的な傾向は、色相ではばらっきがあり、明度では高・中明度、彩度では
低彩度の配色が多かった。「釜山地域市にふさわしい」評価項目と、第1因子（調
和性）に有意の相関があったため、第1因子（調和性）の結果と「釜山地域市にふ
さわしさ」の結果は一致している配色が多かった。
（3）釜山地域市にふさわしい色彩範囲について
　釜山地域市にふさわしい色彩の範囲を検討した結果、評価に対する明度の幅
の影響が大きいことがわかった。明度の範囲が明度7以上で評価が高くなり、
明度差が大きい構成や明度を6以下に下げると評価値が下がる結果であった。
　そして、彩度の幅が4以下である時、彩度の幅が広い配色および6以上の彩度
では、評価が下がった。色相では、ばらつきはあったものの、暖色5YR－10YRの
評価が最も高いことをはじめ、中性色では5G－5BG、寒色では5B－5Bの、評価が
高かった。しかし、色彩が大きい配色では評価が低かった。
　釜山広域市の都市景観の色彩を計画する際は、適当なばらつきがある色相で、
明度7以上の高・中明度および彩度4以下の低彩度の彩度を抑えた色彩構成を考
慮した手法が効果的であることを明らかにした。
（4）既往研究と本研究結果の関係について
　①「調和性」について、既往研究の「色彩のまとまり、統一性、調和」に関
する結果と比較すると、周辺建物との調和について色差が少ないほど調和する、
中明度から高明度で低彩度は調和する、無彩色の高明度に揃えると調和する、
暖色に揃えると調和する、色相がある程度ばらつきがある景観がまとまってい
るとの結果と一致していた。
　しかし、中性色と寒色の建物の評価が低く、色相を揃えると評価が高いとい
うの結果とは一致していなかった。本研究の結果「調和性」では、適当なばら
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つきがある色相で滴・中明度で彩度を抑えた色彩構成を考慮した手法醐果
的であった。
②「鞠性および暖かさ」について漉往研究の「派手．e立つ色力動性、
鮮やかさ」の結果と比較すると、暖かさでは暖色の高明度、活動性には暖色の
高彩度・力動性には馳の低明度で評価tl・｝’高く、鮮やかさでは彩度の影響が大
きく・彩度のばらつきが大きくなるほど評価が高くなるという結果は一致して
いた・本研究の結果「静淑性」では暖色と中性色の色相で、低明度低彩度
の色彩構成を、　「暖かさ」では、暖色の色相で高明度、中彩度の色彩構成を考
慮した手法が効果的であった。
　③釜山広域市にふさわしい色彩の構成について、本研究と既往研究の結果
が一致する色彩の構成は一般性の高い構成であると言える。総合的な良さや調
和性は、暖色系を高明度および低彩度に揃えることが効果的で、静淑性や暖か
さについては・暖色系に撒ることカss効果的であった．本研究と既往研究の結
果が徴しなかった色彩構成は・「釜山広域市にふさわしい」における評価で、
色相にばらっきがあり高糊度」氏彩度に構成した配色に効果的であった。
　つまり、色相より明度と彩度の影響力が大きいことが確認できた。
　第5章では・本論文のまとめおよび考察を行った。これらの研究結果に基
づいて、釜山広域市の都市景観の色彩における今後の景観行政の発展方向と
課題を提示した。都市景観の色彩の政策の大本である、韓国での国土計画法
に基づく、釜山広域市の地域特性を生かせる自主的な制度の必要性が挙げら
れた・人工的な構造物が立ち並ぶ都市では、好ましい色彩のあり方を決めて
いくことはなかなか難しいが、実際に多くの人が地域の特徴がなく、調和さ
れていない・個性がないと感じている色彩が存在することが、今回の研究結
果から明らかになった。このような都市景観の色彩問題を改善していき、景
観行政を進めていくなかで、地域の特徴を生かした具体的館理・誘導手法
が提案されていくことが必要であることが確認できた。
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2．総合考察
2．1．都市景観の色彩問題について
　都市景観の色彩に関する問題の現状把握のため、都市景観行政を行う行政担
当者および実際に色彩に接し、生活している居住者の観点から都市景観の色彩
問題を検討した結果、現在の都市景観の色彩に関わる問題点は「意識に関する
項目」、「色彩使用に関する項目」、「行政組織構成に関する項目」、「住民に関
する項目」、という4つの項目に分類できた。
　実際に、これらの都市景観の色彩における問題に対する行政および住民の反
応は、地域の特徴がなく調和していない、個性がないと感じられる色彩が存在
するなど、否定的な捉え方が多い。一方、都市景観の色彩における印象が過去
よりはよくなっている、都市景観の色彩問題に対して関心がある、都市景観の
色彩問題は重要であるなど、都市景観の色彩のあり方については、基本的に肯
定的に受けとめられていた。
　これらのことから、もし分類できた項目の都市景観の色彩問題が解決できれ
ば、人々の評価は現在よりかなり肯定的になるものと考えられる。人々は住ん
でいる都市景観に対し、個性的で特色ある街としで1央適で美しいと感じられる
地域であることを求めているのである。
2．2．都市景観の色彩問題の解決案に向けて
　都市景観の色彩に関する問題を解決し、地域の特徴を活かした調和のある都
市景観の色彩を形成するためには、都市景観の色彩関連法制度を整備し、条例
やガイドラインなど、実質的な制度整備が必要であることを明確にした。都市
景観の色彩の計画・管理・誘導を展開していくためには、それぞれ地域の事情
に応じて総体的に問題を調査分析し、客観化された資料によって試案を提示し、
発展方法を摸索していくことが、重要な手順となる。
　実際、都市景観を正規の制度を通じて管理することによって、景観は改善さ
れると考える人々も多く、制度を通じて都市景観の色彩問題を解決していくこ
とにっいて人々は肯定的に受けとめていることが明らかになった。
　以上の事実から、都市景観の色彩に関する様々な問題の解決案を地域ごとに
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摸索し、住民と行政がパートナーシップを組んで改善のために協力することに
よって少しずつ地域の景観は向上するものと考えられる。都市景観の色彩にお
ける問題を改善し、景観行政を進めることによって、それぞれの地域の特徴を
生かした具体的な管理・誘導手法が提案され、ルールが設けられ厳守されてい
くことで、都市景観の色彩環境は改善されるものと確信している。
2．3．住民の評価について
　都市景観の色彩に関する制度的な管理のために、色彩基準の把握が必要であ
ることを明確にした。実際、地域住民が考える地域特有の色彩範囲など、地域
ごとに色彩の基準が存在することを明らかにした。地域色に関する検討や色彩
の範囲に関する色彩基準の制定は、都市景観の色彩におけるイメージ形成と関
連して色彩を実際に接し、調整と統制を受ける住民の共感と合意を前提として
実現可能になることである。地域ごとに多くの人が共感できる色彩の嗜好を把
握し、都市景観の色彩の発展手法を摸索していくことで、その地域の都市景観
の色彩環境は改善されていくのではないだろうか。
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3．釜山広域市の都市景観の色彩に関する行政の発展方向
　都市の個性を生かし、他の都市との差別化を図り、その都市のイメージを左
右する都市外観のイメージにおいて色彩は重要な影響を与えている。都市景観
の色彩における政策は、地方の魅力と個性を付与し、他の都市とは違うアイデ
ンティティを表すよう誘導することで、住民の地域発展に貢献できる。都市空
間をどのように構成していくべきかについての方向設定をするにあたり、行政
は大きな役割を果たさねばならない。
　韓国の都市景観の色彩の政策の根拠となる国土計画法（2003年1月から施行）
では、必要に応じて色彩についての規定を定めることができるとしている・
　しかし、釜山広域市では都市景観の色彩について、これといった確固たる基
準があることは少なく、これらの法制度に基づいて規制や誘導を行っているの
が現状である。
　今回、釜山広域市の都市景観の色彩に対する住民の意識調査を行った結果、
釜山広域市住民の都市景観の色彩に対する市民活動の参加に対する意識は低
かったものの、関心度を把握したところ、高い関心が示された。また、釜山広
域市の都市景観の色彩における印象について、よいと答えた人はわずか20％程
度で、よくないと答えた人は約50％であった。そして、釜山広域市の都市景観
の形成のために重要なこととして、自然環境の保全、地域の特徴を生かした都
市景観の創造、公共施設の整備、都市景観の色彩の整備の項目が挙げられてい
た。さらに、釜山広域市の都市景観づくりにおける行政のかかわりについては、
規制や指導を積極的に行うことに対し、肯定的な意見も多かった。
　これらの結果は、美しく快適な街づくりの要望における住民の意識が変わり
つっあると言える。しかしながら、指針による誘導において、積極的に受容す
ると答えた人は約25％であって、相反の傾向もあったことが明らかになった。
　都市景観の色彩を評価する最終的な決め手となるのが、住民の意見である。
つまり、都市の色彩は、住民の色彩感覚が評価の基準となって決められるので
ある。そのためには、地域住民を対象とする教育の強化および情報交流を通じ、
都市景観の色彩に対する関心を高めていく必要があり、行政による市民に対し
ての啓蒙および活動が、今後ますます重要なものとなっていく。このことを釜
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山広域市の行政に反映していくべきであろう。
　人工的な構造物が立ち並ぶ都市では、好ましい色彩のあり方を決めていくこ
とは、なかなかむずかしい。しかし実際、多くの人が地域の特徴がなく、調和
されていない、個性がないと感じている色彩が存在することが、今回の研究結
果から明らかになった。このような色彩における問題を改善していき、景観行
政を進めていくなかで、都市景観の色彩のあり方について、地域の特徴を生か
した具体的な管理・誘導手法が提案されていくことが必要であろう。
　釜山広域市の都市景観の色彩問題を把握し、その問題に対する解決案を提示
したところ、釜山広域市が都市景観の色彩における管理・誘導を行うためには、
具体的な指針が必要であると回答した人の割合が高く、管理制度の整備をする
必要があることが明らかになった。また．管理・誘導するにあたり、色彩基準
を明確にすることが重要であることも明確にした。
　地域の特徴を生かした調和のある釜山広域市の都市景観の色彩を形成する
ため、本研究の分析結果より、都市景観の色彩関連法制整備し、条例の設定に
よる色彩管理、ガイドラインの設定による色彩管理をするなど、実質的な制度
整備が必要であることを提案したい。また、釜山広域市の住民の視点からの色
彩における評価実験を行い、釜山広域市にふさわしい色彩基準に関する結果を
参考にし、色彩基準の作成を提案したい。
　今回の研究が、今後「釜山広域市の都市景観の色彩」に関する条例およびガ
イドラインなど、実際に制度を運営していく際に「都市景観の色彩計画」へ応
用され、都市景観の質が向上することを望みたい。
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4．今後の課題
　本研究は、現在、都市景観の色彩における問題を改善するため、都市景観
の色彩に関する検討を行っている段階である釜山広域市を対象地とし、都市
景観の色彩における改善にっいて検討を行った。
　しかし今後、期待される都市景観の色彩に関する行政を行う際、地区別のr
環境色彩および、建物における色彩の様相やその特性について検討すること
ができなったe今後、各地区における都市景観を含めて、景観別に研究する
必要があると考えられる。
　また、色彩基準や、色彩指導基準の設定は景観行政を行う際、多くの影響
力を持っている。そして、環境色彩の考え方を一般化するための啓発の効果
を持っていると思う。最近では同様の基準を取り入れる自治体も増えており、
その方法にっいても検討されるようになった。しかし、色彩基準値だけを安
易にまねることは好ましくないだろう。現実的に多様な景観をあらかじめ想
定し、色彩の使い方の詳細まで記述した詳細な色彩基準を作成しても、それ
を実際に都市景観の色彩を管理・誘導する際、生かされないとその意味がな
い。地域の個性ある景観をつくるための、多様な景観の問題にきめ細かく対
応できる方法が必要であると思う。今後、多面的な都市景観の色彩における
方法を住民の意見をもとに見出すことを今後の研究課題としたい。
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てひたすら待って協力してくれたわが息子、川嶋俊太にありがとうと言いた
い。また、遠く韓国から、つねに暖かい声援を送ってくれた家族、とくに、
両親と日本での義両親に改めてお礼を申しあげます。
　博士課程の総括としての本論を、このような多くの方に支えられた環境で
作成できたことをたいへん幸運に感じています。感謝の気持ちを込めて、皆
様の発展とご活躍を心よりお祈り申しあげます。
2009年1月
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